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第哉掴園　第204号住居跡出土遺物実測図

所農　本跡は，出土土器から10世紀と考えられるが，規模と形状など不明な点が多く，住居施設と異なる可能

性も考えられる。

第204号住居跡出土遺物観察表（第334図）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 】　 手 法 の 特 徴

l

出 土位置 備　　 考

1 40 4 土 師器 杯 ［14 ．2］ （3．6） － 長石・石英・雲母 にぷい赤褐 普通 体部両面ロクロナデ。 焼土集 中部 20％ 二次焼成。

1 40 5 須 恵器 杯 ［13 ．4］ （3．3） － 長石・石英・雲母 にぷい赤褐 普通 体部両面ロクロナデ。 焼土集 中部 20％ 二次焼成。

第調号住居跡（第294◎295図）

位置　調査区南部のH2a7区に位置し言ヒから南への斜面部に立地している。西部は調査区城外へ伸びる。

重複関係　東部が第201号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　西部は調査区城外の伸びており，東部は第201号住居臥　南東部を第202号住居臥　第334号土坑

に掘り込まれているため，確認できたのは長軸2．20m，短軸1。60mで，形状は方形または長方形と推測され，

主軸はN－00であり，壁高は20cmで外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

炉　中央部に位置し，長径72C恥　短径52cmの楕円形で，床面を12cmほど掘り窪められた地床炉であり，炉床面

は火熱を受けて赤変硬化し，中央に雲母片岩（上底7．4cm，下底13・7cm，高さ21・Ocmの台形で，厚さ4・5cm）が

立位で出土し，炉石として使用されたと考えられる。

炉土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

2　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量

3　極暗赤褐色　焼士ブロック・炭化粒子微量

4　極暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

5　極暗赤褐色　焼土ブロック微量

6　黒　褐　色　焼士ブロック少量，炭化粒子微量

覆土　斜面部に立地しているため，南部で床面の一部が露呈しさらに撹乱を受けているため，堆積の状況につ

いて確認することができなかった。

遺物出土状況　縄文土器片2点，土師器片14点（棄），礫1点が出土している。これらの遺物は中央部の覆土

下層から出土している。出土土器はすべてが細片のため，図示できない。

所見　本跡の出土土器が細片のため，出土土器からの時期判断は困難であるが，9世紀中葉から後葉の第201

号住居跡が掘り込んでいるので9世紀中葉以前と考えられる。
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綾　掘立柱建物跡

第2号掘立櫨建物跡（第335図）

位置　調査区東部のG3a6～G3b7区に位置し，北西から南東への緩斜面部に立地している。

規模と構造　西桁行の柱穴1か所が未検出であるが，西桁行3間，東桁行2間，梁行1間の側柱建物跡で，桁

行方向はN－30－Wの南北棟である。規模は桁行4・90m，梁行3。24mで，面積は約15。88前である。柱間寸法

は酋桁行1・5m前後，東桁行2・4m前後，梁行3・3m前後である。柱筋は揃っているが，東西桁行の柱間の寸法

が異なる。

櫨穴　掘り方の平面形は円私不整楕円私　隅丸長方形及び不定形で，深さ14～60cmある。柱の抜き取り痕は

Plで確認され，埋め戻された土はロームを主とした焼土粒子の炭化粒子を含む黒褐色土。暗褐色士e褐色土

である。、

Pl土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子少量，炭化物微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ロームブロック少量

5　褐　　　色　ロームブロック少量

6　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

P2土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子少量
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第335図　第2号掘立柱建物跡実測図

7　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

8　暗　褐　色　ローム粒子少量

9　褐　　　色　ロームブロック少量

10　褐　　　色　ロームブロック少量

11暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

2　褐　　　色　ロームブロック少量

0
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P3土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

2　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

P4土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

2　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

P5土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子少量，焼士粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

P6土層解説

ユ　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量

6　暗　褐　色　炭化粒子少量，焼士粒子微量

3　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

3　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出立状況　Pl～386から土師器片，須恵器片，縄文土器片，士製品1点（不明），礫1点などが出土

しているが，いずれも細片のため，図示できるようなものはなく，時期判定は困難である。

所凰　出土遺物がいずれも細片であるため，時期判断が困難である。また，柱穴の規模や形状から堅固な上屋

構造は推測できず，軽量なものの保管倉庫の可能性がある。

第3号撼立櫨建物跡（第336図）

位置　調査区東部のF3i6～F3j7区に位置し，北西から南西への緩斜面部に立地している。

重複関係　第6号溝に北東部が掘り込まれている。

規模と構造　Plが第6号溝に掘り込まれているが，壁面でわずかに確認できた。確認できたのほ桁行2間，

梁行2間であるが，北へ伸びる可能性も考えられる。桁行方向はN－870－Wの南北棟である。規模は桁行

4。12m，梁行4JOmで，面積は約16。89niである。柱間寸法は，一部未検出のものもあるが，桁行2・10m前後，

梁行1。96～2。16mで，Pl。7の間で柱穴が確認できなかった。

桂穴　掘り方の平面形は円形の楕円形または不定形で，深さ21～56cmである。柱の抜き取り痕はP3　e5～7

で確認され，しまりが弱い。その他は埋士でローム土を主とした暗褐色土や黒褐色士で互層をなしているが，

強く突き固められていない。

Pl土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼士粒子微量

P2土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

P3土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック。焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　焼士粒子・粘土ブロック微量

5　暗　褐　色　炭化粒子少量，焼土粒子・粘土ブロック微量

P5土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

4　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

P6土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　褐　　　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

6　暗　褐　色　ロームブロック微量

7　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

8　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

9　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
6　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

7　褐　　　色　ロームブロック少量

8　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
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第336図　第3号掘立柱建物跡実測図

P7土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼士粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量

6　暗　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　P2～5e7から土師器片，須恵器片のほか縄文土器や弥生土器などが出土しているが，いず

れも細片のため，図示できるものはなく，時期判定は困難である。

所見　出土遺物がいずれも細片のため，時期判断は困難であるが，時期不明の第6号溝よりも古い時期である。

掘り方の規模や形状から堅固な上屋構造は推測できず，軽量なものの保管倉庫の可能性がある。

第超考掘童櫨建物跡（第337図）

位置　調査区東部のG3b7～G3C8区に位置し，西から東への緩斜面部に立地している。

重複関係　第14号溝に掘り込まれている。

規模と構造　桁行2間，梁行2間の側柱建物跡で，桁行方向はN－820－Wの東西棟である。規模は桁行3．92

m，梁行3・38mで，面積は約13・25I肩である。柱間寸法は桁行1・86～2．02m，梁行1．52～1．90mで梁行きの柱

間が狭く，柱間の寸法が異なるが，柱筋は揃っている。

櫨穴　掘り方の平面形は円私楕円形または不定形で，深さ13～30cmである。柱の抜き取り痕はPl e286e

7で確認され，しまりの弱いロームを主とした暗褐色土で第1層が相当し，その他は埋土でロームを主とした

暗褐色土や褐色土で，突き固められていない。
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第33ア囲　第4号掘立柱建物跡実測図

Pl土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

P2土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

P3土層解説

l　暗　褐　色　ロームブロック微量

P4土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

P5土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

P6土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

P7土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

0　　　　　　　2m

』　二二＝二三二二⊇

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　褐　　　色　ロームブロック粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　褐　　　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　褐　　　色　ロームブロック少量
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P8土層解説

ユ　暗　褐　色　ロームプロッタ少量サ　炭化粒子概選

P9土層解説

1　暗　褐　色；封じ粒J’・少量．ローム粒子微量： 2　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・炭化粒自微量

二二′写．、　′、こノ。′）　、　一　　∴　ノ・・：！．　三一・、．・′・′　・’．lL／く・了′．　らィー′、。・′．　′、㍉∵ハ・一′ノ　．・∴

るが，いずれも細片のため，図示できるものはなく．時期判定は困難三である、＿、

所凰　出土遺物がいずれ銅片のため撃　時期判断は困難であるが芦　掘り方の規模や形状から堅固な上屋構造で

はないと推測される、

∴∵工∴＿＿⊥ノ予妄言乾定　言．一言i、昌U

位置　調査区中央部北寄りのE2gの～E3gl区に位置し撃　平坦部に立地している。

規模藍構造　桁行　間　梁行　間の側杖建物跡で　桁行方向はN…開0…Eの東西棟であ勘　南桁行の東側は

ノ、∴　ごlコ．′：）∴∴－′二十一′　　三、でニノミ7　言）l、、‾、．・量′言∫・′H．、、′∴、∴；′）ら　：∴、；り、′読了J　γh f H　－1二

．′了　ノ　ユ　　　ニ、ト、∵・一ノー、ノ∴‘㌧∴／′∴　：二1ト：；・、、、∴‘、’三．′：．

′’′　　－　ミ′∴、言！三　　11・三　Jt・日ノ、、、ノニ　　ー！′ノ　　　′′言′′・・′’．・、∴＼′′、ノ′、、‾′一！牛′′∫J・・ノ∴

された土はしま　が弱ら　ロームを室とした焼士プロッタの炭化粒子を含む黒褐色士の暗褐色土や褐色土であ

る．、、l‾・）2、5の底部でわずかに握り窪んで硬化した部分を確認した，＿、

⑥

13　　　　　　　　　　　4

12

第謂閑　第　号掘立柱建物跡実測図
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土層解説　し射i÷穴鮎か

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量

2　暗　褐　色　ロームプロッタ中農

：ミ　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少：壬呈：

ム1　褐　　　色　ロームプロ、ソク中量

5　褐　　　色　ロームプロ、ソク申；占　赤色粒自微量

（ミ　黒　褐　色　ローームプロ、ソク申甘．炭化物微量

7　褐　　　色　ローム粒Jr一中量．ロームブ11、ソク少量

8　黒　褐　色　ロームプロ、ソク微量

t）　褐　　　色　ロームプロ、ソク中量

1（）黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量

11黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量

12　暗　褐　色　ロームプロ・ソク少量

1こう　黒　褐　色　ロームプロ・ソク少；童1∴　焼上プロ・ソケ微量

ltl　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量

15　暗　褐　色　ロームブロックり弓も　焼「ブロック微量

1（う　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量

17　黒　裾．色　ロームプロ・ソク少量

18　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク微量

川　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量

2し）褐　　　色　ロームプロ・ソク中量

21褐　　　色　ローム粒子多量，ロームブロック中量

22　褐　　　色　ロームプロ、ソク中量

2：1黒　褐　色　赤色粒j′一少量，ロームブロック・炭化物微宣

遺物出藍状況　Pl e　の　～　から土師器片　士製品　不明上　磯などが出土して折るがタ　もザれも細片の

ためタ　図示できるものほなら　時期判定は困難である。

所凰　出土遺物がレザれも細片のためタ　時期判断は困難である。またタ掘り方の規模や形状から堅固な上屋構

造ではないと推測される、、

第臓号掘童櫨建物跡　第謂図）

位置　調査区中央部やや酋寄　のF2h　～F2け区に位置し、平坦部に立地している。

重複関係　第12吊月骨宮跡を握り込んでいる、．1、・

規模と構造　桁行　間　梁行　間の総柱建物跡で　桁好方向はN一　〇…Wの南北棟である。規模は桁行潤

m　梁行．持mで　面積は約蟻。持戒である。柱間寸法は桁行はほぼや摘m　梁行はほぼの錮mで　梁行　の

柱間が狭く，寸法が異なる1、二・

櫨究　掘　方の平面形は円形または楕円形で　深さ摘～墟cmである。柱抜き取り痕はP7～9で確認されタ　し

まりの弱いロームプロッタを含む黒褐色士の第摘録1層が相当しタ　その他の埋土はロームを室とした暗褐色土

または褐色までタ　強く突き固められていない。㌘3は柱が抜き取られた後に埋め戻された土である。

土層解説　絹事実共通1

1　極暗褐色　ロームプロ、ソク少量

2　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量

：う　褐　　　色　ロームプロ、ソク少量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子や粘土粒子微量

5　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量，焼上ブロック微量

6　黒　褐　色　ロームブロック少量

7　黒　褐　色　ロームブロック少量

8　褐　　　色　ローム粒Jナー中量

～）　黒　褐　色
10　黒　褐　色

11黒　褐　色

12　暗　褐　色

13　暗　褐　色

1・1褐　　　色

15　黒　褐　色

ロームプロ、ソク少量

ローム粒J’・少量．ロームプロ・ソク微量：

ロームブロック少量

ロームプロ、ソク少量

ローム粒トト量∴　ロームプロ、ソク少量

ローム粒J’－多量

ロームブロック中量

遺物出土状況　出土遺物はない、二、

所農　本跡は出土遺物がなら　時期判断が難しいが，重複関係のある4世紀複葉の第125号住居跡を掘り込ん

でいるので，4世紀複葉以後の時期である。また，掘り方の規模や形状から堅固な上屋構造は推測できず，軽

量な保管倉庫の可能性がある。
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第渕洞　第は号掘立社建物跡実測図

轟　　轟

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第膵考掘童櫨建物跡（第340囲）

位置　調査区南部西宮l）のG2bl、G2ぐ2区に位置し，台地線辺部の北から南への斜面地に立地している．、、

重複関係　第摘号住居跡に掘　込まれている。

規模と構造　南桁行の中央部が竃のため未検出であるが9　北桁行2間，発行1間の側桂建物跡で，桁行方向は

N…880…Wの東西棟である。規模は桁行の凱m　梁行。欝mで　面積は約　の狙戒である。柱間寸法は桁行。購

～批鋪mで桁行の准潤の寸法が異なり　梁行。醐幻は前後で　桁行と梁行の寸法　異なる。

櫨究　掘り方の平面形は円形または楕円形でタ　深さ18～34cmである。柱痕及び桂抜き取り痕は確認されなかっ

たがヲ　柱の底面が当たっていた部分と思われる窪みが確認されている。柱穴の覆土は柱が抜き取られた後に埋

め戻されたものである、－

Pl土層解説

1　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼目白’‥炭化粒自微量

2　暗　褐　色　ロームブロック　‥址上ブロック・炭化粒日放量
3　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子や炭化粒子微量

－1　褐　　　色　ロームプロ、ソク・焼＝純子少量
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⑥

第鋼図　第膵号掘立柱建物跡実測図

P2土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒J’・・焼上粒J∴・炭化粒自微量

2　極暗褐色　ロームプロ、ソク・焼出自’・・炭化粒自微量

P3土層解説

1　極暗褐色　ロームプロ、ソク・焼‖甘辛・炭化物微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒Jつ鋸読

P4土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・焼抽白㌧・炭化粒自微量

2　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ニ　ー11二＿　ミ一二　二‥　－1

二号　極暗褐色　ロームブロック・焼細目∴・炭化粒自数量

ニi　暗　褐　色　ローム粒J’一少量，炭化粒子微量

3　褐　　　色　ロームブロック多量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

P5土層解説

1暗　褐　色　ロームブロックの焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　3　極暗褐色　ロームブロックの炭化粒子微量

2　極暗褐色　ロームプロ、ソク・炭化物少鼠　焼慄〔千微量　　　　∴1暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量二

遺物出土状況　Pl～3から土師器凱須恵器片，縄文土器片，陶器片などが出土しているが，いずれも細片

のため図示できるものはなく言時期判定は国難である、、

所凰　出土遺物はいずれも細片のため，時期判断は困難であるが，9世紀末葉から10世紀前葉の第摘号住居

跡に掘り込まれているので，9世紀後菜よりも古い時期である。また，掘り方の規模や形状から堅固な上屋構

造は推測できず，軽量な保管倉庫の可能性がある。

第窯号掘立櫨建物跡（第341図）

位置　調査区西部中央のGla9～GlbO区に位置し，平坦部に立地し，西部が調査区城外へ延びている。

重複関係　第175号土坑を掘り込んでいる。

規模と構造　西部が調査区域外へ延びるためヲ確認できたのは桁行3間，梁行1間であるが西へ延びる。桁行

方向はN－70－Eの南北棟であり，規模は桁行6．44m，梁行3瀾m以上で，面積は約23．20r議である。柱間寸

法桁行2．12～2．40m，梁行2。08～2．20mで寸法が異なる。
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第鍼図　第22号掘立柱建物跡実測図
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櫨穴　掘り方の平面形は楕円形または円形または方形で，深さ30～54cmである。柱抜き取り痕はすべての柱穴

で確認されなかったが，柱の底面が当って窪みが確認され，覆土は柱が抜き取られた後に埋め戻されたもので

ある。

Pl土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量・炭化粒子微量

P2土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

P3土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼士ブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子・焼土粒子微量

5　褐　　色　ロームブロック・焼土粒子微量
6　暗　褐　色　ローム粒子少量

7　褐　　色　ロームブロックも焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック微音
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P4土層解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色
4　極暗褐色
5　暗　褐　色

6　極暗褐色

P5土層解説
1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

ロームブロック微量

ローム粒子・焼土ブロック微量

ロームプロ、ソク・焼上ブし「ノク微量

ロームブロック微量

ロームブロックを焼土ブロック微量

ロームブロック・焼土ブロック微量

ロームブロック少量

ロームブロック・焼士ブロック微量

P6土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

7　極暗褐色　ロームブロック・廃土粒子微量
8　極暗褐色　ローム粒子・焼土ブロック微量

9　極暗褐色　ロームブロック微量
10　極暗褐色　ローム粒子少量
11極暗褐色　ローム粒子・焼土ブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量

2　黒　褐　色　ローム粒子微量

遣物出藍状況　Pl～5から土師器片，須恵器片，縄文土器片が出土している。いずれも細片のため図示でき

るものはない。

所凰　本跡の時期は出土土器が少なく，判断が困難であるが，柱穴の規模や柱間寸法から第18号掘立柱建物跡

と同時期の平安時代と考えられ，また，南部中央に位置する第7－9019－21号掘立柱建物跡よりは堅固な上

屋構造とは推測できず，軽量なものの保管倉庫の可能性がある。

（3）溝

今回の調査で芦溝22条が確認された。覆土のしまりが弱く，中・近世の遺構である可能性も考えられるが，

いずれも伴う出土遺物がなら　時期は不明である。

第瑠号満（第343図巨付図）

位置　調査区南部のH3C5～H3e6区に位置し，台地縁辺部に立地している。南部は調査区域外へ延びる。

重複関係　第2・3・5号溝に掘り込まれている、、・

規模と形状　確認で　た長さHはm　規模は上幅103～125cm，下幅16～22cm，深さ20cmである。断面形は浅

いU字形を皇し，南方向（N－90－W）へ直線的に延びている。

覆土　単一一層である。覆土が浅く，斜面部に位置しているので，判断が困難である。

土層解説
1極暗褐色　ロームブロック・焼士粒子も炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片58点（棒32e聾26），須恵器片9点（杯70襲2），士製品1点（不明），鉄淳1点が

出土している。

所見　出土遣物は，いずれも流れ込みによって混入したものである。時期及び性格は不明である。斜面に平行

に位置し，台地から低地へ向かっているので，雨水によって自然にでき，排水の役割を持つようになった可能

性がある。

第2号溝（第343回◎付図）

位置　調査区南部のH3b6－H3b7区に位置し，台地縁辺部に立地している。東部は調査区城外へ延びる。

重複関係　第1号溝を掘り込み，第3e5号溝に掘り込まれている。

規模と形状　確認できた長さ6698m，規模は上幅33～60C恥下幅10～27cm，深さ21cmである。断面形は浅いU

字形を皇し，南方向（N－880－E）へ直線的に延びている。

穫羞　4層からなる。覆土が浅く判断が困難であるが，ローム粒子のみが含まれることから，自然堆積と考え

られる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量

4　黒　褐　色　ローム粒子微量
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遺物出土状況　軋上遺物はない。、

所見　出土遣物がなく，時期及び性格は不明である。斜面に直角に位置しているが，台地から低地へ向かって

いるので，雨水によって自然にでき，排水の役割を持つようになった可能性がある。

第3号溝（第343図。付図）

位置　調査区南部のH3a8～H3b6区に位置し，台地縁辺部に立地している。北東部は調査区域外へ延びる。

重複関係　第102e4号溝を掘り込み，第5号溝に掘り込まれている。

規模と形状　確認できた長さ11・42m，規模は上幅25－68C恥下幅5～35C恥深さ11cmであり，断面形は浅い

U字形を皇し，H3C5区からわずかに北東方向（N－530－E）へ弧を措いて延びている。

存立　単一層である。レンズ状の自然堆積の状況を示している。
土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出立状況　縄文土器片2点（深鉢），土師器片30点（酌8・嚢12），須恵器片2点（勘e髪結鉄製品

1点（不明），礫2点が出土している。

所見　出土遣物は，いずれも流れ込みによって混入したものと思われる○時期及び性格は不明である。台地か

ら低地へ向かっているので，雨水によって自然にでき，排水の役割を持つようになった可能性がある。

第飽号溝（第343図e付図）

位置　調査区南部のH3a7～H3b6区に位置し，台地縁辺部に立地している。

重複関係　第3号溝に掘り込まれている。

規模と形状　確認できた長さ9・22m，規模は上幅16～47C恥下幅5～30cm，深さ10cmである。断面形は浅いU

字形を皇し，H3b6区から北東方向（N－530－E）へ直線的に延びている。

覆土　単一層である。ロームブロックを含むが，レンズ状の自然堆積の状況を示している。
土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遣物出立状況　出土遺物はない。

所見　出土遺物がないため，時期及び性格は不明である。台地から低地へ向かっているので，雨水によって自

然にでき，排水の役割を持つようになった可能性がある。

第5号溝（第343図巨付図）

位置　調査区南部のH3b2～H3b7区に位置し，台地縁辺部に立地している。西部は調査区城外へ延びる。

重複関係　第102e185号住矧臥　第1～3。12号溝を掘り込んでいる。

規模と形状　確認できた長さ10・6恥規模は上幅36～144cm，下幅10－39C恥深さ22cmである。断面形はU字

形を皇し，H2b2区から東方向（N…920－E）へ直線的に延びている。

覆土　2層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2暗褐色ロームブロツク微量

遺物出土状況　縄文土器尉3点（深鉢），土師器片128点（埠770整5扶須恵器片8点杯3・棄5），灰粕陶

器片1点（不明），陶器片2点（碗），士製品1点（不明），鉄製品1点（不明），礫2点が出土している。
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所風　出土遺物は，流れ込みや住居跡を掘り込んだ際に混入したものである。時期及び性格は不明である。斜

面に直交し，ほぼ直線的であることから，根切り溝の可能性がある。

第6号溝（第342の343図。付図）

位置　調査区東部のF3b7～G3i8区に位置し，台地縁辺部に立地している。南部は調査区域外へ延びる。

重複関係　第57e59。75076e78・87の184号住居臥　第3号掘立柱建物臥　第7814。23号溝をそれぞれ掘

り込んでいる。

規模と形状　確認できた長さ83。55m，規模は上幅47～120C恥　下幅14～43C恥　深さ50cmであり，断面形はU字

形で，方向はG3i8区から北方向（N－100－E）に直線的に延び，F3j9区で酋方向（N－880－E）に

屈曲して，さらに，F3i7区で北方向（N－00）に屈曲し，わずかに東方向（Nつ00－E）に緩やかに曲

がりながらF3b7区にいたる。

一三‥－l－II＿
0　　　5cm

［二一二コ「二二三

第鍼囲　第　号溝出土

穫豊　4層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子0炭化粒子・白色粒子微量

2　暗　褐　色　炭化粒子・白色粒子・黒色粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，黒色粒子微量

遺物出藍状況　縄文土器片5点（深鉢），土師器片14点（埠8。聾6），須恵器片

8点（捧2ゆ高台付杯主賓5），灰粕陶器片1点（不明），磁器片1点（碗），

遺物実測図　　瓦片1息礫2点が出土している。

所凰　出土遺物は，流れ込みや住居跡の掘立桂建物跡を掘り込んだ際に混入したものと思われる。時期及び性

格は不明である。

第6号溝出土遺物観察表（第342図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1557 土師器 杯 － は 6） －
長石塙英凍鋸抒 にぷい黄橙 普通 体部両面ナデ。 覆土中 5％遽 書「［］」

第7号溝（第343図巨付図）

位置　調査区の東部のF4bl～F3i9区に位置し，台地縁辺部に立地している。

重複関係　第53・54e74875の78号住居跡を掘り込み，第6号溝に掘り込まれている。

規模と形状　確認できた長さ30。Om，規模は上幅51－97C恥下幅13～45cm，深さ23－45cmであり，断面形はU

字形で，方向はF3i9区から北東方向（N－40－E）に直線的に延びている。

覆土　3層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　3　暗　褐　色　炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

遺物出立状況　縄文土器片13点（深鉢），土師器片29点（杯22。嚢7），須恵器片1点（杯），灰粕陶器片1点

（不明），瓦片2点，鉄製品1点（不明），礫1点が出土している。

所見　出土遺物は，流れ込みや住居跡を掘り込んだ際に混入したものと思われる。時期及び性格は不明である。

第8号溝（第343図巨付図）

位置　調査区の北東部のE4il～F3b7区に位置し，台地縁辺部に立地している。

－482－



重複関係　第51～53号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　確認できた長さ27・6恥規模は上幅55～78cm，下幅15～36cm，深さ33cmであり，断面形はU字形

で　方向はF3㍍区からやや南東方向路上虻ば－E）に直線的に延びタ　F3b　区で北東方向　N一日。－

E）に屈曲し，E4は区にいたる。

覆豊　3層からなる。ブロック状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロックや炭化粒子少量
3　黒　褐　色　炭化粒子少量

遣物出土状況　縄文土器片1点（深鉢），土師器片4点（杯10聾3）タ須恵器片1点（埠）が出土している。

所凰　出土遺物は，流れ込みや佳屠跡を掘り込んだ際に混入したものと思われる。時期及び性格は不明である。

第9号溝（第343図◎付図）

位置　調査区の北部のD3d4－り3f7区に位置し，台地縁辺部に立地している。北西部と南東部は調査区

域外へ延びる、

重複関係　第10号溝を掘り込んでいる。

規模と形状　確認できた長さ12e60m，規模は上幅25～58C恥下幅12～27cm　深さ器cmであり，断面形は浅い

U字形で　方向はD3打区から北西方向（N－630－W）に直線的に延びている。

覆豊　3層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

1　窯　褐　色　炭化粒子・粘土ブロック微量
2　暗　褐　色　粘土ブロック少量

遺物出土状況　出上遣物はない、・、

所見　出土遺物がないため，時期及び性格は不明である。

3　暗　褐　色　粘土ブロック微量

第柑号湧（第343図¢付図）

位置　調査区の北部のD3d4～D3f3区に位置し，台地縁辺部に立地している。北東部の南西部は調査区

域外へ延びる。

重複関係　第9号溝に掘り込まれている。

規模と形状　確認できた長さ6e88m，規模は上幅37～54C恥下幅24－38cm，深さ25cmであり，断面形は浅いU

字形で，方向はD3f3区から北東方向（N－350…E）に直線的に延びている。

孝丑　3層からなる。東からの流れ込みによる自然堆積の状況を示している。

土層解説

1黒　褐　色　焼土粒子・炭化粧炭化断礫少量，ロームブロック微量　　3　褐　　色　砂粒中量，ロームブロック・炭化粒子・粘土ブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロックe炭化物・粘土ブロック・砂粒少量

遺物出土状況J仕上遣物はない∴．

所見　出土遺物がなく，時期及び性格は不明である。

第m号溝（第343図巨付図）

位置　調査区の南部のH3a2区に位置し，台地縁辺部に立地している。西部は調査区域外へ延びる。

重複関係　第12号溝に掘り込まれている。

規模と形状　確認できた長さ0・48m，規模は上幅142cm，下幅35C恥深さ10cmであり，断面形は浅いU字形で，方向
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ほH3a2区で確認されタ　東方向（N－840－E）に直線的に延び，H3a3区で第12号溝に掘り込まれている。

覆土　3層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子e炭化粒子微量　　　　　　3　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　出上遣物はない、、

所見　出上遣物がなく言l寺期及び性格は不明である、、

第帽考湧（第343図〇付図）

位置　調査区の中央部の北から南にかけてのE2bO～H3e3区に位置し，平坦部から縁辺部にかけて立地

している．、、北・南部は調査区域外へ廷びる、・

重複関係　第4039。40弓11の1220123。1240133el42弓85や193の194号住居臥　第312。468号土坑，第

5el巨13号溝を掘り込み，第17～19号溝に掘り込まれている。

規模と形状　確認できた長さ135。45m，規模は上幅50～135cmタ　下幅15～89cm，深さ17～22cmであり，断面形

はU字形で，方向はH3e3区からわずかに酋方向に（N－40－W）に直線的に延びている。

穫蓋　3層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示しているが，焼士ブロックのロームブロックなどを含む

人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　焼土ブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出立状況　縄文土器机82点（深鉢），土師器片222点（套科16も高台付棒1の高塚l o襲10結　須恵器机8

点（塚目の高塚　砂嚢6），灰粕陶器片主査　不郷　士製品　点　支御上礫H点が出土している。

所凰　出土遺物は，流れ込みや住居跡e掘立柱建物跡e士坑などを掘り込んだ際に混入したものと思われる。

また，9世紀後葉の第122号住居跡を掘り込んでいるので，それ以降と考えられるが，詳細な時期は不明である○

第臓考溝（第343図巨付図）

位置　調査区の南部のG3j2～H3a2区に位置しタ台地の縁辺部に立地している。西部は調査区域外へ延びる。

重複関係　第12号溝に握り込まれている、

規模と形状　確認できた長さ1．70m，規模は上幅購C払下幅30cm，深さ10cmであり，断面形は浅いU字形で，

方向はG3j2区で確認されタ南東方向（N－1300－E）に直線的に延び，H3a2区で第12号溝に掘り込ま

れている。

覆土　単一層からなる。覆土が薄く，判断が困難である。
土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　出l二遺物はない、、

所見　出土遺物がなく，時期及び性格は不明である。

第摘号溝（第343図巨付図）

位置　調査区の中央部東寄りのG3C4～G3C9区に位置し，台地縁辺部に立地している。西部は調査区域

外へ延びる。

重複関係　第81－83888号住居臥第4号掘立柱建物臥第23号溝を掘り込み，第6号溝に掘り込まれている。
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規模と形状　確認できた長さ18075m，規模は上幅37～67C恥下幅13～22cm　深さ摘cmであ娠断面形はU字

形で，方向はG3C4区から東方向（N…960－E）に直線的に延びている。

穫豊　2層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子。焼土粒子の炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，廃土粒子微量

遺物出土状況　出上遣物はない∴

所凰　出土遣物がないが，9世紀後葉の第88号住膚を掘り込んでいることからタ　それ以降と考えられる。

第瀾　考湧　第鍼図6付図）

位置　調査区の南部のG3e6～G3e8区に位置し，台地縁辺部に立地している。

重複関係　第87号住居跡を掘り込みタ　第23号溝に掘り込まれている。

規模と形状　確認できた長さ7の99mタ規模は上幅31～50cmタ下幅10～25C恥深さ10cmであり，断面形は浅いU

字形でタ方向はG3e6区から東方向梱－920…E）に直線的に延び，G3e8区でわずかに商方向に曲がる。

覆羞　5層からなる。レンズ状の自然堆積状況を示している。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　焼土ブロック微逼

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　極暗褐色　焼士ブロック0炭化粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　出上遣物はない。

所凰　出土遺物がなら　榊後葉の第紺号住居跡を掘り込んでいるので資それ以降と考えられるが，詳細な

時期は不明である。

第膵考溝　第343図巨付図）

位置　調査区の北部中央寄りのE2g9区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第12号藩を掘り込み，第19号溝に掘り込まれている。

規模と形状　確認できた長さ3・80mタ規模は上幅95cm言翻霞50cm　深さ摘cmであり，断面形は浅いU字形で，

方向は東方向　梱…520…E）に直線的に延びている。

覆蓋　5層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

l　暗　褐　色　ロームブロック中量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　出上遣物はない

荷風　出土遺物がなく，時期及び性格は不明である。

4　暗　褐　色　ロームブロック中義

5　褐　　　色　ロームブロック中量

第柑号湧（第343図の付図）

位置　調査区の北部中央寄りのE2fO～E3f2区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第12号溝を掘り込み　第用6号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　確認で　た長さe鵬m　規模は上幅86cmタ下幅43cm，深さ10～18cmであり，断面形は浅いU字形

で，方向はE2fOから東方向（N－750－E）に直線的に延びている。
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覆土　2層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

色
色

褐

説解
暗
褐

層土
　

1

　

2

ロームブロック少鼠　焼土粒子微量

ロームブロック中量

遺物出土状況　出上遺物はない、、

所見　出土遺物がなく，時期及び性格は不明である。

第臓考溝（第343図巨付図）

位置　調査区の北部中央寄りのE2g8～E2h9区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第37号住居跡も第12617号溝を掘り込んでいる。

規模と形状　確認できた長さ6言Om，規模は上幅45～110C恥下幅21～48C恥　深さ14cmであり，断面形は浅い

U字形で，方向はE2h9区から酋方向（N－850－W）に直線的に延びている。

援丑　2層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

遺物出立状況　縄文土器片9点（深鉢），土師器片3点（杯），須恵器片上長（聾）が出土している。

所凰　出土遺物は，流れ込みや住居跡を掘り込んだ際に混入したものと思われる。6世紀後半の第37号住居跡

を掘り込んでいるので資　それ以降と考えられるが，詳細な時期は不明である。

第2の号溝（第343図巨付図）

位置　調査区の北部のD3i2～E3a5区に位置し，台地縁辺部に立地している。

重複関係　第3号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　確認できた長さ15．07m，規模は上幅46－96cm，下幅16～61cm言栄さ19cmであり，断面形はU字

形で，方向はE3a5区から西方向（N－660－W）にわずかに弧を描くように延びている。

穫羞　4層からなる。ブロック状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

2　褐　　　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　出土遣物はない。、

所見　出土遺物は，流れ込みや住居跡を掘り込んだ際に混入したものと思われ，7世紀前葉の第3号住居跡を

掘り込んでいるので，それ以降と考えられるが言桝田な時期は不明である。

第別号満（第343図巨付図）

位置　調査区の北部のD3j3～E3a5区に位置し，台地縁辺部に立地している。

重複関係　第3号住居跡，第368号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　確認できた長さ9。00m，規模は上幅42～81C恥下幅24～39cm言采さ10～15cmであり，断面形はU

字形で，方向はE3a5区から北西方向（N－400－W）にわずかに弧を措くように延びる。

覆土　3層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック・粘土ブロック少量
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遺物出立状況　土師器尉1点（杯40聾7），陶器片2点（不明），鉄製品4点（不明）が出土している。

所凰　出土遺物は，流れ込みや住居跡を掘り込んだ際に混入したものと思われ，7世紀前菜の第3号住居跡を

掘り込んでいるので，それ以降と考えられるが言草細な時期は不明である。

第22号溝（第343図上付図）

位置　調査区の中央部のE3h4～E3i3区に位置し，南西から北東への斜面部に立地している。西部は調

査区城外で，北東部は撹乱を受けている。

重複関係　第47号住居跡　第鮮2号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　確認できた長さ6・5m，規模は上幅292C恥下幅272cm，深さ16cmであり，断面形はU字形で，方

向はE3i3区から北東方向（N－460－E）に直線的に延びている。

覆丑　5層からなる。西から流れ込んだ自然堆積の状況を示している。

土層解説

1黒　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼士ブロック微量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

4　暗　褐　色　ロームブロック少鼠　焼土ブロック・炭化物微量

5　褐　　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

遺物出土状況　出土遺物はないJ

所見　出土遺物は，流れ込みや住居跡を掘り込んだ際に混入したものと思われ，6世紀後半と考えられる第47

号住居跡を掘り込んでいるので，それ以降と考えられるが言桝田な時期は不明である。
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第2号溝　第封図◎付図）

位置　調査区の南部のG3C8～G3g8区に位置し漂　台地縁辺部に立地している。

重複関係　第87の8号住居跡　第蟻号溝を掘り込み　第　の摘号溝に掘　込まれている。

規模と形状　確認できた長さ豆。40mタ　規模は上幅43～92cm∴翻昌22～50cm言深さ8～12cmで，断面形は浅い

U字形で，方向はG3g8区から北東方向（N－90－E）に直線的に延びている。

覆土　単　ム層である。、覆上も薄く∴判断が困雉である、・

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　出土遺物はない、、

所凰　出土遺物は撃　流れ込みや住居跡を掘り込んだ際に混入したものと思われ，7世紀複葉の第87号住居跡を

掘り込んでいるのでタ　それ以降と考えられるが，詳細な時期は不明である。

「自　上兢

第臓考量坑　第狙囲）

位置　調査区北西部のE2a3区に位置し芦　平坦部に立地している。

規模と形状　長径信26m，短径Lnmの楕円形であり，深さ29cmで底面はほぼ平坦である。主軸はN…660－

Ⅵ・Tで，壁は外傾して立ち上がる＿、

尊堂　2層からなる。ブロック状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロックも焼土ブロック微量

2　褐　　　色　ロームブロック中巌

遺物出羞状況　鉄製品l点（鉱）が北部の底面から出土している。混入した縄文土器片2点が出土している。

所農　本跡の性格及び時期は不明であるが，出土した銑鉄は雁股式で，奈良時代以降の出土例が多も周辺に

は平安時代の第12弓4号住居跡が位置しているのでタ　関係があると考えられる。
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窮臓考量坑　第狙図）

位置　調査区北西部のFIcO区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第246号士坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長勧095m，短径2せ77mの長楕円形であり　深さは娠mで　底面は血状である。主軸はN－0。で，

壁面は外傾して立ち上がる。

穫豊　24層からなる。レンズ状の堆積状況を示しているが，ロームブロックを含んだ人為堆積と考えられる。

土層解説

ユ　暗　褐　色　ローム粒子や炭化粒子少鼠　廃土ブロック微量

2　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微豊

3　暗　褐　色　ロームブロックや焼土粒子微量

4　褐　　　色　ロームブロック少量

5　褐　　　色　ロームブロック少量

6　褐　　　色　ロームブロック少量

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

10　黒　褐　色

11暗　褐　色

ユ2　暗　褐　色

ロームブロック少量，炭化粒子や白色粒子微量

ロームブロックの炭化粒子少量

ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック・炭化物や礫微量

ロームブロック・炭化物微量

ロームブロック少最，焼土粒子ゆ炭化粒子微量

13　暗　褐　色　ロームブロック少鼠　炭化粒子微量

ユ4　褐　　　色　ロームブロック少量
15　褐　　　色　ロームブロック少量

16　褐　　　色　炭化物微量

17　褐　　　色　ロームブロック少量

18　暗　褐　色　ロームブロック少鼠　炭化粒子微量

19　褐　　　色　ロームブロック少鼠　炭化粒子微量
20　褐　　　色　ロームブロック少量

21褐　　色　ローム粒子中量，ロームブロック・炭化粒子微量

22　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　ロームブロック・炭化粒子微量
23　褐　　色　ロームブロック中鼠　炭化粒子微量

24　暗　褐　色　ロームブロック少鼠廃土粒子0黒色粒子微遍

遺物出藍状況　縄文土器尉9点（深鉢）土師器片　点　高台付杯　e婆のが出土している。これらの遺物

は覆土中から出土している。

所見　本跡の性格及び時期は不明である、

車

第鍼図　第拍2号士坑砂出土遺物実測図
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第132号土坑出土遺物観察衷（第345囲）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器‘高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1523 士帥器 婆 ［21．0］ （13．7、） － 長椋石敷雲母 橙 普通 目線部両面横ナデ。 覆土中 10％

第相伝考量坑（第346図）

位置　調査区南部のG3i6区に位置し，平坦部に立地している。

規模と形状　長径0．9m　短径。鋸mの円形で　深さ測cmで　底面はほぼ平坦である。主軸はN－460－Eで

あり，壁面は外傾して立ち上がる、、

′一m　　1　　　　1　　1　　　覆土　3層からなる、、レンズ状の自然堆積の状況を示している。

‾＿一一：壬＝…‾－

ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子多量

塙　喝　　　礪l　叫　　遺物出立状況鉄製品2点（釘）が覆土中から出土している。
－Nlm－W2m

の　　　　軸　所凰　本跡の性格は不明で，出土遺物から時期判断は困難である。

主＿＿rl…二二＝－J

第鍼図　第146号土坑実測図

第割5号蓋坑（第347図）

位置　調査区中央部のF2d2区に位置し，平坦部に立地している。

規模と形状　長径1。67m，短径1。57mの楕円形で　深さ閥cmで　底面はほぼ平坦で，底面に長径56cm，短径16cm

の長楕円形で，深さ68cmの窪みがある。主軸はN－00で，壁面は垂直で立ち上がり，確認面から深さ40cmで

外傾してタ　確認面にいたる。

二

第鍼図　第飢5号土坑実測図

）
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覆土　4層からなる。ブロック状の堆積状況を示した人為

堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

2　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　褐　　　色　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

遺物出土状況　石片1点が中央部の底面から出上してい

る。

』藍』閉所見本跡の時期及び性格は不明であるが，底面には鏑
円形の窪みがあり，長軸方向に雲母片岩の切石（長さ12C恥

幅8cm）が出土している。

第2別号堂坑（第348図）

位置　調査区北西部中央寄りのE2d4区に位置し，平坦部に立地している。

規模と形状　長径1。85m，短径1湖mの楕円形であり，深さ18cmで，底面はほぼ平坦であるが，深さ5～8cm

の不定形の窪みがある。主軸はN…200…Eで，壁は外傾して立ち上がる。

－∠′190－
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第鋼図　第234号士坑◎出土遺物実測図

＿旦

‾　　」　　＿ノ‾‾

0　　　　　　1m

』＝士＝』

∴三Il
C＝：：：⊃＝⊂＝＝）

ぎ15。5
0　　　　　　　5cm

と二一1ゴ＝＝∃

覆土　3層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

1褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片21点（深鉢），土師器片100点（杯47e婆53），須恵器片4点（杯3e賓1），石製品

1点（紡錘車），礫2点が出土している。これらは覆土中から出土している。

所凰　本跡の性格は不明で，時期は土師器片や石製紡錘車などが出土しているが，埋没過程で混入したものと

考えられるので判断が困難である。

第234号土坑出土遣物観察表（第348図）

番　 号 器　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 質

特　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考
径 （cm） 厚さ（cm ） 孔径（cm ） 重量（g ）

1535 紡錘車 （3膏） （0 ．4） 0 ．7 （6 ．8） 粘板岩 無文。 覆土中 30％

第29ア尊堂坑（第349回）

位置　調査区中央部のF2i9区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第121号住居跡の南西コーナー部を掘り込んでいる。

規模と形状　径0・72mの円形で，深さ購cmで，底面はほぼ平坦である。主軸はN－00であり，壁面は直立す

る。

覆土　5層からなる。レンズ状の堆積状況を示しているが，ロームブロックを含む人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化物微量
4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片13点（杯7・婆6），須恵器片2点（杯e聾），

礫1点，炭化材，骨粉が出土している。これらの土器はほとんどが覆士　風26血

中で，骨粉が焼土や炭化材とともに出土しているが，底面は焼けた痕跡

がない。このほかには，混入した縄文土器片6点が出土している。 「≠l‾二二二l
所見　本跡の性格は焼土や炭化材と骨粉と思われるものが出土している　第3飽9図　第297号土坑実測図

－491－



ので墓壕と考えられる。底面が焼けた痕跡がないので他の場所で火葬し，その軋　この場所に埋めたと考えら

れる。時期は9世紀後葉の第121号住居跡を掘り込んでいるので，それ以後と考えられる。

第朋超考量坑（第350図）

位置　調査区南部中央のG2jO区に位置し言ヒから南への斜面部に立地している。

規模と形状　長径0．97m，短径0諸4mの楕円形で言策さ53cmで，底面は皿状である。主軸はN－830－Wで，

壁面は外傾して立ち上がる。

覆丑　5層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

遺物出藍状況　縄文土器片24点（深鉢），土師器片25点（埠13。整12），須恵器片12点（杯5・嚢7），鉄製品

2点（鎌）が出土している。これらはほとんどが中央部の覆土上層から中層にかけて出土している。

所見　本跡の時期は斜面上に立地するため，多く遣物が混入したと考えられ，時期判断は困難である。

0　　　1m

』「＝ヒ＝」

第35の図　第444号士坑e出土遺物実測図

第444号士坑出土遺物観察表（第350図）

1547

0　　　　　　　5cm

』二二ヒ二二』

番　 号 器　 種

l　　 計　　　 測　　　　 値

材　 質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

1547 鎌 15．4 3．3 1．25 60．8 鉄 曲刃鎌。柄付部三角形。 中央部下層 PLl18

第蠣尊皇坑（第351図）

二＿三二一I＿
0　　　　　　1m

』＝士＝』

第3別図　第462号土坑実測図

位置　調査区南部東寄りのH2C9区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第198号住居跡の中央部を掘り込んでいる。

規模と形状　第198号住居跡の調査途中で確認し，大部分を掘り込んでし

まい，確認できた長径1．01m，短径0。92の方形で，深さ30cmで，底面はほ

ぼ平坦で，主軸はN－00であり，壁面は垂直で立ち上がる。

－492－



穫豊　9層からなる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　廃土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

2　暗赤褐色　廃土ブロックさ炭化粒子・粘土粒子微量

3　黒　褐　色　廃土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

4　黒　褐　色　廃土粒子少量，炭化粒子さ粘土粒子微量

5　黒　褐　色　廃土ブロック0炭化粒子・粘土粒子微量
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焼土ブロックe炭化粒子微量

焼土ブロックさ炭化粒子微量
焼土ブロックや炭化粒子微量

焼土粒子8炭化物微量

遺物出立状況　縄文土器片3息土師器片　点杯　e聾の　須恵器片　点（棒e高台付領主士製品2点杯

明）が覆巨巨から出上しているし、

所農　本跡の時期及び性格は不明であるが，廃土や粘土が多も壁面に粘　つけたような状況で確認できた。

持　その他の土坑（第352～369図）

今回の調査で時期不明の土坑購基が検出された。出土遺物はほとんどなく，時期及び性格が不明な士坑で

ある。位置や規模については一括して一覧表に記述する。

第1号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック中鼠　焼土ブロック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック少壷

3　窯　褐　色　ロームブロック少量

第2号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック中量
4　暗　褐　色　ローム粒子少量

第3号土坑土層解説

ユ　黒　褐　色　ロームブロック少鼠　焼土ブロック微量
2　窯　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

第6号土坑土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子微量

2　暗　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ロームブロック少量

5　褐　　　色　ロームブロック少量

第7号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック0炭化粒子・粘土ブロック少巌

第8号土坑土層解説

ユ　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼士ブロック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック8焼土ブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　ロームブロックや焼土粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

6　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

7　褐　　　色　ロームブロック中量

第9号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
4　黒　褐　色　ロームブロック微量

5　褐　　　色　ロームブロック少量

6　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

第10号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第11号土坑土層解説

1　黒　褐　色　炭化物微量

2　暗　褐　色　炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量

第22号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロックe焼土粒子微量
2　褐　　　色　ロ…ムブロック中豊

第24号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック。焼士ブロック・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　焼土ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・廃土ブロック微量

第25号土坑土層解説

1黒　褐　色　粘土ブロック少鼠　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　粘土ブロック少鼠焼士ブロックe炭化物微量
3　にぷい黄褐色　粘土ブロック中量

第26号土坑土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　褐　　色　ロームブロック少鼠　焼土ブロック微量

第27号土坑土層解説

1褐　　色　炭化物中鼠　ロームブロック少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼士粒子・炭化物微量
3　褐　　色　ロームブロック少乳　炭化材・炭化粒子・礫微量

第29号土坑土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　炭化粒子・粘土ブロック少量

3　暗　褐　色　炭化粒子少量，粘土ブロック微量
4　黒　褐　色　炭化粒子少量

第30号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子

2　褐　　　色　ロームブロック中量

第31号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック。粘土ブロック微量
2　褐　　　色　ロームブロック中量

第32号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　褐　　　色　ロームブロック中量
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第352図　その他の土坑実測図（1）
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第33号土坑土層解説

i　暗　褐　色　口匝∵ムブロック少鼠　焼主二粒子薇巌

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

第34号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロックの焼土ブロック微量

第35号土坑土層解説

1　暗　褐　色　焼土粒子や炭化物少鼠　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量

3　褐　　　色　ローム粒子少量

第38号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

・l　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

ローム粒子e焼土粒子せ炭化粒子微量

ロームブロック。廃土粒子・炭化物や粘土粒子微量

ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック微量

ロームブロックe焼土粒子。炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子0炭化粒子微量

7　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

8　暗　褐　色　ロームブロック微量

第39号土坑土層解説

ユ　暗赤褐色　焼土ブロック。炭化粒子少鼠ロームブロック微量

2　にぷい赤褐色　ロームブロック多義，焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子の焼土ブロック・炭化粒子微量

第40号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック0炭化物微量

3　黒　褐　色　ロームブロックe炭化粒子微量

4　極暗褐色　ロームブロックe焼土粒子e炭化物微量

5　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第41号土坑土層解説

l　暗　褐　色　ロームブロックゆ焼土粒子や炭化物微量

2　暗　褐　色　ローム粒子の焼士ブロックの炭化粒子微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量

4　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物微量

6　褐　　　色　ロームブロック少量

第42号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロックの焼土粒子e炭化物微量
2　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第48号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロックe炭化物微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

5　褐　　　色　ロームブロック少量

6　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

7　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第55号土坑土層解説
l　暗　褐　色　ロームブロック・焼士粒子・炭化粒子微量

2　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化物微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第56号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

（う　黒　褐　色

7　暗　褐　色

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック・焼土粒子e炭化物微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

第57号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微巌

2　褐　　　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

第58号土坑土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

2　褐　　　色　ロームブロックも炭化粒子少量

第59号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

4　褐　　　色　ロームブロック中量

第60号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　褐　　　色　ロームブロック中量

第61号土坑土層解説

l　暗　褐　色　ロームブロック少還，焼ま二粒子0炭化粒子微量

第62号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，廃土粒子の炭化粒子微量

第63号土坑土層解説

l　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　褐　　　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量9　焼土粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼士粒子微量

第64号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブし「ノク・焼上粒自微量

2　褐　　　色　ロームブロック中量

第65号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

4　褐　　　色　ロームブロック中量

．．．ヽ′－．．＿－　　【　　　　l l⊥　l　　亡コ　′▼TT＝ヽ′
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1　黒　褐　色　ロームブロックe廃土粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

第68号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック微量

5　黒　褐　色　ロームブロック微量

第70号土坑土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子少量

第71号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第72号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量

2　暗赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ローム粒子も

炭化物微量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，粘土粒
子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化材微量
5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・粘土ブロック微量
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第73号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量き　焼士ブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

第74号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼士粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

第76号土坑土層解説

1　極暗褐色
2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

ロームブロック少量

ロームブロック・焼土粒子微量

ロームブロック微量

ロームブロック・焼土粒子微量

ロームブロック微量

ロームブロック少量

ロームブロック微量

ロームブロック少量

第77号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量
3　黒　褐　色　ロームブロック微量

第78号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第79号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック少量

2　極暗褐色　ロームブロックせ焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第80号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック微量

2　極暗褐色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量

第81号土坑土層解説

1　窯　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量

第83号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼士ブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
5　黒　褐　色　ロームブロック微量

第84号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量

第85号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロック・炭化物微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

第86号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック微量

2　極暗褐色　ロームブロック少量

第87号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

第88号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微選

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量

第89号土坑土層解説

1窯　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

第90号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量
4　黒　褐　色　ロームブロック少量

第92号土坑土層解説

1暗　褐　色　焼士粒子・炭化物微量

第94号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量
2　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第95号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック中鼠焼土ブロック・炭化物微量

2　褐　　色　ローム粒子中鼠ロームブロック少量，焼士粒子・礫微量

第96号土坑土層解説

1極暗褐色　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量
3　極暗褐色　ロームブロック微量

4　極暗褐色　ローム粒子少量

5　黒　褐　色　ロームブロック微量

第97号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼士ブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

第98号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

第104号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

2　暗　褐　色　粘土ブロック中鼠ロームブロック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロックを粘土ブロック微量

第105号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　焼土ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量
6　暗　褐　色　ロームブロック微量

7　暗　褐　色　ロームブロック少量

第106号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック微量

2　褐　　　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ロームブロック中量

5　暗　褐　色　ロームブロック中量，赤色粒子微量

第107号土坑土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

2　暗　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック微量
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第108号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第109号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

第110号土坑土層解説
1　極暗褐色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック微量

第111号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック微量

2　極暗褐色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

第112号土坑土層解説

1極暗褐色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量
3　極暗褐色　ロームブロック微量

第114号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

第115号土坑土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

4　褐　　　色　ローム粒子中量

5　暗　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ローム粒子e炭化物・白色粒子微量
7　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

8　暗　褐　色　ローム粒子微量

9　暗　褐　色　ローム粒子少量

第116号土坑土層解説
′．　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　、、　　　　　　　　　　、　　　I l　－　　　　　111　′I　、hI。…′　′llII l　1

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，灰化枇ナ傾豆

第117号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

第119号土坑土層解説
1　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

第120号土坑土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第125号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物少量

第126号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量

4　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

5　褐　　　色　ロームブロック少量

第127号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量

第129号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，ロームブロック中量

5　褐　　　色　ローム粒子多量，ロームブロック中量，焼土粒子微量
6　褐　　　色　ローム粒子多量，ロームブロック中量

第133号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中量

第134号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

第135号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第136号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　焼土ブロック微量

第137号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

3　極暗褐色　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロック微量

第138号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第139号土坑土層解説

1極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

第140号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック微量

第141号土坑土層解説
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第142号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量

第143号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量

第144号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

第掴5号土坑土層解説

1極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・礫微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　ロームブロック微量

5　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子微量

6　褐　　　色　ロームブロック微還

7　褐　　　色　ロームブロック微量
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第147号土坑土層解説

l　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子微量

第148号土坑土層解説

l　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微還

第149号土坑土層解説

1極暗褐色　ロームブロックe焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

第150号土坑土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第151号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第152号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

第153号土坑土層解説

l　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物微量

2　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼士粒子・炭化物微量
4　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微巌

5　暗　褐　色　ロームブロック微量

第154号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼士粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

第155号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

第156号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

3　極暗褐色　ロームブロック微量

第158号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロック微量

第159号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック微量

2　極暗褐色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量

第160号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子少量

第161号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

第164号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第165号土坑土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量
2　褐　　　色　ローム粒子少量，焼士粒子・炭化粒子微量

第166号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量
2　極暗褐色　ロームブロック微量

3　極暗褐色　ロームブロック・焼士粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック微量

第167号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

第168号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量

第169号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

第170号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック微量

2　極暗褐色　ロームブロック微量

3　極暗褐色　ロームブロック微量

4　極暗褐色　ロームブロック微還

第171号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック微量

2　極暗褐色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量

第172号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量

第173号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

第175号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

第177号土坑土層解説

1暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　炭化粒子微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量

第178号土坑土層解説

1暗赤褐色　炭化物少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
2　褐　　　色　ロームブロック少量

第179号土坑土層解説

1極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

第180号土坑土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第181号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
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第182号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼士粒子・炭化物微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第183号土坑土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第184号土坑土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第185号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第186号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第190号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物少量

第191号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼士粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第192号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

第195号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　極暗褐色　ロームブロック微量

第197号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化物少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

第198号土坑土層解説
1褐　　　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化材・炭化物微量

2　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化物微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　褐　　　色　ローム粒子少量

第199号土坑土層解説

ユ　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

2　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

第200号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼士ブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量

5　褐　　　色　ロームブロック少量

第201号土坑土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

第202号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量

第203号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第204号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

第205号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

第207号土坑土層解説

1　異　　　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　極暗褐色
7　極暗褐色

ローム粒子微量

ロームブロック微量

ロームブロック・焼土粒子微量

ロームブロック微量

ロームブロック微量

ロームブロック微量

第208号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量

第209号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第210号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子・砂粒少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第211号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

第213号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

第214号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量
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第217号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第220号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第221号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第225号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量
3　褐　　　色　ロームブロック中量

4　暗　褐　色　焼土ブロック微量

第226号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・白色粒子少

量，炭化物・粘土ブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物・白色粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土
ブロック・白色粒子微量
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4　黒　褐　色　ロームブロック中量，廃土ブロック・炭化粒子・
粘土ブロック・白色粒子微量

5　窯　褐　色　ロームブロック少蓮，廃土ブロック・炭化物・粘
土ブロック・白色粒子微量

6　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

第227号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少鼠　焼土ブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

第230号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼士ブロック・粘土ブロック微量

2　窯　褐　色　ロームブロックe焼土ブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック少鼠焼土ブロック・尉ヒ物・粘土ブロック微量
4　暗　褐　色　ロームブロック中量

5　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

第231号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，廃土ブロック微量

第232号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量，廃土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少最，焼土粒子か炭化物微量
3　褐　　　色　ロームブロック中量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第233号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
2　褐　　　色　ロームブロック少量

第235号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量

第236号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第238号土坑土層解説

i　黒　褐　色　炭化粒子少鼠　焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少鼠　炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第240号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロックの炭化粒子微量

第241号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼士粒子・炭化物微量

第242号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロックe焼土粒子・炭化物微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子も炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロックや焼士ブロック・炭化粒子微量
5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

6　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第243号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第244号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子・炭化物微量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量

6　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物微量

第245号土坑土層解説

1極暗褐色　ロームブロック・廃土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

第247号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

第248号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

第249号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック微量

第251号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロックや鹿沼パミス微量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子微量

第254号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子や焼土ブロック0炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼士ブロック・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量

第255号土坑土層解説

ユ　黒　褐　色　ロームブロック0焼士ブロック微量

2　暗　褐　色　焼土ブロック中量

第256号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロックや焼土ブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック微量

5　黒　褐　色　ロームブロック微量

第257号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロックや焼士ブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

第258号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

・－1　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ローム粒子。焼士粒子・炭化粒子・粘土粒子磯微量

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子e礫微量

ロームブロック・炭化粒子微量
ロームブロック微量

ローム粒子e炭化粒子微量

ロームブロック・異色粒子微量

7　褐　　　色　ロームブロック微量

第259号土坑土層解説

l　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子微量
3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　極暗褐色　ロームブロック少量

第260号土坑土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第261号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

3　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
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第262号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第263号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

第264号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼士ブロック微量

第266号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，炭化物微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック少量，炭化物微量

第267号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

第269号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子多量

第270号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量

第271号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼士ブロック・粘土ブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
5　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

6　褐　　　色　ロームブロック中量

第272号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

第273号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第275号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第276号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第277号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第278号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

2　褐　　　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ロームブロック微量
5　褐　　　色　ロームブロック少量

第281号土坑土層解説
1　褐　　　色　ロームブロック少量

2　暗　褐

3　暗　褐

4　黒　褐

5　暗　褐

6　暗　褐

7　暗　褐

8　褐

色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

色　焼土粒子少量

色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

色　ロームブロック少量
色　ロームブロック少量，白色粒子微量

色　ロームブロック微量

色　ロームブロック少量

第282号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼士粒子・炭化物微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼士粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

4　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

5　褐　　　色　ロームブロック少量

第283号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

3　褐　　　色　ローム粒子多量，ロームブロック中量，焼士粒子微量

第284号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

第286号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第288号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第290号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・礫微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第293号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　　　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック微量

第294号土坑土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第296号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第298号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第299号土坑土層解説

1　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化物微量

2　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

第300号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第301号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼士粒子・白色粒子微量

第302号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　ロームブロック微量

第304号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化物微量

4　褐　　　色　ローム粒子多量

5　褐　　　色　ロームブロック少量

6　褐　　　色　ロームブロック少量

7　褐　　　色　ロームブロック中量

8　暗　褐　色　ロームブロック少量

9　褐　　　色　ロームブロック少量
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第305号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
2　黒　褐　色　粘土ブロック少量，ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　ロームブロック中量

6　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼士ブロック・炭化物微量

7　暗　褐　色　ロームブロック少量

第306号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少鼠炭化粒子微量

2　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・粘土粒子微量

3　賠赤褐色　焼土ブロック中量

4　暗　褐　色　ロームブロック中義，焼土ブロック・炭化粒子微量

5　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

第307号土坑土層解説

1　暗赤褐色　焼土ブロック中量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

4　褐　　　色　ロームブロック中量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

6　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

7　褐　　　色　ロームブロック中量

第309号土坑土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
4　黒　褐　色　ローム粒子少量

第310号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ロームブロック少量

第311号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　褐　　　色　ロームブロック少量
3　褐　　　色　ロームブロック中量

第313号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量

第314号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

第316号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量　－

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化物微量

5　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

6　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
7　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック微量

8　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第317号土坑土層解説

1　窯　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

第318号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第323号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼士粒子・炭化粒子微量
4　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

第338号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　窯　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック微量

第339号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼士ブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼士ブロック微量
4　暗　褐　色　ロームブロック微量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量

6　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子微量

7　極暗褐色　ロームブロック少量

第340号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロック微量

第341号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
4　黒　褐　色　ロームブロック微量

5　黒　褐　色　ロームブロック微量

第343号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ローム粒子・炭化粒子微量

炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
炭化粒子少量，ロームブロック微量

炭化粒子微量

ロームブロック微量

ロームブロック微量

第344号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土ブ
ロック微量

2　窯　褐　色　ローム粒子・焼士ブロック・炭化粒子・粘土ブ
ロック微量

3　黒　褐　色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化物微量

4　極暗褐色　ロームブロック・焼士ブロック・炭化物・粘土粒
子微量

5　黒　褐　色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土粒子・
炭化粒子微量

6　極暗褐色　粘土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量
7　黒　褐　色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化物微量

第345号土坑土層解説

1褐　　　色　ロームブロック少量，黒色粒子微量
2　褐　　　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第346号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　　　色　ロームブロック少量
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第347号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微蛋
2　暗　褐　色　ロームブロック微量

第348号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロト㌻ムブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

第349号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

第351号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロックを炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量
3　褐　　　色　ロームブロック少量

第352号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

第354号土坑土層解説

ユ　黒　褐　色　ロームブロックe粘土ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

第355号土坑土層解説

1　暗　褐　色　焼土粒子の炭化粒子微量

2　暗　褐　色　炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロト…ムブロック微量

第356号土坑土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子微量

2　褐　　　色　ロームブロック微量

第359号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第360号土坑土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック。炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　ロームブロック微量

第361号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒J’1微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第363号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・粘土ブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物・粘土ブ
ロック微量

5　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量

6　暗　褐　色　ロームブロック少量

第364号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロッ

ク微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・粘土粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　ロームブロック中量

6　暗　褐　色　ロームブロック少量

第365号土坑土層解説

l　黒　褐　色　ロームブロック少義

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック少量

第366号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第368号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中量

2　黒　褐　色　ロームブロック中畳，炭化物微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量

第370号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

第371号土坑土層解説
1　極暗褐色　焼士ブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼士粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，廃土粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量

6　褐　　　色　ローム粒子多量，ロームブロック少量

第372号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼士ブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第376号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子e炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　褐　　　色　ロームブロック多量

第383号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少靂

3　褐　　　色　ロームブロック中量

第388号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

第389号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　極暗褐色
3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　極暗褐色

ローム粒子微量

ロームブロック微量

ロームブロック微量

ローム粒子微量

ロームブロック微量

ロームブロック微量

7　極暗褐色　ロームブロック少量

8　黒　褐　色　ローム粒子微量

9　黒　褐　色　ロームブロック微量

第390号土坑土層解説
1　窯　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロック8焼士粒子・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ロームブロックe炭化粒子微量

第393号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量
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第394号土坑土層解説

1　窯　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量

5　黒　褐　色　ロームブロック少量

第395号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

第396号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中量

2　褐　　　色　ロームブロック中量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

4　褐　　　色　ロームブロック中量

5　暗　褐　色　ロームブロック中還，炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ロームブロック中量

7　褐　　　色　ロームブロック中量

8　暗　褐　色　ロームブロック中量

9　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物微量

第397号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化物微量

第401号土坑土層解説

1褐　　　色　ローム粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量

第402号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロックも炭化粒子微量

第403号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼士粒子・炭化粒子微量

第404号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第406号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量

第410号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　褐　　　色　ロームブロック微量

第411号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量・炭化物微量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量

5　黒　褐　色　ロームブロック少量

6　褐　　　色　ロームブロック中量

第412号土坑土層解説

1窯　褐　色　ロームブロック少量・焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

4　褐　　　色　ロームブロック中量

第413号土坑土層解説

1暗　褐　色　廃土ブロック少鼠　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量

3　褐　　　色　ロームブロック少鼠　焼土ブロック微量

第414号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少鼠　焼士ブロック・炭化物微量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

3　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量

第416号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量

3　極暗褐色　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子さ炭化粒子微量

6　極暗褐色　ロームブロック・廃土粒子微量

7　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
8　黒　褐　色　ロームブロック微量

第417号土坑土層解説

1極暗褐色　ロームブロック微量

2　褐　　　色　ロームブロック少量

第420号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量・焼土ブロック・炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　焼士粒子微量

第421号土坑土層解説

1褐　　色　ロームブロック少量・炭化粒子微量

第422号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少乳焼士ブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　褐　　色　ローム粒子多鼠　ロームブロック少量
4　褐　　　色　ロームブロック中量

第423号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　　　色　ロームブロック少量

第424号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　褐　　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

第425号土坑土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

第427号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック微量

第428号土坑土層解説

1極暗褐色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック微量

5　極暗褐色　ロームブロック微量

6　極暗褐色　ローム粒子少量，ロームブロック微量
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第430号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量

4　褐　　　色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

第431号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第432号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

第433号土坑土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・粘土粒子微量

2　暗　褐　色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土粒子微量

3　暗　褐　色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第435号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量

4　灰　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

第436号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量

第437号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼士粒子微量

第446号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼士粒子微量

第447号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼士ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第455号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼士ブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼士ブロック・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第456号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック・炭化物少量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，ロームブロック中量

第457号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子・焼土ブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

4　褐　　　色　ロームブロック中量

第458号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

第461号土坑土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック少量

第463号土坑土層解説

1　里　　　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

第464号土坑土層解説

1　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロックe廃土粒子微量

第465号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

第466号土坑土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック中量

2　褐　　　色　ローム粒子少量，ロームブロック少量

第467号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

5　暗　褐　色　ローム粒子少鼠ロームブロック・焼土粒子・白色粒子微量

第468号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第473号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

2　褐　　　色　ローム粒子多鼠ロームブロック中鼠焼士ブロック微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第474号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　褐　　　色　ロームブロック中量

第476号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，ロームブロック中量

第477号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中最，焼土粒子・炭化物微量

第479号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子・白色粒子微量

第480号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・白色粒子微量

第481号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，ロームブロック・炭化物微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼士ブロック微量

第482号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック微量

4　褐　　　色　ロームブロック少量
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第483号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少鼠ロームブロックの焼土ブロック微量
り
乙 暗　褐　色　ローム粒子少鼠　ロームブロック微量
3　極暗褐色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

4　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

第484号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
2

3

4

5

黒
壁
慧
黒
竪

褐　色　ロームブロック・焼土ブロックe炭化粒子微量

褐　色　ロームブロック微量

褐　色　ロームブロック微量

褐　色　ロームブロック微量

第485号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第486号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　ロームブロック微量

第488号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック中量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼士ブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ロームブロック中鼠　ローム粒子多義

第489号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

2

3

窯
暗
褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

褐　色　ロームブロック中量

第490号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量

5　褐　　　色　ロームブロック中鼠　礫微量

第491号土坑土層解説

1褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
4　褐　　色　ロームブロック少量，焼士粒子・粘土ブロック微量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼士ブロック微量

第493号土坑土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック少量

2　褐　　　色　ロームブロック多量

第494号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ロームブロック微量

4　褐　　　色　ロームブロック少量

第495号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック中鼠　焼土粒子も炭化粒子微量
2

3

暗
黒
褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
褐　色　ロームブロック中量，炭化物微量

第496号土坑土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量
4　褐　　　色　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　ロームブロック少鼠　焼土ブロック微量

第497号土坑土層解説

1黒　褐　色　焼土粒子0炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼士粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少巌
4　褐　　　色　ロームブロック少量

第499号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

（6）ピット列

今回の調査で，南部からピット列を3か所確認した。掘立柱建物跡の可能性があるが，西部が調査区域外で，

様相が不明であるので，ピット列として表記した。以下，その特長について記述する。

第瑠考だッ紅列（第370図）

位置　調査区南部のH2a8－H2a9区に位置し，台地縁辺部の北から南への斜面地に立地している。

重複関係　第202の203号住居跡に掘り込まれている。

規模　直線上に，3か所の柱穴（P1－3）が検出され，Pl～3間の長さは4。2m，柱間の寸法は1．4～2．0m

で，柱穴の掘り方の平面形は深さ28cmである。方向はN－820－Wである。

尊皇　2層からなる。焼土粒子。窯色粒子混じりの黒褐色土。褐色士である。

土層解説

1　黒　褐　色　焼士粒子少量

2　褐　　　色　黒色ブロック微量

遺物出土状況　Plから縄文土器片6点，P2から土師器片1点（襲），縄文土器片1点が出土している。

所見　本跡の時期は10世紀中葉以前と考えられる。性格は掘立柱建物跡の様相を示しているが不明である。

第2号だッ陣列（第370図）

位置　調査区南部のH2b8－H2b9区に位置し，台地縁辺部の北から南への斜面地に立地している。

1－－－523－－
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．㌧、’’．ノ　　ノ言′ノ′　　　．′　′　　．′、ノ

バ　　一一、・　JJ′ノー／ノ　′、　　、）　ノ′、・：二・一、　　　、　　　　　　　　′・　　　　　、．．′　こ

、ノ：言ノ・′′′、′・上、　ニーとノ、．．′　′ノ言ご　′∴て　　　　　　　　　　．、ト、　、′Jノら

′　′′　　　　　′　　　′　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′・′　　　′一′　＼J　ノ

Pl・2土層解説

1　黒　褐　色　「1－∴粒自微量
ご　暗　褐　色　「トー∴粒守一少量

P3土層解説

1　褐　　　色　口振∵ムブロック少量

2　褐　　　色　ロームブロック多義

3　暗　褐　色　粘土ブロック中量

4　暗　褐　色　ローム粒子の廃土粒子微選

5　暗　褐　色　粘土粒子中量

′′　　　・・′　　　　　′　－J′、′　　′　′　　、　　・ノ　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　∠　／・　　　　　．－　′　′

叫言悪、）が出上している．、一、．

′’ノ　′、．　　　　こ　　′　　－　　　シ　ー　′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′

了・　ノ・

・－　　　′（．二′左　ノ、、　・′　　　　・　　‘　言ノ’二リ　ノ・．　・　　　　′　　、、J

l。ハ′　　′ノ′∴　　′、，．ノノ．　1　　　　′、′・・．！　ノ′

′・　／　　′　　　ノ　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　‥′　　　　　　　　　　　　　　、　　′　　′′、′　′

′、′′ノ′　ノ′一′′′　　′：　　三　′．ニ　　′　′・二・　′．、　、′ノこ、′・′′　′　．、、　‥、′、ノ；ら

′・′二　ノ　ー′′　　　　　′・　ノ　′・ノ　′　　　　　　ソ′′　＿　′∴、㌧∴′　　、′㌦　　　　ノ．一′

Pl土層解説

l　黒　褐　色　ロームゾし「′′ク・焼日章「微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　黒　褐　色　炭化物少還

l　暗　視　邑　しトー∴ブしい′ク中；暮i：

P2土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子少量

ご　暗　褐　色　ローームプロ、ソク少量

3　黒　褐　色　廃土粒子少量

11暗　褐　色　ロームブロック中量

P3土層解説

1　黒　褐　色　焼日章十微量

、み　・∴　　ノ　フノ　ノ十／ミ　ノ　　、　宜∴了′．‾㍉、リノ、′　壬ふ、ィ　　　　．′　　一′　　　　　′ノ′．．／ミ

∴　′　’、　　了・．．　　ノ　ノい．r・ノi　！．′・主ソ′、．・l・　　′、．

．　ノ＼－、′ノ言∴十王、∴1－紀行上、′′′ノ・一一∴　与′、∴・ノ　ソノ気′，　ノ′ニノ′∴・了　′’ノ・′、∴′　一、′　らソ了、、t

妃複葉以前と考えられ9　性格は掘立桂建物跡の様相を示しているが言鞘田は不明である。

浮　遺構外出土遺物

今回の調査で　遺構に伴わない旧石器から近代にかけての遺物が出土している。ここでは　これらの出土遺

物の内で蟄　特徴的なものについて掲載する。

一一一一一一一一一一一ム1一一・一525－－－－F－
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遺構外出丑遺物観察表　第㍍～欝脚ラ

番号　種 別　券 種恒 径 器 高極 径i 胎　 土 i色　 調 焼成 手法の特徴 出行位置　　備　　考

探鉢　　　　　　　 25諸 －
聖 摘 唇 尋

普通汀落部に員殻背庄痕。胴部庫位は縦方向の！＼ラ削；）
細 中 舶

器　形　お　よ　　び　文　様　拶　　特　徴 出　土　位　置 備　　考

狛 船醐 PL月リ
蟻諦　　　　　　　　　　　 文が施されている。蟻溝は内を外商と机二貝殻養痕文が施文されている。∋　蟻罰…㍑　′納区
ii

蟻欝～′
豊 つ　 緻踊 棚 中

．錮呂 による波‡胱波線文が施文されている。レ鋸軋　蟻姐は胴部片で9　ループ文

恒測

i

が施文され芦　錮招こは刻みのある隆革が　条造る。

擁閻藩栄鷺慈善霹窃潔 i㌘Ll19

鼠634タ
摘姻～　　 縄文時代前期
1653

管文が施されている。路盤には磨消貝殻文が施濃されている。
垂

歴 且9

狛 腑醐 庫踪 豊盈 料 慈葱 ㌫ 門」持
i勘 船欄

護′661 ；

歴 且9

豊つ　鋸潮朋 PL†Ⅲ

番可 種別i箸嘉裡恒 径i器高極 径！胎　 土序　　　　 手法の特徴　 日蝕位置 備　　考
錮　土相　 棒　日中　 の項　 や　恒鰯 腑恒 磯 普通体獅醐ナデ。底部醜拍 車 2e 区 摘％
逗 」 空 ⊥ 竺 」 刃 葦 密 中 表 寸 話 靡 寓 語 流 言 誓 言 議 弼　細へ璃

げっ。㌘Ⅲ摘
蟻野上摘 苦　 杯　　 恒 の恒 の中 鉦 描濱母恒 磯褐 普通 底部纏 へラ切 。 渕％
蟻猶　 土師器　 塚　 目 0日　 凱中　　 長石の雲母 橙　　 普通　 縁部両面桟げ 〇　　 序 ㍑摘

川0㌦PL†持
脳 極 墾 十 孝　 巨錮 巨 吊 恒 可 鋪 藩 中 元　 ！普通！底部夕摘一鯛 のヘラ削 〇恒 摘区

梱％PL†用
臓腑　 須恵器　 塚　 目 の中　 の　巨 中 長石朋 や雲母 窯　　 普通 舶纏へ媚 紅一方向のへラ車 2摘区

榊％PL†待
聖 逗 墾 山 型 止 聖 ⊥ 聖 ⊥ 聖 幸 轡 轡 極＋ 「料 画 料 料 嘉 扁 南 郊 蒜 議 舶％PL†持

畢 恒 轡 序墾 車 摘 巨 揃 い 可 紛 糾 中 隊　 1 普通極部纏へラ縮 … 酬 肺 小 判 摘 γう％PL†持
1563　土師器　 高鍋鉢　　 恒 欄 ‖摘 施用 欄 子橙　　 普通 体部高台粘 付け徽 ナデ。 H 2購 区 錮％

；蟻錮　 土師器 恒 三増車 さ離日 可　 0 1極 積載好 橙　　 普通 舶 楠 へラ削娠　 iG a 区 腑％
摘告 射摘 器　 義　 朗　 触 可　　 長石　　 抽 斗 玩良好 臓 か姻 部上半獅 摘 触 恒 だ区

摘％

番車 種 長さ。‥。m計 幅転m）；厚さ議 登校ラ 材質　 特　 徴 巨 土位置i備 考

摘般　土馴錘i のl い さ中　 の1 日 の2　序器片　単組文が施覚れている胴部片。恒 儲区 桓測

蟻鑓　土断線i め中　 あ中　 の思　い も中 土器片　 波線が施されている胴断。 G 2a3区 i序と掴

蟻錮　士断錘i e中　 か中　 を中　 3ぁ7　序器片　恒 酢条痕文が施されてい鵬精 E 2i3区 PL子持

一一一一U一一∴王は－1－11－



番　号を二才
器 種 ！　 計　　 測　　 値 i 材 質 i 特　 徴 巨 土位置

備　　 考径行mラ　 厚さ海中 径行m） 重量施）

1566 攣 生 」 聖 上 上 里 つ …言 「 「 ㌫ 土製　 上組 舶 腋 文。　 i表土中
PLllう

番　号　 器　種
計　　 測　　 値　 i 庁

特　　　　　　　 徴 出士位置　　 備　　 考
長さ（cm）　 幅（cm） 摩さ行m）　重量（g）

865 恒 膀 飾 鵬 つ ＋ m 009 i 7識 「慄 ナデ。 H 3 出う区　　　 PLlH
蟻鮮 序明土製品 603 i 485

3．う 払中 土製 全面に木葉痕を残す。 F 3 2膵　 恒 皿

ユ568 序酎二製品 8ぁ7 i 508 上2 i 鉦 5　序 製 棒状工具牒維庄痕諸頭庄痕誹目痕。表土申　 恒 購

番 車 種 計　　　　　 測　　　　　 値 ㍑ 質

特　　　　　　　 徴 出士 位置 備　　 考
長さk m）　 幅k n）　 厚さk m）　 重量ね）

膵臓　　 尖頭器
（3－2日 離 日　 …

（5。5） 頁岩
様 芸霊讐 孟認 諾 誹 側縁

F 2 e 3 区

l机9 尖頭器
墾 日 ソ 墾 つ　 鍼 「言 論

頁岩 i縦長剥片の両側縁を縄 。上部櫨 。
F 3 b 9 区

1620 尖頭器
聖 子 空 目 私消 「 孟

黒曜石
主要剥離面を残し，両側縁は押

庄剥離による調整。両端部欠損。
F l hO 区

1621 有茎石鍍
攣 つ ＋ はつ　 裾う 「㍉ 議

チャート 押庄剥離による調整。 G 2 g 9 区 P Ll屈

且570 石鉱
（2の7） i lo9　 日 e4 ！ 偏 ）

チャート 先端一部欠駄全面押庄剥離による加工。 F 2 し0 区 P L1 16

蟻m　　 石鉱 07　 日 も7　 日 ・4
1．7 チャート 先端一部欠損。全面押圧剥離による加工。 G 2 a 3 区 PL 日用

15得 「 硝 1．8　 日 ・中　 04
1．0 メノウ 全面押庄剥離による加工。 F 2 e 8 区 PL llH

l野2　　 摘 i 上5 i l諸 i （言 「
0．9 チャート 全面抑圧剥離による加工． F 2 j2 区 P Ll用

16霊 「 硝 1 0日　 の2　 日 02
0．25 チャート 抑圧剥離∵ F 3 d 3 区 PL l屈

1寝3　　 着鉱
… i は つ　 04　 「 読

メノウ 押庄剥離。 H 2 b 8 区 P L llH

蟻24 右裾 107　 日 か中　 ず4 i o e2
チャート 主要剥離面を残す押庄剥離。 F 4 C 3 区 P L llH

1625 有鉱
2e中　 の8 Oe4 i m

頁岩 押庄剥離による調整。 F J il 区 P Lは6
1670 巨 匙

6。6 4．8 1．2 27。3 安山岩
衣裳に剥離面を残し，両側緑及
び基部は両面から調整。 F 3 e l 区

P Ll屈

1579 有匙 3。6
当 巨 ‖　 …

チャート
縦長剥片を素材とし，右側縁は両面か

ら，左側緑は表面からの急角度の詞軌 衣上申
PL l16

31 磨製石斧 0 2．5） 3．6 （2．5） 0 89．0） 流紋岩 刃部欠損。刃部上面を平坦に研磨。 E 2 e l 区 PL 117

1574 磨製石斧 88．7 7。5 2．0 lt川．い 安山岩
刃部欠損∴　くびれ部は剥離加工
痕を残す研磨。 F 2 b 9 区

157小 梨石斧
10．2 7．1 2㌶ 155。0 流紋岩 刃部に使用による剥離多数。 F 2 c l 区 P L l16

澗 斗 醜 石斧 （′9．6） 3．9 2．7 （160。0） 蛇紋岩 刃部は破断後に再研磨。 F 2 h 3 区 P I。H 7
15可 敲石

ll．リ 9．0－ 5．8 850．0 玲岩
上下を主要の敲打商とし，両側
縁に弱い敲打痕。 G 2 f8 区 P Ll17

1欝8　　 敲石 9．3 6．9 5．7 491．0 安山岩
上下を主要の敲打面とし，表裏
面に弱い敲打痕。 F 2 j6 区

P Ll17

1626 磨製石斧 （8湖 6．0
3 04　 日 胤 0）

蛇紋岩 基部欠損。刃部は両面を研磨。 E 2 b 2 区 PL ＝庁

摘27 敲石 8．6 5．3 3．6 200．0 凝灰岩 表裏両面に敲打痕。 G 3 a l 区

摘2　　　 剥片 4．0 3．0 0．8 8．7 黒曜石 二次加工のある剥片。 F 3 e l 区

193 剥片 4．7 2．9 0．8 8．5 黒曜石 微細剥離のある剥片。 F 3 e l 区

1569 剥片 5．5 2．6 1．4 15．9 頁岩 縦長剥片。背面は方向の異なる剥離。 D 3 d 5 区 P L‖（う

1585 剥片 7．3 2．2 9誹 14．0 頁岩 左側縁に礫面を残す縦長剥片。 G 3 a8 区 P Ll16

1583 双孔円盤 2．8 3．3 0．3 5．2 滑石 外面多方向の研磨痕。 F 2 C2 区 P Ll17

ユ584 双孔円盤 2．7 2．9 0．5 6．3 滑石 外面多方向の研磨痕。 G 3 a4 区 P Ll17

1628 敲石
703 日 2 日 3

173．0 砂岩
上下を主要の敲打面とし，表裏

に弱い敲打痕。
F 2 cO 区

1588 敲石
10・4 日 3 日 6

26．2 石英斑岩
表裏を主要の敲打面とし，上下

に弱い敲打痕。
G 2 e 3 区

PL l17

1580 凹石 17・5 i lO・7 i 4・5
1890．0 砂質片岩 表面の平坦部は滑らかな石皿状。 D 3 d 5 区 PL 117

胤 つ　 凹石 i 10・0　 日 ・中 ・2 5軋 O i
砂質片岩 サー4一部欠損。表裏とも四部をもつ。 E 2 b4 区 PL l17

158日　 砥石 i 9・4 ！ 3さ0 ！ 1・7 8804 i
凝灰岩 孔径は0．6cmで両面からの穿孔。 F 2 i7 区 P L l17

－533－



番　 号　 器　 種
訂 音け　　　　　 値

材　 勝　　　 特　　　　　　　 徴　　　　 裏 上 位 瀞 備　　 考

長 さ絞壷 幅 絶滅 径 一cm ラ　　 重畳 滝 ） 貝 寸　　　　　　　　　　　　 ま　　　　　　　 レU［」J＿　ほ一　匿膿

且586　　 煙 管 4 諸 1．1
0・5 ［ 机 鉄　　　　　　　　　 恒 a9 区

P L 日は

番　号　器　種
計　　 測　　 値　 ㍑ 貿 特　 徴 恒 位可 備 考

長さ海中 白海） 厚さ毎ラ　重量蘭 ！

158中 略製品 蒜 「 ㍉ 読 i ㌃十 十 ザ 〔 逐 下面は敲打されている。鎚か。恒 C9区　 序踊

ノ　　　　・　　　　　′　二、

住屠跡
J一
主軸方向
平面形
規模（m） 壁　高

床面壁藩
内　部　施　設 i覆土

出　　　土　　　遺　　　物 時　　代

備考
新旧関係

砧→新）番　号位置 （長軸） 貢軸＼恒帖 k扇 班碑 輝 車竃桓

2 HJlうN」ぱ…W （長方形〕鉦06〕×〔3瀾〕12 十川
日 中 「 土師器　移行畜清里畔上整増結

瓦
7C後半 本跡尋

SK95。97

3 ＝∴‖ご
i
N…380…W 〔方形〕〔6瀾×6。24〕10～20平坦”一部

十 「 ‖ 一部

Å為

主用器碑椀を窯圭須恵器聯㌫土製品

成風吊鋸は瀾諸睦土乱磁乳瓦

6C複葉～

7C前葉

淵か相磯旛

掛酢猥路

4 E2b9N…摘㌣∴W 方　形 6－56×6824 20～ノ26平坦
4 i十 日 一〝′mJ部

Å為

十納器叫・悪＋，士製品　亘卿・

不明），縄文土器，須恵器
6C後半 本跡→SK8い

82ダSD12

6 E2e4N…25e－E方　形 2．94×2．80 24～26平坦一部
‖ 斗 年

自然
土師器瀬や聾ラ牒恵器機）鉄製品輝），

銃猟縄患士風弥生土鼠瓦藩器潮勘

9C中葉～

複葉
SI30→本跡

7 E2C8N…2e－W 方　形〔木27〕×〔3．88〕6～14平坦 痩 一一部
十帥器細い皿弓軒．須思器し悪），

9C後葉
SI舶→本跡→

巨鼠　　　‾人為縄文土器，磁鼠　瓦 SK19か227

8 E2a5N…25。…W 方　形 5．30×51．6 38～52十川金属
4 日 斗 年

自然
摘器甘酢須恵器輝蓋・凱土鋸成針路土

断欄湖胤摘載膿批針澗胤私齢摘
8C前葉 SI10→本跡

9 F3elN…60－W 調薬紆 5882×鉦50）舶～48平坦全域
小 目 年

自然
土椚紺中襲㍉　須離錮小義当軋

土製品茂樹）縄文土鼠　弥生土器
8C前葉

10 E2b5N＋ぱ㌧E長方形 6。lX軋77 6～8 平川
十 ト 回 一部

人為

弥生士乱縄文土乳石器（磨石・

剃勘，土師器チ　須恵器

弥生時代後
期後半
本跡→

SI80SIll

‖ E2b4N…誠㌧W 方　形 6。20×5。74 42～66平坦全周
小 目 年 一ムームーふ部

人為

土師器瀬・器台さ勢子提土器）瀾恵器聯e

磐は瀾品棒輝瀾浮瀾文士鼠弥生土器
7C前葉 SI腑13→繍

→SI12・SK226

12 E2a3N…摘㌣∴W 長方形 4．e28×3．36 13 平坦
同 一〔竃〕…

人為
土師器瀬や高台付軒襲う，須恵器湖㌦

土製品ト科獄し縄文土鼠石器（敲石ラ

9C後楽～

摘C前葉

SI汗S振7丞→

淑浄盈・273

13 E2C3N…鋸㌣∴W 長方形 3．50×3．00 26～32平坦一部
斗 小 車 十

自然
土摘聯滴離軒　載牒恵器術数減

那路子製品蘭鋳郵滅裂　技師瀾文土器
9C後発 SH．→木鉢

14 D2j4N－50…E方　形 3．18×3．10 8～16十川一部
‖ 中 年

人為

摘器聯璃台付棒磯）瀾恵器瀬・襲上土

梨　棒明）瀾文士鼠石器潤石さ石皿）臓器

10C中葉～

後葉

本跡→

SK437

16 E2alN…酪㌧W方　形 4．40×4．11 47～56

i

平坦全周
中 ト 竃 －”ノー”・一部

人為

土師器移行襲㍉須恵器瀬e蓋。婆），

士製品は諦断不明），縄文土器
6C後半 SI17→本跡

17 ElaON十ば－W長方形 4，60×4．10 36～52平川全周
中 日 年

人為
土師器瀬も椀を聾、），須恵器移巨

磐），土製品（支脚），縄文土器
6C後半 本跡叫SI捕

4　1　－　　竃　　…人為
土師答聯債），須恵器掛磐上し製品伎酢

土む不軌縄文土鼠弥生土鼠融臓器
6C後半
SK228・4秒湖

→本跡→SI2318 EIcON∵罰㌣∴W方　形 6．50×6．50 50～6ユ．平坦全周

21 Elh9N…133…W：細長旛：（6．10×2．20）48～77平坦全周
1 ！
人為
十帥器叫・悪・酢，須恵器叫・

整），鉄製品（不明）タ縄文土器

6C複葉～

アC前葉

23 EleON…790－E 脹方形〕4。45×3．70 32～41平坦一部
中 日 年 一部

人為

土師器聯・襲），須恵若里有望上土製品

（不明仇鉄製品現数軋「縄文土乱磁器
10C
SK3酢蛸欄酢蛸

は→繍→張捕

［
24 E2g2N－77〇一E〔長方形〕4ヴ20×（2．40j32～41平坦

i
自然
土師器移ト餐㍉須恵器移行婆㍉灰粕

陶器号不明畑土製品（支卿），縄文土器

7C前葉～

9C前葉

SI25→本跡

→SI29

25 E2f2N…酪㌧W 方　形 7．00×6．84 58 平坦全周
4 2 …竃「

自然
十師酢中豊・甑・高年凍恵器互・梵・

臥長頚瓶），土製品杯那縄文土器
7C前半
本跡→

SI24・29

26 E2i3＼一二十一汁長方形 3．94X3．10 15～20平坦全周－

…竃「
自然
土師器錘ト幌壷拉ト婆「須恵義昭不

整㍉縄文土鼠弥生土鼠土製品（不明ラ
ユOC前葉
SI27・SK475→

本跡→SK410

27 E2i3N－890－E長方形 3．93×3」4 6～20平坦全周
2［ 一年

自然
土師器瀬・聾），須恵器（裟㍉　灰

粕陶器（不明圭縄文土鼠　弥生土器
8C前半 SK2鋸→本跡

→SI掛SK283

SI2車25→
本跡

28 E2h5N…25〇…W 長方形 5．20×3．60 27～30平坦 l　竃 －人為
上納器叫・悪・軌・椀），煩恵器

増結縄文土乳　弥生土器，剥片
6C後半

29 E2g3N∵控㌧E長方形 3も75×3。24 28 平坦 ー　　憲　　一＝然
士帥器叫・悪），煩思器叫）．縄

文土器
9C前半

30 E2f4N－200－E方　形 2．73×2，57 12 平坦 虚 自然
土師器瀬滴帥軒慧j瀾恵器瀬儀、縄文9C後葉～SI32→本跡

巨邑　　　‾ 土器瀾生土器藩器満鉄瀾軋瞞請銭 10C前葉 →SI6

31 E2d5N…50－W 方　形 4．50×4．11 35 平坦”Y一一一一一一部
ト つ 竃「

人為
土摘瀬，敷瀾鰭軒数盤は鋸皮掛

不明吊藩磯結線文土器混剥片瀾状淳
7C中葉 SI32→本跡

一一一一1－1－53ご‥‘1－▼l一一一一一′



住尿路ふ瀞 規模（mラ　　壁　高 ∵ ∵ 中
番 号 鋸 ”′三′ム （長 軸 x 短軸 き　　 く、c m ラ

32　E2e4
来摘×中 ～魂 ‖

33巨 …弓… 2削可… i斗

34　E2g5 湘可…中辛 日 中十榔議音義義

35　E2j5 3舶 車 j　回 i
36巨 Ⅳ－…恒 5・8… 唇 址 吏艮運上且怒裏窓窓矩可

37　E2f8…弓… 6e58酬 唇 軋吏艮土工凶事車窓寒竹嘉密

38　E2d7 6ず8冊 恒 ヰ十 日
3車 0…弓… 6脚5中 ～58 斗車
40巨 7輌尋…尋つ生半
41回 桓咽 巨 艮止⊥凶夢鍵密密町議頂碧
中 2d5N一… 恒 3舶 車 日 日 つ つ 爛i縄姐器瀾 土器謝 本跡魂

SK301
43 iE3clN舶 恒 3・98×3・7車 尋 つ 十 上 目 つ人為膣 投 ㌣ 料 五 隼 義

46 巨 … 弓 … 4ゆ72×305年 20 山 」 吏 土 吏 翠 窓 密 窓 語 草 蒜 奉跡尋
SKl掴

47 巨 N…120斗 方形〕（4馴 瀾車～25す す 車 上 「 「 回 認 盈 紆 前 面 本隊薫別甘
4738Sm2

48 巨 N－24 … 4039×4816 i25′～49 ‖ 斗年

49 巨 N舶 恒 6湖舶 巨 ′車　　　　　　　　 路半 本渉尋Sヱ50
eSK735車 a3 鉦55×2ゲ68車～44 日 日 SI49尋本線
魂SK55072

5車 8N打 棒 〕〔5幽 65 恒 7平年 部「吏 上 達 」 凶 夢 婆 や 蔽 南 下 義 本路尋
SD8

52 巨 N一再 恒 5・24×5・2年 31吏 吏 山 並 上 越 避 寒 怒 料 ㌻ 議 本跡魂
SB8

中 3b9N…S。－車 形7・14×可 7～35 同 年 中 本跡車
SB7eS

54 両 N榊 桓 3溺×3・1年 30 ‖ 十 十 回 豪 気 議 土器　 巨後半 SI57→本跡→
弧射離滞

56 iF3e8⊥N一再 恒 榔 3ヶ71 ilO～43 i中
SI57尋本跡

57 巨 8N…280斗 方形〕狛0〕×7中 ～34 日 日 ヰ 碩→SI54・狛
猫附則骨狛

本跡尋SKi
の263のSD6

58 iF3f8⊥N－90。斗 長方形〕2．87×〔2・38巨 8 牟 十 日 辛 目 尋 譜 載 須恵器酢婆つ 6C後半

5車 d6i⊥N湘 恒 7・60×70中 ～47平年 部日 中

60　 F 3 C 3 ⊥N …2C－W 方　 形 4．00×3．95　　34こい～36
鞘 全域 4 1 3　 竃　 … 人為 雪漂讐豪誓譜 濃 欝 義ミ豊 6 C 複葉

ST61→本跡

61回 8調×〔ア滅！26～30 i車 本跡→
§‡60もSBl

62！F3g3iN （4・腑 年 48 日日つ つ人為i孟；腑 椀も襲）タ須恵器当 7鋼業；警慧跡

6中 ヰ湖中 方形〕〔3Ⅰ39〕×2中 ～30 ‖ 十 日 郵 豊 盃 悪 評

64iF3f5iN丁榊 恒 4・06×4905唇 ‖

中 ヰ「舶 桓 （3・腑 車 中 ili i　　　　　 恒複葉！掛SI62

T－2C－Ej方形i4e2腑 中 尋 平坦国 中 i再 目 白璃 賢く譜 農芸；．凱鉄製巨 前葉 S蟻魂本跡

・一一一l一一一1′535－－F一一1－一・



住居跡

番　号
位置
主軸方向

（長姉
平面形

規模右前

（長軸×短躯ラ

壁　高

Ccmラ
床面

内 部 施 ㌧ ふ

出　　　 土　　　 遺　　　 物 時　　 代
備考
新旧関係
清サ縮餓碑 輝 恒 桓 宍覆〝‾一

68 F JhバN …2。…儀T方　形 4．08×3．92 灘～54 平坦 全域
斗 十 車 上 恒 淵源浄敷激情牒億儲摘満潮補は

製　皮掛　臥縄文土器濁生土器壷製品藩掛 9 C中葉
SI従い7針尋
本跡

69 F 3 h5 N ㍉ぽ－W 方　形 5。68×5．54 14～4日 全周
年 中 土醗朝骨戦渦離周骨愚臥土製品

戊断利鞘瀾漁瀾丈溌描姓土器凍那路
㍗じ後半 SI閥→本跡

→S王67868

70 F 3 h5 N 4 絆㌧E 滝甘酢 5．93×（2．58）24～26 平捜
日 中 中 唇 土師器を塚きま。椀），須恵器を棒あ

婆㍉　石凱品　滅蘭郵
5 C複葉伽

6 C前葉

本跡→

SI6針持

71 G 3 a2Ⅳ－5㌧牒 〔長方形〕 3。25×を2．44ラ19～24 平坦
‖ 斗 年 恒 上略瀬か敷，融藩掛像，土製品戊卿吊f

鮎 鋸踊断線丈鼠航土鼠摘締
9 C中葉 SI868SK94

→本跡

72 G 3 a4 N …5仁一E 方　形 5．17×5．09 38～48 全周
斗 車 序 上 唇

9 C中葉

74 F 3 g9Ⅳ㍉ぱ－W 〔方形〕 4．86×鉦80〕 40 十川 一部
中 車 序 上 唇 刃離紺争掛鉢磯工数離紺年数

婆㍉土製品り掴断不明」縄文土器
アC後葉

本跡→
SD7

75 F 3 h8 N 」ぱ…W （長方形〕〔6．73〕×鉦12〕15～20 平坦
斗 十 序 上 唇 土師希瀬 の婆や壷）須恵器塚e

壷ララ　土製品 （不明），縄文土器 7 C前葉
本跡や汀掛
SK腑鳶D針7

76 F 8 j8 N ∵罰㌣∴Ⅳ方　形 5．52×5㍉は ごり、丁り平坦 全周
∠車 i 土鵬摘Ⅷ儀欄離紺橘戊は胤糾摘

上敷繍棒凱風紀鋸的瑠摘潮路患
7 C後柔 SK63ヰ本跡

→SIl鋸eSD6

77 F 4 ilN …9。…W 方　形 4．37×4，20 20～64 平坦 一部
斗 十 車 上 唇 摘器輝椀骨壷」須恵署紺ミ1短頚義幸凱手

配鼠増　 援酢欄 瀾文士乳用瀾器
6 C後楽～

7 C前葉

78 F 3 i9 N …Oc 〔方形〕（3．90ラ×（3－65ラ 20 平坦 一ハふ部
斗 車 庫 車 唇 土師器　埠ゆ棄ラ　須恵器　杯ラ　縄

文土器，灰粕陶器 （瓶）
7 C後柔～

8 C前葉

SI75→本跡

→SD 6e7

79 G 3 el N …1。…W 溺伎紆 5．4　×圭購う 3

‖ つ 子 ‖ i土瞞 瀬 胤 須餓 （登ラ 磁 冊

81 G 3b6 N ＋ぱ㌧E 長方形 5霊場×4諸4 36～38 平坦
4 日 斗 上 唇 土師器車不壷移ト椀パ酎㍉軋恵器経年離れ土

製品（不明），鉄製品絹針不明㍉縄文土器ラ弥
生土器石器磨製石斧6割勘誹軸陶器そ壷：）

7 C複葉
SI83－→本跡尋
SI82を8針Sm 4

82 G 3 b5 N …5 0…E 方　形 4．40×4．00 26 十川 wW′”′一部
i i ユ 摘　掛　骨酢瀾鮪掛　甘酢減鯛器

巌臥二・L鋸頼断絶文士乳般土器瀾鼠睾路
摘C前葉

SI81083戎
本跡輔SD14

83 G 3 C5 N ∵郡㌣∴W 方　形 5。69×5．50 28～36
中 車 土師器聯e登さ甑ラ須恵器棒や聾上を二

製品軽減畑纏濾土鼠弥生土器瓦
7 C中葉

繍→S酢礁
84・針抽∬m

8∠皇 G 3 d5 N …50…W 長方形 4．53×4．24 36へノ38 平坦 金属
日 日 土師掛軒紺骨吊纏瀞瀬機機上臓は浅

断不軌鉄製品棒断線文士器瀾生土鼠瓦
7 C後葉 SI83885－髄

本跡

85 G 3 e5 N －鮮一W 方　形 5．30x 5ぜ02 20～24 一部
日 中 刃離鉦軒鉢瑠鉦須乱射棒磯凍結

土製品右枠甘「縄文土鼠弥生土器
6 C後半 本跡→SI鋸

86 G 3 a2 N …酪㌧W 〔方形〕 3．封×持吊廟 28～ノ37
中 日 年 中 土師器聯＋熱学　放射縮杯璃結

縄文土器9　弥生土器
6 C後発～

7 C前葉

本跡魂

Sm eSK94

87 G 3 e8Ⅳ＋鋼㌣∴W 脹方形〕〔3g26×2．97〕 5～13 平坦
‖ 斗 年 唇

十帥器車∴悪∴　轟は十器 7 C後楽
本跡尋

SB6のi5。23

88 G 3 C6 N ＋ぱ㌧E 〔方形〕〔2．34×2．1．0〕 34
‖ 斗 年 唇 土師器移行鉢増結寡は摘結棒鴻畑

縄文土器，灰軸陶器（彙ラ
8 C 中葉

Si81・83→本跡

→SK鯨SD14

89 G 3 f8 N －230…E 〔方形〕〔木40×4．05〕 12 平坦
‖ l 土師器勝や襲う須恵器聯e孟ヰ葉上土製

品支卿も不榔 鉄製品杯椰縄史土器
7 C 中葉

本跡→S指針
SK296eSD23

90 G 3 f7 N －140－W 長方形 5．69×4．98 10～32 平坦
斗 車 序 上 唇 土鵬憫磯勝敷溜蟻牒愚掛覿土製

は掛不榔渦状放線姐鼠般土器瀾器
7 C後葉

SI89－ヰ本跡

…魯SK 43

91 G 3 f5 N …鮮㌧E 方　形 4．00×3。88 28～42 全周
中 主 序 ‖ 土師器肺鉢・熱瀾離 勝機璃掛　目瀾

品輝明吊寺製品職錘郵瀾射溜蘭豆・器
7 C前葉 本跡→

SK 15針159

本跡→
SK 83690

本跡→SKl鯨

ユ4針150

SK 77の79→
本跡→SI98

92 G 3e2 N 一組㌧虻 〔長方形〕（3．舶×1．39．）22～25 平坦 ′一部 1　 1　　　　　　 …　人為
土師器（杯弓削，須恵器用巨碧鉦
縄文土乳　陶鼠　瓦

7 C中葉

93 G 3 f3 N …1 0－W 方　形 5．72×5．65 22～25 平坦 全周
年 中 序 「 恒 7 C後業～

8 C前葉

94 G 3 g5i＼一寸＋一汁長方形！4555×3当 14～30 幸雄
小　 回 … 自然 土師器瀬 も襲う．須恵器用主義信

士製品　杯載扶∴縄文土器
8 C前葉

95 G J hT N －11C－E 方　形 4．71×4．16 12～18 平坦 全局
中 い 序 ‖ 自然 土師器湖年整」須恵器湖㌦土製品

（不明ララ鉄製品磯），縄文土器
6 C後薬～

7 C前葉

96 G 3 i7 N …34。－E 方　形 3．71×3．43 6～30 平坦 全局 4　 1　 1　 竃　 …　自然
士嫡 軒凱 纏　掛　納　 億虜骨臥
土鋸凍軋鋸蟻榊縮般土器，親機和

9 C中葉

97 G 3 i4 N …5C－W 方　形 5．23×5．15 30～40 平坦 全周
中 i l 土師器聯＋掛，猟離縮棒璃軋

土製品　侵適作「縄文土器
6 C後薬

98 G 3 i5 N －4ローW 方　形 5．23×5．00 30～40 平坦 全局
4 日 4 回 ‖ 句

中 i l 回 目 阜

土師酎軒鉢機上須恵瀾薄行計頂上鉄
製品杯郷，土製鋸支掛不噺，縄文土器

8 C前葉 SI97→本跡

99 G 3 j3 N －18。－E 方　形 3．23×3．02 8～34 平坦 全周
士柚器叫 ・意・悲〕，須恵器叫 ・
蓋・梁上　土製品（不明．），縄文土器

6 C後半

100 H 3a4 N …5。－W 方　形 4．35×4．26 10～ノ24 平坦
中 十 辛 目 人為 鯛㈲掛断凱射緒輝蓋像納繍 臥

繍釦欄は猫 用溜 瀾文土器譲
8 C前葉

101 H 3 a6 N －1 9－W 方　形 3，79×3．61 14～20 平坦 一部
中 ト 回 斗 為 土師器孝・聾ヰ縮瀾恵器輝蓋増結

土製品棒明ラ、縄文土乳石器磯石瀾勘
8 C前葉

一一一一一一一一一536…1一一一一一1－－



住居跡
番　号
、位置「摘方向 輔 発

く長軸）

姜　　　　　　　　　　 覆．．を二i 出　 土　 遺　 物　 時 代庚 孫

浮予夷雛

寸りご
恒 ㌍ 恒 回 丁　 一 竃「 自然…土摘 酢 聾ラ瀾 土器潮 時鮮 明 掛 SB5

103

1り丁

108

109

110

111

ま12

日3

118

120

中 年 同　 伸 うi

吏竺舅誓唇「「∩
吏竺止」ヰ丁下上目 恒可濫

酬ト尋恒車捕×・中開回全車 十 竃擁鵜票誓忍雷器棚土製 i
F年25尋方発拉空士幸回T T ii
山笠較
巨恒弓…
吏竺舅誓唇唇「∩
巨誓車車中‖斗
邑空上幸‖T T ‖ 時期不明

F車間恒邑警吏連坐止車半下「同 匿掛極認
［Fヰ朗恒 竺竺唇車中車「「下口 7C後半　霊温

121 －
苧 中 ヰ 車 畑 SI123・撤戦場

→本跡→SK2鮮
1．22
酬 巨 弓 … 竺 ㌍ 恒 車 中 上 目 SI123を133魂

本跡→SB12
123

5・13×3・82　 ”′一車 上 「 回 つ す 窓 盃 裏 窓 恕 －
アC複葉

狛一㍍姐鱒雄
薫骨懲猫裾親

124
竺 空 巨 巨年 子 十 幸

7 C複葉以
前

繍→SIl鉦描ぷ
399轍鮒Sm≡

′125
F 車 輌 恒 竺 再 尋 車 車 ‖

5 C 後楽 射頼朝路
SK射6－4ユ7

126
豊 竺 上 尋 中 辛 車 上 回

縄文時代前
期前半

事跡→
SK456

127
G 2年 漱 車 形 6848×6中 ～5車 中 中 日

7 C後葉～

8 C前葉
本好→SIi28・SB8
朝潮拍浄摘

1．28
G 2 C9巨 一中 形

8 C後楽 SIi27やSB 8

尋本跡

138 G 2 f8 N 一針㌧牒打鳩藩酢
＝酢器けト高台沐け位椀h乾杯㍗酎㍉鉦恵器

7 C複葉 SI131叫
本跡

5075×（3078）33～56　平坦 （鯛〕 2　　 2　　 4　 竜　 一　人為 け不一釜㍗恵瑠針璧上甑4堂鉢）∴上掌h㍍主文が臣
不明，鉄製品りす・鎌e門金見う，銅製品（不
明）縄文土器，弥当‾二土器ネ剥片

131．
G 2e7巨 斗 長欄 竺 空 挺 連 年 十 十 上 目

7C複葉 本跡→SIi30

132 G 2摘軽 率 方形
3・90×3・年 中 年 目 つ 車 上

9C後薬 SIi46ずSB9
→本跡

133
G 3a巨 11。斗 長細 竺 空 士 運 互 十 十 十 幸 手 下 確 密 議 奈 義 羅

6C後柔 本跡→SI122・
1230SB12

134
G 2h7巨 一車 欄 4・7腑 1ヰ 車 中 ‖ 斗 9C前葉～！繍→SI135ギ

中葉　　　 働州

135
（3・30×3中 ～3車 坦国 子 i

136 ！
G2h9N－680…E 〔長方形〕4e4両 載 4～18 平坦 …　　　 － 炉2 … 人為 志篤 農 ㌔濃 姦悪 戊 古墳時代前

期

137
G 2C6巨 一車 形 間 中 4車 中 年 目

138
幽 年 中 車 中 斗 回

→

139
G 2d3軽 率 方形 4・51×3・3山 上 口 車 軒 下 同 窓 恋 裏 窓

140
G 2dlト ト 形 、‾‾師器り不・磁手付不・登e甑）須恵結　句・

3．96×3．80　　25～44 平坦全周　3　 1　－　竃「つ最頼照漉轟禦最恕措㌫結語

142 F 2e9N－ぱ㌧W 長方形 3t66×3・03 32～56 平坦全可 弓 1 「 巨中 つ 爛㍑ 踪 笠 畿 畿 豊 豊 霊
8冊 匿 ㌶

7C後半 i
143 iF 2e8ト 50－Wi方形 L師器り不・高不・鉢・器台・愛e甑）須恵器4瀾×4・35　56～64 平坦全局　4　 ユ　ー　竃　「　 上欄 は瑠最悪滝雛諜縞緻密

弥生土器J調射敲石㍗射り誹離乳瓦
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尉官跡
位 置
主軸方向

平面形
規模事前 壁　 高

床面

i　 内　 部　 施　 設 i覆土

；′i－；　　 土　　　 遺　　　 物 時　　 代

備考

新旧関孫
清サ縮番　号 （長軸ラ も長軸×短軸ラ 十Lm十

144 F i 蛸 ＼－ごポー叶 方　 形 7．23×6．88 33～65 平坦
中 日 年

人為
土紆紛瀬端騨巨酢皿増結溜濾儲け仕掛
登∴i製品支酌む紡錘車・不明、ラ　鉄製品け′く
明∴縄文土鼠弥生七答 磁器・瓦・刺‾ム

6 C 末葉～

7 C 前葉

145 F 2 b2 N …83－W 通有縮 3．15×（2．63ラ 摘
‖ 斗 年

人為 土師器　 杯 の襲う　縄文土器 9 C 後発
本跡叫

S‡ユ50

146 G 2 f9 N 一件㌧ W 方　 形 5。56×5．23 40～71

中 同 年
人為
土師器けト高塚欄か鉢瑠狛臥㍗雄＝二器ら
須恵藩津村瀾上髭欄＝当面観∴丑牒日射支
抑〃不明㍉鉄機は汗不明∴縄文土器　弥．′土
器諭離離離乳砂川‘

8 C 前葉 本跡→

SH 3㌢SB 9

ユ47 F 2 b5 N －60…W 方　 形 4．00 x 3．57 12～26 平坦
斗 斗 車 十

人為
土師器 湖㍉ 攣結　 須恵若 く塚ノ）苧　縄

文土器

9 C 前葉～

中葉

本跡→SI148

oSK 309

ユ48 F 2 b5 N －79e－E 〔方形〕甘 62〕×3．38 6

‖ 斗 年
人為
土師器 滑∴高台相称4 粧璃結

須恵器 僻 め磐ラ　縄文土器
柑C 中葉 S汀鮮叫

本跡

150 F 2 C2 N …2C…W 方　 形 〔木75　× ．閥 20 平坦 〃”””ふ部
i ‖ i i

人為
土師器待中高冶沌移ト婆㍉須恵器韓か

婆㍉石製ぷ古村乳㍉縄文土器瀾藩

摘C 中葉～

後発
酢侶討瀞牒
丞鉢→SKi25

152 F 2 d3 N ㍉ぽ －W 演方形〕 4．6　X は．86ラ 20～30 平坦
同 寸 中

人為
土師器移行椀増鋸か高塚増か手捏土

器のミニチェア土器㍉縄文土器
4 C 中葉

祁匝

SIl12・155－156

ユ53 F 2 cl N ㍉ぱ －E 方　 形 3。30×3．25 34～54′
中 上 回 －

Å為
摘 摘 鴻納　 骨　 戦慄鰯 輝　 償庵

数卦凱　 ‾雄 藩綱　 嵐 描 弟結 節
9 C 中葉

SK246→本跡

→SI15かSK 125

154 F I c9 N …5C－W 〔長方形） 2．9か項目顧 1い 平坦
i 日 日

Å為 土師器 聯 弓削亨　纏濾土器
6 C 末葉～

アC 前葉

本跡→

SK日6

155 F 2 d 3 N …83C－E 伐方形〕 〔木48 ×3。購〕 6～12 平川
i i 回 －

人為 土師器 （杯 を襲）9　縄文土器 時期不明
§‡152髄距繍

→SI掛憫・SKm

．ほ6 F 2 C3 酢1 ぱ …W 方　 形 4．50 ×4。33 35～58

中 ト 回 －
人為
土師器移粒碧再獄工数恵器拶巨蓋貢か

鉢㍗針彫工ま溜錆汗不明六兆文土器
9 C 中葉 SIま52ぁ155→

本跡→SI150

ユ59 H 2 d O N …20…E 方　 形 2．90 ×（2．80） 20 平坦
中 日 年

人為
土師器華位恵球璃針ミニチュア土

器ラチ須恵器（婆㍉縄文土器
時期不明

160 F 2 h 8 N 」ぱ …W 長方形 5詫府×4－00 13～18 十川
車 巨 回

人為
縄文土鼠　 石器 （磨石）ヲ　剥片，土

師器

縄文時代前

期前葉

本跡→SK42針

42784284 32

鋸＿ H 2 a O N ＋ぱ －E （長方形〕（3，98）×3諸5 6 ～20
‖ 斗 年 土師器 硝巨 梁上　 享鍼緒昔捧瑞軒

聾）予　縄文土器
9 C 後葉

本跡→

SI1690SBユ3

162 F 2 g 2 N －950－E 長方形 3．72×3．10 37～42 十川 ”…一部
‖ 中 年

自然
朋瞳掛 酢酎臥 別路 輝 掛艶 聞摘

酎凱 鋸蟻骨乳 土製　棒勘 縄文土鼠瓦

トoc 後葉 本跡→

SK 499

：163 F l e O N …㍗ …W 長方形 3．77×2ぉ94 1．2～37 平班
‖ 小 畑

自然
土紆器 移行牒炉 掛 9　須恵器け巨

聾」 縄戊 土器，剥片
ほC 中葉

SK 23針や

本跡

164 F l 摘 N ∵郡㌣∴W （5890×2，3の 8 ～ユ4

日 日 つ
自然 土師器 （棒の婆），縄文土器，剥片 時期不明

165 F l g O N づ好㌧ E 〔方形〕 〔2。67×2j O〕 32 平坦
i

i

巨 回 目

i 回 つ

人為
土師酎捧瑠璃結 須患酎棒磯雄結

線粕陶器潤う縄文二王鼠 弥生土器
ほC 後葉 SI 166 も168

尋本跡

166 F l g O N －850－E 〔方形〕 3．00×（2．70ラ 39 Å為
土師器項準さ愛鳥　‥須恵溺号杯0愛鳥

縄文土器 9 C ～10 C
SI168→本跡

→SIユ65
！

本跡→SI1650

16針SK飢3

167 E 3 ji N …27。…W 4．66×（2．05） 21 平坦
2 車 上 ‖

日 子 ‖

人為
士帥器 叫 ・悲〕∴舶用「互 ），縄

文土器
9 C 中葉

168 F l g O N －15G－W 4。38×甘 12〕 38 平坦 不明
土師器 （杯 。襲う，須恵器 （襲）タ　鉄

製品 （不明），縄文土鼠　 瓦
7 C 中葉

169 ＝ごl州N …38ウ…E 方　 形 3．50 x 3．42 20～購 学班 4　　 ユ　　 … ！竃 i … 自然
土師器移行軒百相棒瑠鎮敷不明㍉須恵器

輝 姜e登）減粕陶器（凱 縄文土器混 鋸寺一
摘C 後楽

SH 鋸→

本跡

170 F 2 h 5 N ∵郎㌣∴W 方　 形 5．62×5。35 50～60

［

平坦 全周
生 半 序 「

人為
土師器輝 掛襲う，須恵器輝 蓋e婆上土製品

吐錘1藩榔瀾文士鼠弥生土乳紛 議
7 C 前葉 SIH甘→本跡

㊥SB6

172 F 2 j3 N …12く〕…W 〔長方形〕 5．78 X は 90〕30～36 平坦
日 下 ‖

人為
土師器聯滴台付軒高軒鉢濁せ 甑吊摘藩

㈲ 蓋・望上と製品瀾鐘郵瀾文士　瀾鼠齢一
6 C 後葉

SI195→本跡

→SI173‘SB 16

173 F 2 j2iN －P －E 長方形 5．60×4，32 40～54 捜離
中 同 年

人為 9 C 中葉 SI1729174→
本跡→SB16

174 G 2 a l N …rげ㌧ W 方　 形 3．78×3667 66へ－′68 平坦 全用 塵
一部 土摘 瀬㈲　 胤 磯雄 輝　 勝 熱溜製 7 C 複葉

本跡→SI173e
圧邑＋；＋．‾ 人為 用寮瀾支土器滴生土器涌器億石瀾勘 SBl針＿8

175 F 2 e2 N －09 長方形 4．87×3．91 7～15 平坦
4 日 車

自然
縄文土乳　 石器 （石鍍 e剃隋 ，土

師器

縄文時代前

期前半

本跡→

SK214・465・466

176 G 2 a3 N －83c－E 方　 形 3．07×2‘80 22～30 平坦 一…一部
‖ 斗 年

人為
士舶器叫 弓野．頃恵器互 ・卦 †

縄文土器
10C 前葉

SI胤SBlい本跡

→S甜掛猟2鱒

177 G 2 a5 N －9。－W 方　 形 5．45×5．10 62～74 平坦 全局 4　 1　 －　　 竃　　 － 自然
土師器輝梶濁軒別寸愛骨臥翫蟻肺患凱

土製品掬を誹 ヰ縮瀾最 溜生土器瀾鼠縮
7 C 中頃

SI178→
本跡

178 G 2 a4 N －4 c－E 5．96 X は 35）24～33 平坦 5　　　　　 3　　 炉
′・一一一部

人為

上略掛馴欄か鮮隠用吊薬摘㈲一緒文土

器滴生土器一射温摘 締．瞞濃縮 骨声調一
4 C 中葉

SI195→本跡

→SI177

182 F 2 h 2 N －90…E 方　 形 4．56×4．21 32～38 平坦 全周 3　 1　　　　 竃　　 … 人為
二I二師器り不・高台付均こ・襲），須恵苦
杯・鉢・蓋・登・甑j　灰的問答′不明），
土製品（二立脚e不明），鉄製品（刀子・不
明），縄文土器　弥生土器　陶器

9 C 中葉
SI196→本跡

→SK371

184 F 3 j9 N －100…W 〔長方形〕 〔3．72×2．85〕 24 平坦
日 日

人為
土師器瀬 ・整う，須恵器移ト聾」灰粕

陶器滝鉦 土製品抒確信縄文土器
9 C 中葉

SI76→本跡

→SK24・SD 6

F一一一一一一P・538一一A一一一一r



住居跡l 位 置
主軸方向

（長軸ラ
平面形

規模（m ） 壁　 高
床面 壁溝

内　 部　 施　 設

出　　　 土　　　 遺　　　 物 時　　 代

備考

番　ぢ （長軸×短軸） （cm） 主柱穴
悟 糎 卜炉竃桓 穴 覆土

ゝ

新旧関係

（古→新）

185 H 3 C 3 N －900－E （2．30×1．36） 4～28 平川 不明 土師器 （埠） 平安時代
本跡→

SD5・12

186 G l eO N －げ㌧瀾ア〔方形〕 2．95×〔2．93〕 8～10 平坦 一部 2 7 炉 人為
土師器 瀬上 須恵器 （聾），縄文土

器 古墳時代
本跡→

SK195

187 G l e9 N －鮮 （方形） （1．40×1．30） 14～ノ32 平川 人為 土師器 移巨 資」 縄文土器 時期不明

188 G 2 b 3 N －4 。－E 方　 形 3．41×3．13 40～64 平坦 全周 1 竃 人為
土瞞 輝高台榊戒壇胤 鵜　 舟　納　 骨
葉風 鉄製品「欄），納品滞先金凱縄文土器瀾器 9 C 後葉

本跡→

SI176・SB ll

189 G 2 C 5 N －46－E 方　 形 3．06×3．01 32 平坦 全周 1 電 人為 土師器輝・覿 須恵器掛蓋愚 凱 土製品杯

明欄 製品（刀乳 石器滅私 縄文土器瀾器瀾片
9 C 中葉 SI190→

本跡

190 G 2 C4 N …130…W 方　 形 4．06×4．06 28～′32 平坦 一部 1 人為
土摘 瀬滴軒　骨 ミニチュア土臥須恵器掛

蓋愚聾は製品（不明）瀾文土器藩生土鼠糾 7 C 複葉
本跡→

SI189

193 F 2 b9 N －410－W 方　 形 5．63×5．07 36～52 平坦 全局 4 要望琵邑 人為
土師器掛 鉢・婆）瀾恵器体骨 甑），土製品

技師，石製品㈲錘車載孔円榔 瀾文土器 6 C 後葉
本跡→

SI194・SD 12

194 F 2 a 9 N …300－W 方　 形 5．12×4．54 40～48 平坦 全周 4 1 19 竃 人為
土師器（珂こ・高台付畔上整）須恵器り不
，盤 ・蓋・一艮頸壷 0襲），土製品（支脚 ・不明），鉄製品（鉄），鋼製品（不
明），縄文土器，弥生土詳　陶器

8 C 前葉
SI193→

本跡→SD12

195 F 2 j4 N －1 0－W 〔方形〕 4．87×4．76 12～14 平坦 2 2
一部

人為

タ

縄文土器，剥片，土師器
縄文時代前
期前半

SK467→本跡

→SI172・178

196 F 2 i3 N －300－W 方　 形 4．81×4．45 16～32 平坦

［

4 6

l

炉2 自然
縄文土乳 石器・石製品（石鉄・攻状耳

飾り・剥片），土師器，須恵器

縄文時代前

期前半
本跡→

！SI182・SK371

197 H 2 b8 N －20－E 方　 形 4．84×4．58 8～ノ60 平坦 全周 3 1 2 竃 自然 土師器瀬億か婆），須恵器渾 ・蓋増畑土

製品伎酢不軌 縄文土器，灰粕陶乳陶器
7 C 前葉 SI198・203・ヰ本

跡→SI202・204

198 H 2 b8 N －50－E は方形〕 3．92×（3．00） 54 平坦 3 自然 土師器（杯・聾），須恵器（埠 ・婆），
縄文土器 時期不明

本跡→SI197・

203・SK 462

199 G 2 j8 N －8 0－E 方　 形 〔3．97×3．80〕 16～40 平坦 2 2 痩印乱 自然
土師器（杯・高台付杯・襲）須恵器杯 ・

婆），鉄製品（不明），縄文士乳 陶器 9 C 復業
SI2酢201→本跡

→SI206・SB14・15

200 G 2 j8 N －l O…E 獅様路 4．94×（0．85ラ16～24 平ま昼 自然
土師器 （杯 ・聾），須恵器 移軋 鉄

製品 （不柳 ，縄文土器 9 C 中葉
本跡→SIl酢

201・SB14・15

201 G 2 j8 N －50…E 瀞 長欄 〔4．55〕×（1．40） 16 平坦 自然
十師器（杯・高台付埠e嚢），須恵器

（杯・婆），鉄製品（不明），縄文土器
9 C 中葉～
後葉

S路用酢瀾儲
ヰ狛錮潤憫

202 H 2 a 7 N …350－E 〔方形〕 4．06×〔3．53〕 40 平坦 W…”・部 自然
土師器掛高鍋軒凱須恵器怖塙台付埠愚凱

摘 瞞 乱 雑 徽刀子・不軌 縄文土乳路 10C 中葉
錮徽酢酎相

磯組馳凱棚

203 H 2 a8 N …60－E 湖旅路 （4．67　×本舗〕 32 平坦 人為
土師器聯塙台輌 愚 凱須恵器甘蓋・漸減

輌 器と臥土製品伎軋 縄文土器滴生土器，剥片
時期不明 SI197→本跡→

SI201・202・204

204 H 2 b 8 不明 不　 明 不明 － 平坦 風潮 自然 縄文土器，土師器 （杯・高台付杯 ・
襲う，土製品 （不明），石器 （砥石） 時期不明

SI197・202・

203→本跡

205 G 2 j7 N ∵0 0 瀞 長路 （2．20×1．60） 20 平坦
つ

つ

つ

つ

つ

つ

つ

つ

つ

つ

つ

炉 ！

竃 i

竃 ！

炉 ！

つ

つ

つ

つ

尋

人為 i

縄文土器，土師器 （襲） 9 C 中葉～

後薬

本跡→SI201・

202・SK 344

206 G 2 jO N －900－E 湖根絶 4．00×（3．80） 24 平坦
土師器 （杯・高台付埠 弓削，須恵

器 億 ・長頸壷），縄文土器 10C 中葉 SI199・201

→本跡

207 F 3 g l N －30－E 〔長方形〕 3．83×（1．43） 24 平川
全周！

つ

2 自然
土師器（杯・椀・棄），須恵器杯 ・餐），

土製品（不明），縄文土器，弥生土器 7 C 中葉 SI208→
本跡

208 F 3 g l N －200－E 〔楕円形〕 （3．20×2．84） 8～16 平坦 6 4 自然 縄文土器，剥片 縄文時代前

期前葉

本跡→SI39・

207・SK491

表3　上野陣場遺跡掘立柱建物跡一覧表

番号 位　 置 桁行方向
柱　 穴 （長 さの単位はすべてcm）

主　 な　 遺　 物

備考

新旧関係

（古→新）桁 ×梁 規 模 （m ） 桁行柱酎壷 梁行柱間（m j 面積届） 構造 柱穴 平　 面　 形 長径沌由）短軸（軸）深　 さ

1
F 3 d4～

F 3 e6
N －790 －E （3 ×2 ） 5 ．75 ×3 ．60 0 ．85～2 ．05 1．60～1．99 20 ，70 側柱 8 円形・楕 円形 37～54 31～54 23～46 縄文土器，土師器

SI 61→

本跡

2
G 3 a6～

G 3 b7
N － 3 0 －W 3 ×1 4．90 ×3．24 0．60～2 ．95 3 ．24 15 ．88 側柱 7

円形・不整舶 形・

隅丸長方形・不定形
54 ～111 52～76 14～60

土師器，須恵器，縄

文土器，土製品

3
F 3 i6～

F 3 j7
N －87。－W 2 ×2 4 ．12 ×4．10 2．00～4．12 1 ．96～2 ．16 16．89 側柱 7

円形 ・楕円形

・不定形
62～167 58～99 21～56

縄文土器，弥生土器，

土師乳　 須恵器

本跡→

SD 6

4
G 3 b7～

G 3 C8
N －820 －W 2 ×2 3 ．92 ×3 ．38 1．86～2．02 1 ．52～1 ．90 13．25 側柱 9

円形・楕円形

・不定形
28～57 24～33 13～30

縄文土器，土師器，

須恵器，陶器，瓦

本跡→

SD 14

5
E 2 gO～

E 3 gl
N －790 －E （3 ×2 ） 5 ．47 ×3 ．64 1 ．78～2 ．04 1．65～1 ．88 20 ．89 側柱 9 円形 ・楕円形 39～61 33～50 12～82 土師器，土製品

6
F 2 g4～

F 2 h5
N －880 －E 3 ×2 4 ．96×4 ．34 1 ．50 ～1 ．80 1．94～2．34 21．53 側柱 10 円形 ・不定形 44～130 34～102 24～ 71 縄文土器，土師器

SIll針118 ・

SI170→本跡

－539－



番号 位　 置 桁行方向

柱　 穴 （長さの単位はすべてcmラ 巨 な 遺 物 備考

新旧関係

（古ヰ縮桁×梁 規模 （m 、） 射沌 翻心 離離頑 構造 柱穴 平　 面　 形 長径瀾ラ短縮漸 深　 さ

7
G 2 bO～

G 2 bl
N 」好㌧虻 ご＼ご

3．60×3中 4… ・88
1．28～1．86 11．30 総柱 9 ＝叶月吉日彬 41～58 38～ノ55 7 ～30

縄文土鼠　 土師乳

須恵器，鉄淳

本跡→

SB 8

8
G 2 C9～

G 3 dl
N －2㌧牒 バ＼ご

削 中 …
1．66～2．28 25ケア5 側柱 18

馳 方形欄丸

長方形凍 緋 73～141 62～81 21～66
土師鼠　 須恵器，縄

文土器，瓦

§ii2㌢琵描儲

ト纏づ撒

9
G 2 29～
G 2摘
N 十が －W は ×お

8・96×4小 鮒 ・88 1・6… 車 95
側柱 14 「車朝 日彬 27～55 26～52 5 ヘノ66

縄文土器，土師乳

剤片

本跡→SI132

→SI146

11
G 2 a2～

G 2 b3
N …P ㌧ E は X の 5．33×3．55 1．73～1．91

1・71～1車 92
側柱 7

柏＝彬・

隅丸長方形 85～101
72～88 27～48

土師乳　 須恵器　 縄

文土器

SI188→本

跡→SI176

12
F 2 h6～

F 2 iア
＼－リ＋一汁 ご＼ご 4．45×3．75 2．05～2．25 1．43～1。94 16．69 総柱 9 ＝彬・祐＝彬 27～49 22～45 10～43

S I 125－ヰ
本跡

13
G 2 ほ～

H J h l
N －？。－E う＼ゴ 10．40×4．37 2．03～2．24

酬 車 45
側柱 14

桔＝畑 万障

隅丸長方形
34・～126 18～1日 13～51

縄文土器，土師乳

剥片
SIH H→
本跡

14
G 2 i7～

G 2 j9
N ∵桁㌣∴W は X の 6．73 ×5。21　 2．10～2．50 1．30～2．41　35．06 側柱 11

桔＝彬 ・
隅丸長方形 48～77 40～70 17～60

土師乳　 須恵器，縄

文土器
酎鉦腺199・

2鋸Bか碩

15
G 2 i7～

G Z jO
N ∵鋸㌣∴W 4 ×2 10，22×4．86 2．22～2．86 2．06～2。48 49．67 側杖 12

円形・楕柵 ・方紗

長方形・隅丸方形 33～68 28～ノ60 22～67
縄文土乱　 土師乱

須恵器，灰粕陶器

飢納骨掛

紗魂頼腑

16
F 2 il～
F 2 j2
N l 好∴ E は ×2 ） 6．95×3．87 2．07～2．48 1．85～2。18 26．90 側柱 9

楕円形凋摘濾

方形・不定形 56～116 45～90 6～65
縄文土器，土師鼠

須恵器

SI144－172・

173－174→本路

17
G 2 bl～

G 2 C2
N －88〇一W は X H

3431×2中 … 2拙 中
間柱 5 「単臣桔「リ彬 57～83 56～69 18～34

土師鼠　 須恵器，縄

文士乳　 陶器

本跡→

SI140

18
F l津～

G 2 bl
N …00 ご＼†

肌 中 … 2008～2－車 57 鋸 の

6
門車 ・方彬・

隅丸方形 74～95 70～81 13へノ64
土師器9 須恵器，縄文

土器言喝鼠　土製品

SI174・SK 255

・256丞路

19
G 2 d2～

G 2 e3
N －750－W ゴ＼ゴ 3．37×3．24 1．53～1．84

1・25～147車 92
側柱 8 巨J彬・桔＝彬 74～107 65～86 50～66

土師乳　 須恵器，縄

文土乳　 土製品
Si139・Sは憫

2拒本跡→SK324

ごり
G 2 d2～

G 2 e3
N 一線㌧W は ×2） 4．20×3．12 1．45～1．75 L 53～l。62 11．1日 総柱 10 円形欄網形 31～84 28～58 28～㈹

十師器．縄文十甘

石製品

鋸39→繍→

S鋸針Siく324

21
G 2 d4～

G 2 e4
Ⅳ1 訂㌧ E は ×2ラ

3・14×2中 52～1・62
1．39～1．44 8．85 8 楕円形 38～71 31～50 50～76 土師器サ　縄文土器

SI139・SK 2か

2か繍

22
G l a9～

G lb O
N －7 0－E は X H

6刷 小 皿 40
2．08～2．20 23。20 側柱 6

楕円形の円形

・方鳴
38～71 31～50 30～54

土師器，須恵器，縄

文土器
SK 175－車
本跡

表4　上野陣場遺跡圭坑一覧表

土 坑

番 号
位　 置 長 径 方 向 平面形

規　　　　　　　 模
i壁 ‘面

底　 面 覆　 土 出　　　 土　　　 遺　　　 物

備考

遺構番号 ・新旧関係

（古→新）離摘恒蘭酎酢証 深さ（cm）

1 F J d G N －00 楕円形 1．07×0．77 25 緩斜 平坦 自然 SI59→本跡

2 F 3 d 5 N －llO…W 傭円酢 0．44 ×（0．30） 18 外傾 平坦 人為 SI59→本跡→SK 3

3 F 3 d 5 N －00 楕円形 0．55×0．42 29 外傾 皿状 人為 土師器 欄再，縄文土器 SI59→SK 2 尋本跡

5 G 4 c l N －00 円　 形 3．74×3．67 193 外傾 平坦 一部人為
縄文土器　 弥生土器，土師器，貞恵器，束粕
陶箸凱　緑地陶器　 土製品，石署 ・石製品　 鉄
製品，、銅製品，馬骨

氷室遺構　8世紀中葉

6 F 3 e5 N l ぱ㌧ E 円　 形 04 3×批42 25 外傾 皿状 不明

7 0 3　f5 N …25。－E 不定形 1。55×1．05 15 緩斜 平坦 人為

8 F 3　f4 N …740…W 不定彬 1」3×0．9 21 外傾 皿状 人為 縄文土器

9 F 3 g4 Ⅳ…26㍍－W 不定形 1．50×1．25 49 緩斜 皿状 人為 土師器 （杯），縄文土器

10 F 3 d 5 N －430－W 円　 形 0．33×0．30 26 外傾 皿状 人為 土師器 （整）

11 F J dう ＼一丁り十一E 楕円形 0．43×0．35 25 外傾 皿状 自然 縄文土器

22 F 3　f4 N －510－E 円　 形 0．72×0．68 15 緩斜 皿状 人為

24 F 3 j 9 N －73㌧受 楕円形 0．98×0．65 27 外傾 平坦 不明 SI184→本跡

25 D 3 g 4 N －230－W 円　 形 1．34×1．23 18 外傾 平坦 人為

26 D J h J N －430－W 円　 形 0．70×0．66 22 垂直 平坦 自然

27 D 3 h 4 N －0 0 円　 形 0．74×0．72 19 媛斜 皿状 自然

28 F J fう N －620－W 〔楕円形〕 1．05×〔0．73〕 12 外傾 平坦 自然 SI63→本跡

29 F 3　r」 N －0 0 傭円形〕 1．60×（1．22） 19 垂直 平坦 自然 土師器 （高台付杯 ・襲），縄文土器 SI63→本跡

30 F 3　h7 N －49㌧鳶 円　 形 0．47×0．4 15 外傾 皿状 自然 土師器 （高台付杯・整う，縄文土器

31 F 3 h 8 N －18㌧㌣ 楕円形 0．55×0．39 28 外傾 皿状 自然 土師器 聯 ），須恵器 機 ラ
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土 塀己 位 置
長径 方 向 1‾三一了‾摘

」 規　　　 模 ！辟 ”．”恒

臣　　　　　　　　　　　　　　　　　、血
遺構薫 ；関係

番 号 弦　”＿ムー 平面 ノ庫 腑 酌 車 高 ㍗ 覆　 土 出　　　 土　　 退　　 物

32 F 3 g 8 N －303－W 楕円弄
4　 0・5 × ・購　 い 1 i 垂直 序 ∴ 恒 序 相 聞

33 F 3 g ア N 一ば －E 楕円弄
4　 0・92×0・81 日 2 庫 ＋

平坦 不明 土師器 叫∴悪㌧　狛恵器 増 ）

34 F 3 g 3 N －590－E 瀾柵
車 1・50×1・26日　 9

緩斜 平坦 自然 土師器 団結　 縄文土器 SI62→本跡

35 D 3 i2 N 王ぽ㌧ E Pj　奔
巨 ・弼×1・00　 日 4

緩斜 皿状 自然

38 G 3 b 3 N －430－E 楕円奔
多目 さ魂× ・17　 日 5

外傾 皿状 自然 士帥器 叫 Ⅰか ．縄文士器，弥生士器、剥片 SK56→本跡

39 G 3 d 6 N ∵封㌣∴Ⅳ 滴円形
〕巨 99時 63）

14 緩斜 平坦 自然 土師器 （聾），縄文士乳　 弥生土器 本跡→SK40→SK 4 1

40 G 3 d 6 N －208－E 〔那㈲
巨 85×（哺

34 緩斜 皿状 自然 土紺 聯骨 馴こ）牒恵器瀬骨 董瀾姐 器瀾生土器 SK39→本跡→SK射

41 G 3 d 6 N －500－E 楕円形
巨 ・74×0・62

35 外傾 皿状 自然 土師器　杯 ・聾） 須恵器 機 を甑） 縄文土器 SK39→SK 40→本跡

42 G 3 i3 N －850－W 長方形 0．72×0．48 40 外傾 平坦 人為 土師器 錘巨 聾㍉　縄文土器

43 G 3 g 7 N 一汗㌧虻 隅丸長方形 1．80×1．30 32 緩斜 平坦 不明 土師器 脾 e婆），須恵器 錘巨弓削 SI90－や本跡 平安時代

45 G 3 C 6 N …900－W 不机柵 1．40×0．75 15 緩斜 皿状 自然 SI88→本跡

47 G 3 C 6 N －170－E 隅丸長柵 1．80×1。30 28 嬢斜 平坦 不明 士帥器 叫 ・卦 ，狛忠器 叫 ・掛 SI90→本跡平安時代

48 G 3 C 6 N ∵㌘㌣∴W 円　 形 0．67×0．61 45 緩斜 平坦 自然 土師器 （杯 ・聾），須恵器 （埠），縄文土器

55 F 3 a 3 N …710－W 楕円形
0・83×0・習　 い 0

外傾 皿状 不明 土師器 （杯 も聾），縄文土器 SI50→本跡

56 G 3 b 3 N 一群 －E 楕円形 1．50×0．98 56 梱 ・舶 皿状 自然 縄文土器 本跡→SK38

57 F 3 h 4 N －580－E 円　 形 0．66×0．61 27 緩斜 皿状 人為

58 F 3 d O N 一打㌧ W 不定形 1．39×1．00 20 緩斜 平坦 自然 SI54→本跡

59 F 3 d 8 N …00 楕円形 1．26×0．79 24 媛斜 皿状 自然 土師器 （杯） SI57→本跡

60
恒 i8

N ㍉ぱ －W 円　 形 0．47×0．47 1．9 嬢斜 皿状 自然 須恵器 （不明），縄文土器 SI75両本跡

61 F 3 j 8 N …00 円　 形 1．10×1識l 40 梱出船 平坦 自然 土師器 （杯 e聾）

62 ヨF 3 j 8 N －24G－W 円　 形 0．96×0．95 10 梱 t緩斜 平坦 自然 土師器碑 ・聾），須恵器 （襲），灰粕陶器杯榔

63 F 3 j8 N 一打㌧W 〔楕円形〕 軌鮒）×0．71 15 緩斜 皿状 自然 土師器 （婆） 本跡→SI76

64 F 3 h 3 N 一酪㌧ W 楕円形 0．45×0．37 19 緩斜 皿状 人為

65 F 3 h 3 N …170－W 楕円形 8．42×0．35 72 垂直 平坦
人可

自然 i

人為 ！

人為 ！

人可

！

摘 瞞 杯 郷　　　　 i

SI50→本跡

67 F 3 j 8 N …360－W 不定彬
！ 0・74 ×0・69 i

i 0・75×0・52 i

26 ！

5日

外傾 平坦

68 G 3 a 5 N …580－W 楕円形 外傾 平坦 土師器 （杯 も婆），縄文土器

70 F 3 i 7 N 」紆㌧ E 楕円形
0・71×0・6日　 32

外傾 平坦 土師器 （聾），縄文土器

71 F 3 i 7 N …70－E 円　 形
0・41舶 1 日 4

媛斜 皿状 土師器 （聾）

72 F 3 b 3 N 一打㌧ W 由　 形
0・59×0・57　 日 6 緩斜 皿状 人為 土師器 （杯・聾），縄文土器

73 F 3 a 4 Ⅳ一680－E 円　 形
0・34×0・32　 日 7

緩斜 皿状 人為 土師器 （襲） SI49→本跡

本跡→SI97

本跡→SI97

SI4 →本跡

74 G 3 a 6 N －440－E 円　 形
0・56×0・51 ！ 46

外傾 皿状 人為 土瞞 酢 凱 縄文土器　　 ！

！

土瞞 酢 聾）　　　 ！

76 G 3 j 4 N －00 円　 形
0・48 ×0・43　 日 2

外傾 平坦 人為

77 G 3 i 4 N －40－W 不定形
0・83 時 62日 lO

垂直・舶 平坦 自然

78
G 3 i 3 ！

N ～鮮 円　 形
0・35×0・3日　 22

外傾 平坦 自然 士踊 酢 襲周 亀文土器　　 ！

！

i

i

i

土瞞 （杯 働 縄文土器　　 i

i

土師器 （埠 ㈲ 縄文土器　　 i

i

土師器 （嚢）　　　　 i

l

i

l
土瞞 瀬 ）　　　　　 ！

79．
G 3 i4 ！

N －770－E 不定彬 （0・81）×0潤 い 緩斜 平坦 自然

80
G 3 j 3 i

N －500－E 円　 形 0・35× ・32　 日 0
外傾 皿状 自然

81
E 2 b O l N －250－W 円　 形

0・83×0・75 ！ 18
外傾 平坦 不明

82
E 2 b O i N ∵購㌣∴W 円　 形

1・00×0潮　 目 9
綾斜 平坦 不明

83
G 3 g 3 ！N －900－W i

楕円形
山 2〕×餉 〕 ！ 32

外傾 皿状 自然 SI93→本跡

SK 86→本跡

84
G 3 j 3 i N －640－可

円　 形 0・35×0・30 i 27 外傾 平坦 自然

85
G 3 i 3 i N －860－中

〔楕円形〕 〔0・53×腑 ‖　 28
外傾 皿状 自然

86 G 3 i3 i N －560－可 楕円形
0・60×0・45 i 36

外傾 皿状 自然 本跡→SK85

SI93→本跡

87 ！G 3 i 3 ！N …620－E i
円　 形

0・35×0・30　 日 4
垂直 平坦 自然

88 ！G 3 h 3 i N －400可
円　 形

0・73×0・71 i 17 外可
平坦 自然

89 ！G 3 g 4 ！N －縮 小
青円形

0湖 ×0・54 i 5日 外傾 ！平可 叫

90 i G 3 g 3 i 臣 0。 い
裔円形

鉦 16〕×1・1日　 4日 外可 平可 人為 ！
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土 坑

番 号
位　 置 長 径方 向 平面形

規　　　　　　　　 模 i壁 面

底　 面 覆　 土 出　　　 土　　　 遺　　　 物

備考

遺構番号 ・新旧関係
清サ縮封須好雄短径瀾小壷 深さk扉

92 F 3 離 N …醸㌧ W 円　 形 0，40×0．38 53 外傾 血状 自然 SI54→本跡

94 G 3 a 2 N 一線㌧受 楕円形 0．79×0．63 20 緩斜 平坦 人為 SI86→本跡尋SI71

95 D 3 i 4 N ㌢鉦㌧ E 不定形 2。05×1．88 21 緩斜 皿状 不明 土師器 聯 ），須恵載り道鉦∴縄文土器 SI2→本跡

96 G 3 j 3 N ∴汀㌧虻 円　 形 0．37×0ゥ33 21 垂直 平坦 人為

97 D 3 j 4 N 1－m330一一E 不定車 1．65×1．28 25 横斜 用L状 不明 SI2→本跡

98 F 3 j 6 ＼一JO＋－E 馳長方形 0．7　X ，樟 8 緩斜 平坦 人為

104 E 3 e 3 Ⅳ「紺㌧ E 楕円形 0．7　X ．机 †り 外傾 平坦 人為 SI46→本跡

用5 E 3 e l N …鮮 円　 形 ．骨＼‥．1‥ 28 外傾 皿状 人為

1礪 E 2　m N ∵㍊㌣∴W 円　 形 私46×0。45 20 撥斜 皿状 不明 S工）18→本跡

ほ7 G 2 C 6 N 一路㌧虻 楕円形 0，58×0．48 22 棍斜 皿状 自然 須恵器 （牽），縄文土器 SI137→本跡

用8 F 3 j 5 N 喜好㌧ E 楕円形 ．鮮X ．71 15 外傾 自然 縄文土器

109 G 3 a 5 N …泌㌧ W 楕円形 私て8×0∴鳩 22 外傾 平班 人為

110 G 3 a 5 N …23。－W 楕円形 0諸4×凱49 36 外傾 皿状 人為

111 F 3 j 5 N 一線㌧虻 不定彬 1．43×0．82 15 撥斜 平坦 自然

ii2 F 3 j 5 N －酪㌧ W 轡 礪 0せ85 X O．76 13 外傾 平坦 自然

H 3 G 2 d 6 N ＋ぱ 一E 楕円形 i＿。87×1850 222 外傾 平班 人為
縄文土器，土師器，須恵器，灰粕陶器，土製品
鉄製品，数珠玉，古銭，人骨，剥片，木片

SI138・SKl18→繍→SK123第躇鋤 瀞鵬

H ′ F I c O N －220－W 楕円形 0。80 x O。55 14 外傾 平坦 自然

H 5 F l d O N ㌘嫁㌧ E 情「寸J彬 1諸藩Xi∴臓 20 嬢斜 平坦 人為 土師器 （嚢），須恵器つ腰上　縄文土器

日6 F I c 9 N …泌㌧ W 傭円形〕 自藩扇X は」朝 35 緩斜 平班 自然 SI154→本跡

日7 E 3 d l N …飢㌣∴W 楕円形 ユ。06 ×0．90 32 外傾 平坦 自然 剥片

118 G 2 d 6 N 喜好㌧ E 円　 形 3．99 ×3．92 188 外傾 平坦 一部人為
土師器（棒せ高塚・斐・甑），須恵器錘巨藍欄畑
土製品，石器，鉄製品，縄文土器，弥生土器

§‡i摘iい碩→凱3・12摘録遺構餌雛

H 9 G 3 b 8 ＼一丁＋一≠ 円　 形 0ヰ56 ×0．55 65 外傾 平川 ′－ム部Å為

i20 G 3 b S N －4㍍…E 円　 形 0．38×0．36 1！皇 媛斜 自然

122 F 2 b 2 N …490－E 楕円形 0．65×0．55 19 嬢斜 平川 人為 土師器 瀬 ），須恵器 （婆），縄文土器 奈良e平安時代

123 G 2 d 6 N －39－W 傭円形〕 〔0。62×0．49〕 82 垂直 平坦 人為 土師器 移巨 嚢㍉　縄文土乳　 古銭，人骨 S‡瀞SKl13・118→本跡第2号墓壌江戸航

124 G Z d 6 N 」賭㌧ E 〔楕円形〕 鉦71）×1．04 40 外傾 平坦 不明 土師器 機 ㍉　土製品　拷哨お「縄文土器 SI138→本跡→SKl18

125 F 2 c l N 一路㌧ W 滴腎猷 は。71）×0．68 18 外傾 平坦 自然 SI15針153→本跡

126 F 3 d 8 N －420…E 楕円形 0．57×0．40 43 外傾 平坦 自然 SI57→本跡

127 F 3 d 8 N …00 円　 形 0．54×0。47 39 外傾 平坦 自然
！

土瞞 酢 棄）　　　 ！

SI57→本跡

128 F 2 b 5 N …00 円　 形 1．09×1．09 24 緩斜 平坦 人為 本跡→SK401・408 古墳時代

［

時期不明

129 日ソjゴ N …泌㌧W 〔椚 形〕 0．70×（0．49） 45 緩斜 平坦 人為 土師器 移巨 襲㍉　縄文土器

130 E 2 a 3 N 一線㌧W 楕円形 1．26×1．11 29 薇斜 平坦 人為 縄文土乱　 鉄製品 （鉱）

131 D 2 j 3 N ＋ぱ －W 潤円形〕 1。33 X は識4） 62 緩斜 平坦 人為 土師器聯・高台付軒 皿・嚢）牒 恵器翔 縄文土器 奈良 ・平安時代

132 F I c O N …0 0 長楕円形 4ま95×2．77 116 緩斜 皿状 人為 土師器 （高台付杯 ・聾），縄文土器

土師器 滑子覿

l

土師器 酌 瞞　　　　 ［

SK246→本跡 時期不明

133 H J 上1
N －0 0　 ！

円　 形
0。76×0．74 i

36 緩斜 皿状 自然

134 H 3 a 5 N －O c 円　 形 0．42×飢42 37 外傾 皿状 自然

135 H 3 a 5 N －35㌧牒 楕円形 0．75×0．59 20 緩斜 皿状 自然

136 H 3 a 5 N －8 c…W 楕円形 0す57×0．44 13 濱斜 平坦 自然

137 H 3 a 6 N －41c…W 楕円形 1．35×1．03 44 外傾 平坦 自然

138 G 3 j 6 N －89〇…E 隅丸方形 0．86×0．81 30 外傾 平坦 自然

139 G 3 j 6 N 」好 一E 隅丸長方形 0．89×0．70 32 外傾 平坦 自然

140 G 3 j 6 N …358－W 円　 形 0．73×0．70 12 緩斜 平坦 自然

141 G 3 j 6 N －64〇一W 円　 形 OJ7 ×0！門 16 緩斜 平坦 自然 土師器輝 ・整う，須恵器聯 欄 う，鉄製品杯榔
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志 位 ノ置 長径狛責j　　　　　　　　　 出 ”〝′　 遺　 物　 遺構薫 ；関係

吏聖吏聖聖漣聖上聖竺」三二車巨亘重工二二二二「「‾「
中 … 中 一鮮 中 用 い 86×0079 i 29 i外傾恒 i自然i　　　　　　 i

摘匡…圧勝 E　 形日 脚 ・縄　目 4　 滴　 纏恒 恒 器酢欄ラ　　　 i

射 G3日恒 一〇一中 形巨 鋪×・摘　巨 5　 滴 棚 恒 巨瞞 酌 縄射器　　 i

146 G3i車 雄一E　 形日 脚 ・糾　い 0　序傾　翔 恒 納品釦　　　　　　 時断明

吏聖吏空吏聖上垂重工玉垣荘司重工二二二「「～「
1中 3h7年80－中 可　私刑と⊥聖上吏空士可二二二二「「‾‾「蒜義
ユ中 3h車一針可狛可　裾…・生⊥土士聖捷正重工二二二二「「～～丁蒜蒜
可…中庸一中里可　附掴・86　日中細恒 恒 i　　　　　　 isI95丞跡
1 5 i G 3 h 6 N … 4 5 0 … W 楕 柵 i o ・6 6 ×0 ．5 2　 1 4　 外傾　 鵬　 自然　 土瞞 襲来 縄 文 用 船 土 器

ま

吏聖止聖吏太秦重工互事重饗或二二二「「‾「
吏聖止聖地⊥薫蒸ユ王事重饗或二二二「「‾「
吏空也聖聖漣聖上連立三三二車巨重重工二二二二「「‾「
吏聖吏望」聖上垂亘二五匹荘司重工二二二二「‾「
吏憂上空聖吏聖軋連亘重工互三重巨重重工二二二二「「‾‾丁霹靂
中…中一600－也聖」聖聖」jコ車重重重工二二二二二「…「
吏聖上聖止む慈重工ヨ亙巨蓮正二二二「「…市議
吏聖止聖吏軋聖吏ユ互事重饗或二二二二「‾「；ユ6j　 G 3 f 3 N ‾680】E　 －′　形中 82 × 潤　　 摘　 外傾　 平建　 然

l中 3 中 一萄0－中 形日 脚 ・裏　 目 4　 緩斜　 纏 恒 巨 瞞 酢 凱 須鰭 磯 ）　 i

可…車一生也聖」聖聖」j 」車重重重工二二二二二「‾「
吏聖吏悲」聖上憂女工三匹重重車⊂二二二二‾‾「蒜義
可…中潮一也薮空聖⊥王事蕪導可二二二二「‾「蒜㌫
168iG3e中一聖庚軋空聖⊥土逐蕪正司二二二二「「「
16中 ㍑ 中 一550可 晰可　 臓 ×・33　日 1 報 順 序為i　　　　　　 i

可…中庸一也望」聖聖」j コ車重重重工二二二二「‾‾「
吏聖止聖漣軋養蚕ユ互事重蛋可二二二二「～「
i中 3 e3 恒 70－中 綿形i 瀞 潮　 目 5　 緩斜 ！蹴 恒 i　　　　　　 i

描 巨 ㍑ 車 … lO…可 楕柵 巨 82聖 」 曇 ⊥ 堅 連 山 五 二 ＝ 二 二 二 「 ‾ 「

1可 … 中 … C　 庫叫 ふ 20×0・6日 け　 舶 鞘 巨 為巨 瞞 酌 須餓 酌 縄文土器 i掛 SB22

ユ．77　F 3a6　N －470…E　円　形　　 0．65×0．62　　　 34　　緩斜　 皿状　 自然

178　F 3 a6 Ⅳ－27㌧牒‖円　形 0．42×0．40 41　 緩斜　 皿状　 自然　 土師器（憩）

179　G ld紺Ⅳ－180－W 〕翻靴： 〔0・80×0・68〕　　 22　　 緩斜　 平坦　 自然　　　　　　　　　　　　　　　　　 SK180→本跡

180 日目 d狛再い封㍉牒つ円　酢＋ 1－32Xi・23　　　 33　　 緩斜　 平坦　 自然　　　　　　　　　　　　　　　　　 sK181→本跡→SK179

18車 1中 …距可舶形上空竺⊥才守可塙不可義士器　　　　　　 序跡→SK180
182　 G 2 d 汗 N －6 0－E　 長方形　 1・45×0・67　　 78　 垂直　 皿状　 不明　 土師器 脾 憾 ，須恵器 酢 襲う，縄文土器　 SIl掛 SK 200→本跡

183 F l d O I N －340－E　 楕円形　 1．38×1．17　　　 20　　 緩斜　 皿状 人為　 縄文土器

184　 F l e O　N 一ぽ －W　 楕円形　　 0976×0．67　　 15　　 横斜　 血状　 自然

185　 G 2 d l N －900－E 長方形　　 0湖 ×0．27 17　　 外傾 平坦　 不明 土師器 （聾），須恵器 機 ） 縄文土器　　　 SI140→本跡

186　 G 2 d l N －00　　 長方形　 1調 ×0・57　　　 30　　 外傾　 平坦　 不明　 土師器 聯 ），縄文土器　　　　　　　　 SI140→本跡

190　 G 2 e 3　N －53。－W　 楕円形　　 0，47×0，38　　　　 55 外傾　 平坦　 自然　 土師器 （聾），縄文土器　　　　　　　　 SI139→本跡

191 G 2 e 3　N －O c　　 円　 形　 0・42×0・39　　　 36　　 外傾　 平坦　 自然　 土師器 棒杭 縄文土器　　　　　　　　 SI139→本跡

192　 G 2 e 4　N －420－W　 円　 形　 0・75×0068　　　 24　　 外傾　 平坦　 人為　 土師器 胤 ，縄文土器　　　　　　　　 SI139→本跡

19中 1 中 … … 車 司　 0・42×0・3日 15　 外傾 巨 坦 不明 i　　　　　　 isH 郁→本跡
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土 坑

番 号
位　 置 長 径 方 向 平離杉

規　　　　　　　　 模 i壁 面

吠　 面 覆　 土 出　　　 二豊二　　　 遺　　　 物

備考

遺構番号・新旧関孫
清や縮離摘恒蘭酢酢証 深さk扉

196 E 2 C 8 N …51G－E 円　 形 1．1日＼上市 52 緩斜 平坦 人為 土師器 移巨 登」 須恩給 湖㌦　 胡技 士器 SI7尋本跡　 奈良や平安時代

197 E 3 a 2 N ㍉ぱ －W 楕円形 0．92×0．82 27 緩斜 平坦 Å為

摘8 E 3 a 2 N －凱㌣∴W 楕円形 0．82× ．祁 25 平坦 人為 土師器 湖こせ餐上　縄文土鼠　 鉄製品 （不明） SI3尋本跡

ユ99 E 3 a ユ Ⅳ－㌫ぷ∴W 円　 形 0．53×0．5ユ iO 外傾 自然 須恵一器 （磐、）

2（拍 E 3 a l N l ぽ …W 楕円形 0．87×0∴㌣ 28 外傾 平坦 自然

201 F J 了 N 一打㌧ W 馳長方形 1滴狛用．68 摘 緩斜 平坦 自然 本跡→SK 202

202 F 3 j 7 N …0 0 門＋形 立后＼ ．瑞 26 外傾 平坦 自然 SK 2鋸尋本跡

203 G l e O N …630－W 楕円形 0．68×0．52 26 外傾 ．il且状 自然 土師器 憎私，縄文土器 本跡→SK 204

204 G l e O N －820－W 円　 形 0。37×0．30 35 外傾 平坦 自然 SK 203→本跡

205 G 2 e l N －780－E 楕円形 1．02×0．80 22 緩斜 平坦 人為 土師器 （棒 ・嚢、），縄文土器 本跡→SK 206

206 G 2 eユ N …550…W 円　 形 0．48×0．43 36 外傾 血状 不明 縄文土器 SK 205→本跡

207 G 2 e l N づば …W 楕円形 0．67×0．57 43 外傾 平坦 人為 土師器 脾 e襲う，縄文土器

208 G 2 e l N …鮮 円　 形 0．60×0．60 12 外傾 平坦 自然 土師苦　り勘 本跡→SK 209

209 G 2 e l N －250－W 円　 形 0，35×0，32 ユ5 外傾 平坦 自然 SK208→本跡

210 G 2 e l N …0 0 隅丸方形 臥鮒×針粥 13 血状 土師載 錘巨当酎

2日 G 2 e 2 N ∴紆㌧ E 「リ　車 鉦4 5×0㍉は 射 外傾 平班 自然 縄文土器

213 F l 柄 N 」ぱ …W 不整柵 0672×0。64 20 外傾 皿状 自然 SI168→本跡

封．4 F 2 e 2 N …酪㌧ W 円　 形 ト礪×㌫机 62 外傾 平坦 人為 縄文土器 SI175→本跡

215 F 2 d 2 N …鮮 楕揮杉 1．67 X L 57 68 人為

21＿7 F 2 d ユ N 4 貯㌧ E 不定形 1．73×〔1も33〕 65 垂直 平坦 人為 SK235→本跡

218 G 2 e l N …00 円　 形 0，45×0．44 29 外傾 皿状 自然 土師器 用甘㍉縄文土器 縄文時代

220 G 2 d l Ⅳ…00 〔楕円形〕 0。82×（0サ34） 57 外傾 不明 士帥器 叫 ・悪〕 SI140→本跡→SK182

221 G 2 e 4 N 十紆㌧ E 円　 形 0．71×0．65 33 外傾 皿状 自然 SIユ39－ヰ本跡

225 E 2 b 2 N l ぱ －W 楕円形 1．65×L 40 17 緩斜 平坦 自然 土師器 （杯 の牽），縄文土乳　 石器 （石斧）

226 E 2 a 4 N …酪㌧ W 楕円形 1サ89×1．59 60 外酢舶 平坦 人為 士肺器 叫 ・悪）．須恵器 増 ・卦 ，陶器 封＝→本跡

227 E 2　C9 N －400－W 楕円形 1．17×1．03 4（．） 横斜 平坦 自然
i

土膵 欄 蘭 器棚 減脚 数縄文土鼠鉄製品

SI㍗ヰ本跡

228 E 2 c l N …27。…W 楕円形 2．52×（1．48） 56 外傾 人為 SK229→本跡→SI18奈良専安時代

229 E 2 c l N …OG 隅丸長方形 2．45×1．57 37 外傾 平坦 人為 土師器碑・整）瀾恵器脾 ・襲う縄文土鼠灰粕陶器 本跡→SK 228 奈良・平安時代

本跡→SK217

本跡→SI163

230 E 2 b 2 N …210…W 楕円形 0．83×0．76 47 外傾 皿状 人為 土師器 （杯 0聾），須恵器 （杯㍉掛

231 E 2 C 2 N 」鉦㌧ E 隅丸長方形 1．25×0，78 18 平坦 人為 土師器 （杯を聾），縄文土器

232 E 2 d 2 N －42㌧戌 楕円形 1．38×1．07 19 嬢斜 平坦 自然 土師器 （杯），縄文土器

233 E 2 C 2 N 喜好㌧ E 円　 形 0．78×0．78 12 緩斜 平坦 自然 土師器 聯 e聾う，縄文土器

234 E 2 d 4 N －20。…E 楕円形 1，85×1．50 18 緩斜 平坦 自然 土摘 肺 鄭瀾恵器輝 凱 石製釦紡錘郵瀾文土器

235 F 2 d l N －9 0…W 〔那㈲ 0－80×0．69 178 垂直 皿状 人為
鉄製品 朋 ）＋ ＋ ＋ ＋ i

i

［

士膵 叫 ・悪）．縄文十器

土師器 輝 き襲），縄文土器

236 F 2 d l N －130－W 楕円形
0．65×0，58 i

14
錮 訂
平坦 自然

238 F l f O 〔N －32㌧ W 〕〔楕円形〕 （1．04×0．90） 63 外傾 平坦 不明

240 F 2 d 3 N －0 。 楕円形 1．29×0．90 20 緩斜 平坦 人為 SI155→本跡

241 F 2 d 2 N －11。…E 楕円形 0．88×0，69 14 緩斜 皿状 人為 本跡→SI155

242 G 2 e 3 N －270…W 楕円形 0．74ニ×0．60 36 緩斜 平坦 人為 SI139 ・SK 243→本跡

243 G 2 e 3 N －250－W 不定彬 1．16×1．16 18 垂直 情状 自然 SI139→本跡→SK242・SB 21

本跡→SB 21

244 G 2 e 3 N …470－E 円　 形 0．38×0．36 84 外傾 皿状 人為

245 G 2 e 3 N …130－W 楕円形 0．84×0．45 36 外傾 皿状 自然
土師器 胤 縄文土器　　　 i

i

i

土瞞 酢 高鍋 勘　　　 ！

246 F I c O 〔N －820－W 〕不定形 1．08×（1．0鋸 35 外傾 平坦 不明 本跡→SI153 ・SK 132

247 G l e O N －00 円　 形 0．35×0．35 15 綾斜 平坦 自然

248 G l e O N －12〇一W 不定形 0．60×0．45 11 緩斜 平坦 自然

－544－



土 坑

番 ぢ

L …　 遺　 物　 遺構憑 関係

覆　 土

249 邑 聖 込 空 曇 上 空 」 憂 垂 車 丁 完 「 義 汀 義 恒 然 i

ごうり
D 3d5 腑 距 中 相 可　 ㌫綱 ・黒　 目 37　 梱　 鞘

人為 嘉賢覧薫 蒸 憲 薄 儀慧 薫 譜　 室状遺構奈鯛 代

251 聖 止 聖 聖 漣 璧 」 聖 聖 「 「 ㌃ 棒 可 義 自然 1ム　ーサ　　　　　1
土瞞 胤 縄文蟻　　　 i

254 F 輔 車 －4′0－中 形い せはX e滞　 日 4　 滴　 蹴 自然 土離温聯十酎言翫蟻‖棒凋結覇は土器

255 G l aO　N －263－W　楕円形　　 0．82×0．55　　　 18　　 緩斜　 平坦 自然 縄文土器　　　　　　　　　　　　　　　 本跡→SB摘

256 G l bO N …60ジーE 振方彩　 2湖XOe95　 44　 垂画 報 人為 土師器移行愛鳥報技士器　　　　　　　 本跡→SB18

257 … 中 … 〇　 極叫 1－05×0・鮮　 巨 7
自然 縄文十器

258
G 2bl N …390－也 聖 上 空 聖 「 「 ㌃ 笹 可 義

自然 土摘 酢 凱 縄姐 器　　 i

259 隻 尋 豊 里 空 也 竺 」 尋 卒 牟 丁 ㌦ 「 外可 鞘 人為 ！

260 聖 止 聖 聖 漣 璧 」 尋 卒 √ 「 ㌃ 笹 可 義 人為 i

261 … 車 漱 小 網 日 高 ・35　 日 目 緩斜　 纏 人為 i

262 G 2dl N …760…W　楕円形　　 臥42×0．34　　　 25　　 外傾　 皿状 自然

263
聖 止 聖 聖 車 寸 言 高 論 「 言 「 義 「蹴

自然 礫

264
G 聖 長 生 中 堅 日 脚 読 丁 音 不 可 義

自然 土瞞 鶴 須恵器鶴 弥生土器 ！

266 D 聖 上 隼 小 冊 日 脚 論 丁 寺 不 可 靂 不明 恒 欄

267 m 車 欄 一中 紳撒巨 邦×・鮮　 巨 ア　 緩斜　 翔 不明 ！

269 D 釣 2 N …姐0…E 楕柵 巨 ほ×潮　 目 中 継　 蹴 自然 i本跡→SI3

270 E 2 a3！Ⅸ「湖e…W　楕円形　　 も併X 。粥　　　 購　　 外傾　 皿状恒 isI12→本跡

271
m 車 備 中 綱 目 品 ・用　 い 5　 滴　 靭 巨 為！土瞞 酢 婆）誹 生土器　　　 恒 魂

272 聖 ⊥ 聖 上 漣 聖 上 空 車 √ 「 ㌃ 棒 可 靂 自然 土摘 酢 登）　　　　　　　　　　　 繍 叫髭は

273 E 2摘年 齢 中 絹形巨 ・ア×・満　 目 9　 礪　 蹴 自然 土瞞 酢 婆）　　　　 恒 欄

275 聖 止 聖 璧 漣 聖 」 空 尋 「 「 ㌃ 笹 可 義 自然 ！

276
聖 ⊥ 聖 聖 漣 聖 」 空 車 「 「 ㌃ 棒 可 義

人為 縄文土器　　　　　　 i

277
F 2g6年 22。－可 楕柵 日 脚 e購　 い　 順　 鞘

人為 縄文土器　　　　　　 i

278 F 2 摘恒 l O…中 綿形巨 傭×・鮮　 巨 7　 媛斜　 鞘 人為 縄文土器　　　　　　 i

279 F 2C7年 81。…中 形巨 75那 8　 「 相　 棒 可 翔 人為 縄文土器は 師器酢 凱 須恵器勝目 sK49軒本潮こ

281 F 2C6 … 0…E　 柵　 瀾X e混　 声 6　 緩斜　 翔
不明 桓108→繍

士摘 酌 須恵器酌 縄文土器 ！sIl18・120事 跡282 F 2 f6恒 針 中 方形日 脚 ・約　 日 4　 順　 鞘 人為 i

283 E 2 i3 年 0。 恒 形〕巨 98時 88〕 日 中 緩斜　 鞘 不明 i土瞞 酌 縄文土器　　　 isI27→本跡

284 E 2h車 雄 一中 海欄 巨 獅 ユ020　 日 2　　 鞘 不明！摘 器酌 須恵器酌 縄文土器 i本断 SI27

286 G 2b 恒 0　　 形巨 ・5鵬 5㍉ 「 猶　 序 可 鞘 自然！縄文土器　　　　　　 i本跡→SI176

288 G 2a2　N －400－E　楕円形　　 0．69×0．54　　　 30　　 外傾　 平坦 自然 土師器移巨襲㍉縄文土器　　　　　　　 本跡→SI176
可

293 i

G 2 a3恒 6〇一中 的形巨 ・鍋×瀾　 日 中 船　 舶 i

聖 吏 ヱ 吏 禦 」 垂 亘 丁 ㌃ 下 軒 可

自然 i

人為 i

！本跡→SI176

士摘 酌 縄文土器　　　 i

294
F 2 g8年 6聖 漣 聖 」 聖 聖 上 「 ㌃ 棒 可 義

人為 縄文土器　　　　　　 ！

295 F 2 f8　N －330－W 〔楕円形〕　 鉦97〕×0．71　 21～47　外傾　 平坦 人為 土師器（襲う，縄文土器　　　　　　　　　 縄文時代

296 G 3g8 N －3… 中 形日 脚 硯 ！ 誤　 外傾　 鞘 人為 土師器瀬）　　　　　　　　　　　　　 sI89→本跡→SI〕23

297 F 2 摘ト ロ　　 形恒 ・聖 蔦　 「 中 人為 土踊 酢 棄）誹 文士乳 骨粉，須恵器 恒 丞 跡墓墳江戸舶

298 F 2 d中 一400淵車 定形巨 58×1・54　 日 4　序 可 裡 人為 土瞞 胤 縄文土器　　　 i

299 F 2 hO　N －69c－E　円　形　　 0．63×0．53 18 外傾　 皿状 自然 SI引→本跡

300 F 2 hO　N －00　　　円　形　　 0．74×0。72 15　　緩斜　 皿状 自然 SI41→本跡

301 F 2 d4　N －560－W　円　形　　 0諸×．82　　　 12　　 緩斜　 平坦 人為 SI42→本跡

302iF2b中 潮 可 柚可　摘×0瀾 「中 垂可 皿可 自然i i
304iF2d9邑 望』 楕円形「腰棚つ　 4日 那車可 人為i isIlO7→本跡

一一一一5∠一上5－



土 坑

番 号
位　 置 長 径 方 向 平面形

規　　　　　　　　 模
！壁 面

底　 面 穫　 土 出　　　 土　　　 遺　　　 物

備考

遺構番号 ・新旧関係

（古→新）離摘恒 瀞酎 酢扉 深 さk m ）

305 E 2 i 5 N …678 －W 長方形 3 ．08 X l．67 63 緩斜 皿状 自然 土師器 瀬 や婆），縄文土器

306 E 2 i 4 N －470 －W 不定形 0 ．99 ×0 ．91 10 媛斜 皿状 人為 土師器 瀬 ），須恵器 （襲），縄文土器

3併 E 2 h O N …42㍍…E 円　 形 1．07 ×1．03 18 外傾 平坦 人為

308 F 2 d 9 N －288 － E 楕円形 1．56 ×1．23 36 緩斜 皿状 自然 SI107→本跡

309 F 2 b 5 N －580 － E 不定形 0 ．92 ×針82 60 外傾 平坦 人為 SI147－ヰ本跡

3ユ0 F 2 b 5 N …2 1c － E 楕円形 1．26 ×1．00 55 外傾 平坦 人為

311 F 2 b 5 N 一ば －E 楕円形 1．70 ＼ ．出 20 垂直・舶 平川 自然

312 F 3 日 〔N －47㌧ W 〕〔楕円形〕 〔l」6 ×0 ．83〕 28 外傾 平坦 不明 土師器 聯 ） 本跡→SI123 ・S D l2

313 G l a 9 N … 0 0 楕円形 0 ．58 ×0 ．43 20 外酢 緩斜 平坦 人為

314 G l b O N －90C … E 長方形 0 ．75 ×0 ．62 25 緩斜 平坦 自然 土師器 （杯 ・襲），須恵器 （婆）

3ユ6 G I c O N －240 …W 楕円形 上目＼L 州 100 外傾 平坦 人為 縄文土器

317 G I c O N 一組 ㌧ W 傭円形〕 〔0 ．70〕×0 ．60 45 外傾 皿状 自然 本跡→SK 318

318 G I c O N 4 ぽ －E 楕円形 0 ．77 ×0 ．70 60 外傾 皿状 自然 SK 317→本跡

323 G 2 e 3 N l ぱ …W 楕 円形 0 ．68 ×〔0 ．48〕 78 外傾 平坦 不明 土師器 移行 婆），縄文土器 本跡→SK 324

324 G 2 e 3 N … 0 。 円　 形 lふ36 ×1835 摘2 i 外傾 平坦 人為 土師器 （不明），古銭，数珠玉，人骨 SB19骨 SK323→本跡第路墓境を錘時代

327 G 2 e 2 N －900 － E 不　 明 鉦 00 x O 。69〕 34 外傾 平坦 不明 土師器 （襲う，縄文土器 本跡→SB 19

338 G 2 e 4 N ∵購㌣∴W 楕 円形 0 ．28 ×0 。24 34 外傾 平坦 人為

339 G 2 e 4 N 一軒 －W 楕 円形 0 ．41 ×0 ．36 16 外傾 平坦 人為

340 G 2 e 4 N －230 － E 楕 円形 0 ．44 ×0 ．38 9 緩斜 皿状 自然

341 G 2 d 4 N － 0 0 円　 形 0 ．56 ×0 ．52 21 壊斜 皿状 自然

343 G 2 d 2 N －440 －W 楕 円形 0 ．59 ×0 ．45 33 外傾 平坦 人為 土師器 （杯 ・整），縄文土器

3舶 H 2 a 7 N －530 …W 円　 形 l 。2ユ×1 」国 63 外傾 平坦 人為 S I202 ・205→本跡

345 F 2 b 6 N 一㍍ －W 円　 形 0 サ75 ×0 ．70 76 外傾 皿状 不明

346 F 2 b 6 N …貯 ㌧ W 楕 円形 1 ．03 ×0 ．65 38 外傾 平坦 自然

347 F 2 b 5 N －480 －W 楕 円形 1 ．12 ×1 ．02 62 外傾 皿状 自然

348 F 2 a 6 N － 0 0 円　 形 0 ．70 ×0 ．63 57 緩斜 平坦 人為

349 F 2 a 6 N －530 －W 不定形 1 ．72 ×1 ．62 74 外傾 皿状 自然

351 F 2 e 3 N －32。－W 円　 形 0 ．97 ×0 ．92 40 垂直 平坦 自然′ 土師器錘ト聾」須恵器（聾），縄文土鼠 石器（石鍍）

352 F 2 e 4 N －650 －E 楕 円形 1 ．50 ×0 ．50 20 外傾 平坦 自然 土師器 （襲），縄文土器

土師器 （杯），縄文土器，弥生土器

土師器 （婆），縄文土器

SK 361－→本跡

354 F 2 C 4 N －480 …W 円　 形 0 ．41 ×0 ．40 24 外傾 皿状 人為

355 F 2 C 5 N －400 …W 楕 円形 1 ．20 ×1 ．07 26 外傾 平坦 人為

356 F 2 C 5 N …270 －E 円　 形 ま．05 ×0 ．97 18 緩斜 平坦 人為

359 F 2 d 3 N －430 …E 円　 形 1 0 ・68 ×0 ・65 23 外傾 皿状 人為

360 F 2 b 3 N …400 －W 楕 円形 1 ．69 ×0 ．80 6 緩斜 平坦 人為

361 F 2 b 3 N －400 －W 楕円形 上川 ＼L l＝ 12 緩斜 平坦 人為
序 跡→SK 360

SI3 →本跡 第4 号墓墳 江戸時代

363 E 2 h 6 N －330 －W 円　 形 0 ．56 ×0 ．51 20
夕右傾

平坦 自然

364 E 2 i6 N －520 －E 楕円形 0 ．55 ×0 ．47 34 外傾 皿状 人為 縄文土器

土師器碑 ・整う，縄文土器，古銭，鋼製品憾 管），人骨

土師器 （襲），縄文土器

365 E 2 h 5 N －420 －W 円　 形 0 ．27 ×0 ．25 35 外傾 平坦 人為

366 F 2 b 3 N －330 －W 円　 形 0 ．64 ×0 ．60 16 外傾 平坦 人為

367 D 3 j 2 N － O c 円　 形 1 ．51×1 ．50 138 外傾 平坦 人為

368 E 3 a 4 N －270 －W 脹方形〕 2 ．16 ×鉦 12〕 48 垂直 平坦 自然 本跡→SD 21

369 E l h O N －35。－W 円　 形 2 ．71×2 ．49 69 外傾 平坦 人為
l 本跡→SIlO3 縄文時代

i

l sI182 ・196→本跡

i

370 E 2 d 5 N －鮮 楕円形 0 ．93 ×0 ．63 20 緩斜 平坦 自然

371 F 2 i 2 N －100 －E 楕円形 1 ．23 ×0 ．94 1 川 外傾 皿状 不明

372 E 2 C 5 N － 0 0 楕円形 2 ．32 ×1 ．52 16 緩斜 平坦 自然

－5∠16－



土 坑

番 号
位　 置 長 径 方 向 平面形

規　　　　　　　 模

吠　 間 覆　 土 出　　　 －′I二　　　 遺　　　 物

備考

遺構番号 8 新聞関係

し古→軒
鋸摘恒 蘭酢酢 証 深 さk扉

376 G l a O N … 0 0 円　 形 0 ．84 ×0 ．84 32 外傾 皿状 人為 人骨

380 E 二　日 N …4 0 － E 楕円形 3．42 ×1．88 8 3 緩斜 平坦 自然

381 E 2 h l N … O C 隅丸方形 3．00 ×2．94 35 緩斜 平地 人為 土師器 絹針「縄文土器 縄文時代

382 E 2 h l N … 0 。 楕円形 0．65 ×0．58 18 緩斜 皿状 人為 土師器 （襲う，須恵器 を聾），縄文土器 縄文時代

383 E 2 C 6 N …15C －W 不定形 1．77 ×0．98 15 緩斜 平坦 人為 土師器 錘巨 碧㍉　須恵器 （婆 ・蓋），縄文土器

384 E 2 i l N － 0 0 楕円形 0 ．72 ×0 ．53 20 外傾 平坦 不明

388 G 2 e 4 N 王賭㌧ E 楕円形 0 ．35 ×0 ．25 38 外傾 平坦 人為

389 G 2 d 9 N －酪㌧ W 長方形 2 ．39 ×0 ．64 20 媛斜 平班 人為 土師器 （棄），縄文土器，弥生土器 SI127→本跡

390 G 2 e 4 N －160－W 円　 形 0 ．39 ×0 ．36 30 外傾 平坦 不明

393 E l g O N －540－ E 円　 形 0 ．4 5×0 ．44 24 外傾 平坦 自然 土師器 （杯 ・襲う，縄文土器

394 E l g O N － 0 0 円　 形 0．45 ×0 ．42 27 外傾 十川 人為

395 E l g O N －73e － E 楕円形 0．48 ×0．38 25 外傾 平坦 自然

396 E l e O N …710 －E 楕円形 1．68 ×1．07 53 外傾 平坦 不明 土師器 （杯 ・婆） SK 490→本跡→SI23 縄文時代

397 E 2 d 9 N － 0 0

l
楕円形 1．13 ×0．95 43 外傾 平坦 不明 S I40→本跡

399 F 2 iO N － 2 0 …E 楕円形 1．08 ×0 ．70 17 緩斜 平坦 自然 土師器 脾 ・聾），須恵器 （勘 ，縄文土器 SI123・124→本跡 奈良・平安時代

401 F 2 b 5 N －560 －W 円　 形 1．38 ×1，33 75 外傾 平坦 人為 S K 128→本跡→S K 408

402 F 2 i O N －350－W 円　 形 0 ．67 ×0 ．63 9 外傾 平坦 自然 SI124 のSK 403→本跡

403 F 2 i O N －350－W 楕円形 0 ．87 ×0 ．48 8 媛斜 平坦 自然 土師器 瀬 ・婆），須恵器 脾 ・聾），縄文土器 SI124→本跡→SI121 3SK 402

404 G 2 e 2 N － 7 0－W 円　 形 0 ．24 ×0 ．22 11 外傾 皿状 不明

406 F 2 e 9 N －13。一W 楕円形 1．37 ×0 ．92 52 外傾 平坦 人為 土師器 錘巨 聾」 縄文土器 本跡→SI142

408 F 2 b 5 N －210 － E
［

楕円形 1．05 ×0．85 68 外傾 平坦 不明 SK 128 ・401→本跡

410 E 2 h 3 N －110 …W 楕円形 0．87 ×0．69 35 緩斜 皿状 自然 土師器 脾 。襲），縄文土器 SI26尋本跡

41ユ E 2 h O N －300 …W 楕円形 0．83 ×0．64 73 外傾 平坦 人為 土師器 （磐），縄文土器，剥昌一

4 12 E 2 h O N －73㌧戌 楕円形 0．82 ×0 ．73 59 外傾 平坦 自然 縄文土器，剥片

413 E 3 g l N －790 －E 楕円形 1．43 ×0 ．90 11 綾斜 平坦 自然

土師器 瀬 ・婆），須恵器 （嚢），縄文土器，剥片

土師器 （射 ，縄文土器

SI125→ SK 4 17→本跡

414 E 2 a 8 N －390－ E 楕円形 1．92 ×1，50 25 緩斜 平坦 人為

416 F 2 j 8 N －52。－E 不定形 L 31 ×0 ．80 48 外傾 平坦 人為

417 F 2 j 8 N －520 － E 不定形 1．20 ×〔0 ．65〕 21 緩斜 平坦 自然 SI125→本跡→SK 416

420 F 2 d 7 N －280 － E 不定形 2 ．00 ×1 ．05 65 緩斜 皿状 自然 SK 422→本跡→SK 421

421 F 2 d 7 N －280 － E 不定形 0．85 ×0 ．83 30 外傾 平坦 自然 SK 420 ・422→本跡

422 F 2 d 7 N －120 －E 不定形 2．27 ×1．38 50 外傾 平坦 自然 本跡→SK 420 ・421

本跡→SK 431

423 F 2 e 4 N － 0 0 楕円形 1．47 ×1．16 18 緩斜 平坦 人為

424 F 2　f 4 N －560 －E 楕円形 1．21 ×1．02 39 外傾 平坦 人為 土師器 （杯），縄文土器

土師器 （酌 ，縄文士乳　 剥片

縄文土器

425 F 2 g 7 N －470－W 不定彬 2 ．40 ×1．02 32 外傾 平坦 自然

426 F 2 h 9 N －500－ E 楕円形 0 ．86 ×0 ．74 60 外傾 平坦 人為 SI160→本跡→SK 432 縄文時代

427 F 2 g 8 N －400 －W 長方形 1 ．00 ×0 ．74 45 緩斜 皿状 不明 SI160→本跡

428 F 2 h 8 N －730 － E 不定形 1 ．03 ×0 ．80 81 外傾 平坦 不明 SI160・→本跡

430 F 2 h 7 N － 0 0 不定形 〔2 ．10〕×1 ．20 35 外傾 平坦 自然 須恵器 （聾），縄 文土器

須恵器 （杯），縄文土器

礫

！

土瞞 酢 葉上 縄文土器，士製品 技 師 ！

本跡→SK431，SB12・本跡の新旧不明

431 F 2 g 7 N －470 －W 楕円形 1．61 ×1 ．30 41 緩斜 平坦 自然 SK 425 ・430→本跡

432 F 2 h 9 N －470 －E 〔楕円形〕 1 ．21 ×〔0．98〕 17 垂直 平坦 不明 SI160 ・SK 426→本跡

433 H 2 b 7 N －660 －E 円　 形 0．70 ×0．62 36 外傾 平坦 自然 SI202→本跡

SI14→本跡

434 F 2 i 4 N －560 －W 楕円形 2．02 ×1．73 35 タ掛 舶 皿状 人為

435 F 2 i H N －900 －E 円　 形 0 ．70 ×0 ．68 23 績斜 皿状 自然

436 F 2 j 6 N －900 － E 隅丸長方形 1．65 ×1．37 20 媛斜 平坦 自然

437 E 2 a 4 N － 2 0 － E 楕円形 1 ．19 ×0 ．85 29 外傾 平坦 人為

－54－7－



土 坑

番 号
位　 置 長 径 方 向 平面形

規　　　　　　　　 模
庭　 園ム‾1rd 覆　 土 山　　　 一．．L　　　 遺　　　 物

備考

遺構番号 の新旧関係

清十縮離摘恒載酎酢心 深さk壷

射4 G 2 津 N 一線㌧ W 情「†J車 0逐㍗現行銅 53 外傾 血統 自然 土紆答凋圭雛、須恵器漸増）瀾文士鼠鉄製品磯） 時期不明

446 G 2 津 N …鮮 ＝　 車 0．66×0．66 14 横斜 平坦 人為 土師器 湖甘㍉縄文土器

447 G 2 描 ＼－‥十 PJ 車 8－35×0．33 20 獅‖紺 平坦 人為 縄文土器

452 G 2　m N ∵罰㌣∴W 楕円形 1．10×0．93 62 礪 ・舶 平坦 自然 土師器 瀬 も磐） 須恵器　 堆さ襲う　縄文土器 平安時代

455 G 2 d 8 N …づ㌢－・・・1・nW 不定彬 2．84×1．83 49 雛日録 平坦 自然 土師器 輝 き襲う，縄文土器

456 G 2 b 9 Ⅳ喜詐∴ E 楕円形 0．95×0．84 15 平坦 人為 土師器 け不e聾），縄文土器 SI126→本跡

457 G 2 b 9 N ∵㍊㌣∴隊 楕円形 L H ×L 鵬 15 ム 人為 土師器 瀬 き，須恵器 機） 縄文土器，弥生土器

458 G 2 c O Ⅳ∴が …W 門＋形 上品＼「∫ 75 夕も傾 平坦 不明 士嗣 聯e凱 穐　＿′鼠　離 瀬 償文土器，鉄製品杯榔 SI127→本跡

4机 F 2 b 7 N …320－E 楕円形 1．22 X i。05 36 緩斜 平坦 人為

462 ＝ごぐい N …鮮 方　 形
！

主用＼ ．盤 30 垂直 平坦 人為 須恵器庫儀 ．須恵器輝 高台榊私縄文土鼠土製品棒輝 SI198→本跡　 時期不明

購3 ＝ごしい N ∵㌘牛∴W 不定車 上帝＼O．樟 48 外傾 人為 縄文土器

464 ＝ご「い N …660－W 掩甘形 0．閥×　＿。57 13 皿状 人為 土師器 （婆）亨　縄文土器

465 F 2 e 2 N ∵媚㌣∴W 桔「†川三 0け83×（裾頼 23 媛斜 皿状 不明 SI175・ヰ本跡→SK466

466 F 2 e 2 Ⅳ一ば －W 楕円形 1．06×0．93 38 平坦 不明 SI175 ・SK 465－や本跡

467 F 2 招 N 十紆㌧ E 不定形 ユ諸壱×1∴摘 54 媛斜 皿状 不明 本跡→SIi95

468 E 2 e 9 N 一鮮 楕即杉 凱44 X乱射 15 外傾 皿状 不明 剥片 本跡→SD 12

470 G 2 d O Ⅳ一組㌧牒 不定形 私牒5X O J泊 56 外傾 平坦 不明 SI127→本跡→SB 8

472 E 3 h 4 N －9O。…E ［－‾1‾了　形 0．75×0。73 16 外傾 不明 SI47尋本跡→SD22

贈3 E 3 i4 N l が …W 楕円形 0674×0．鋸 12 外傾 不明 SI47→本跡

鮮－ E 3 i3
N －ぱ 十訂 楕円形 0685×0．77 12 不明

475 E 2 i3 N ∵舶㌣∴W ＝　 車 2，71 X 2，57 39 緩斜 平坦 人為 土師器 錘巨 碧」 須恵茶 け巨 婆」 縄文土器 縄文時代 本跡→SI26

4閥 E l 津 N …鮮 楕円形i 04 針再行燈 17 外傾 平坦 人為

舶7 G 2 d 7 N ∵㍍㌣∴W 楕円形 0．57 x O．49 21 自然

479 G 2 d 7 N 一朗㌣∴W 楕円形 0．80×（き。72 53 外傾 人為 縄文土器

480 G 2 C 7
l
N 」貯∴ E 円　 形 私蕎0×0㍉は ユ0 緩斜 平坦 自然

481 G 2 e 8 N …44c…W 楕円形 0．65〉く0．58 15 外傾 十川 人為

482 G 2 e 8 N …0 0 円　 形 0．58×0．57 19　L 外傾 平坦 人為

i

i

土師器 聯 胤　 縄文土器 古墳時代

483 G 2 e 8 N ＋ぱ －W 楕円形 0．57×0．51 12 外傾 平坦 人為

484
i

G 2 g 9 N －240－E 円　 形 0．45×針42 59 外傾 平坦 人為

485 G 2 g 9 N l 好 一E 円　 形 0．55×0．52 21 人為

486 G 2 g 8 N －00 円＋形 04 1×凱40 20 緩斜 皿状 人為

487 G 2 g 8 N …鮮 円　 形 0．54×0．50 43 外傾 皿状 自然

488 E l e O N …0。 円　 形 0．86×0。85 35 緩斜 平坦 不明 土師器 錘巨 襲∴　縄文土器 SI23→本跡

489 E l e O N l ぱ －W 楕円形 0．72×0㍉掩 22 外傾 平坦 不明 土師器 （碧），縄文土器 SK490→本跡→SIl8 ・23

補訂
E l e O N …鮮 円＋形 2．10 ×1．85 56

外詔
平坦 不明 土師答 錘巨 聾」 縄文土器

i

土瞞 酌 須恵器胤 縄文土器湖 生土中

本跡→SK396・489→SI18・23

491 F 3 g l N －570－W 円　 形 0．80 ×0．76 35 緩斜 平坦 不明 SI208－4本跡→S 139

492 G l a O N l 好 一W 楕円形 0．79×0．56 38 外傾 平坦 人為か 弥生時代 埋聾

本跡→SK279

493 F 2 g 4 N …570－W 楕円形 1．39 X L 鋸 23 外傾 平坦 自然
土瞞 胤 縄文土器　　　 i

！

494 F 2　f4 N －580－E 円　 形 11 8×1∴臓 40 舶 潮境 血状 自然

495 G 2 d 7 N …鮮 円　 形 0。58×0．56 14 緩斜 平坦 人為

496 F 2 C 7 N 一線㌧ W 楕円形 1．05×0．93 22 外傾 平坦 自然

497 H 2 a 8 N －0 0 方　 形 0．60 X ．60 40 緩斜 皿状 人為 本跡→SI201 ・202

499 F 2 g 2 N …0 。 方　 形 1．購×1．28 14 外傾 平坦 自然 SI162→本跡
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表5　上野陣場溝一覧表

番号 位　 置

！方 向

断面形
規　　　　　 模 唇

底面 覆土 出　 土　 遺　 物 備考離 m 車 縮 m ラ
下幅（m ラ 軋封料

1 H 3 C 5～
H 3 e6

＼一㍍ 一W U 字形
11車 ：；；

0．16～

0．22
20 緩斜 皿状 不明 土師乳 須恵乳 土製品，鉄淳 本跡→SD 2・3・5

2
H 3 b6～

H J bγ
N －880－E U 字形 O．リボ 0．33～

0．60
0．10～
0．27 21 緩斜 皿状 自然 SD l→本跡→SD 3・5

3
H 3 a8～

H y 屈
N －530－E U 字形 11．42

0．25～

0．68

0．05～

0．35
11 緩斜 皿状 自然 縄文土器，土師乳 須恵器，鉄製品 SD l・2・4→本跡→SD 5

4
H 3 a7～

H 3 b 6
N －530－E U 字形 9．22

し0」や、

0．頼

0．05～

0．30
10 緩斜 皿状 自然 本跡→SD3

5
H 3 b2～ N －920－E U 字形 川．0

0．36～ 0．10～
22 緩斜 皿状 自然

縄文土器，土師乳 須恵器，灰粕陶 SIlO2－185・SDl・2・3→本跡→
H J b T 1．姐 0．39 器，陶乳 土製品 鉄製品 SD 12

6
F 3 b 7～ N －100－W ・U 字形 83．55

0．47～ 0．14～
50 緩斜 皿状 自然

縄文土器，土師器，須恵器，灰粕陶 SI57・59・75・76・78・87・184・SB38
G 3 i8 N －880－E 1．20 0．43 器，磁鼠 瓦 SD7・14・23→本跡

7
F 4 b l～

F 3 i9
N …鮮∴ E

i
U 字形 30

0．51～

0．リ丁

0．13～

0．45

23～

27
緩斜
I蹴 ！自然 縄文土乳 土師乳 須恵乳 灰粕陶

乳 瓦，鉄製品 SI53蔦4・74・75e78→本跡→SD6

8
E 4 il～

F J bγ

N －103㌧ W ・

N －110－E
U 字形 27．6

0．55～
0．78

0．15～

0．36
33 外傾 皿状 人為 縄文土器，土師鼠 須恵器 SI51・52・53→本跡

9
D 3 d4～

D 3 f7
N －630－W U 字形 12．6 0．25～

0．58
0．12～

0．27
25 外傾 皿状 自然 SD lO→本跡

l

10
D 3 d4～

D 3 f3
N －350－E U 字形 6．88

0．37～

0．54
0－24～
0．3日 25 外傾 平坦 自然 本跡→SD 9

11 H 3 a 2 N －840－E U 字形 0．48 1．寸2 0．35 10 外傾 皿状 自然 本跡→SD 12

12
E 2 b O～ N …40－W U 字形 135．45

0．50～ 0．15～ 17～ 緩斜 皿状
一部 縄文土器，土師器，須恵乳 灰粕陶 S鉦39・4机11・122・123・l鉦133・1姓185・1掛

H 3 e 3 1．35 0．89 22 人為 乳 土製品 194・SK312・4鰍SD5骨 13→本跡→SDl「掛摘

13
G 3 j2～

H 3 a2
N つ30㌧戊 U 字形 1．7 0．寸 0．3 10 緩斜 皿状 不明 本跡→SD12

14
G 3 C4～
G 3 C9

N －960－E U 字形 18．75
0．37～

0．67

0．13～

0．22
18 媛斜 皿状 自然

SI81・82・83・88・SB4・SD23－ヰ
本跡→SD6

15
G 3 e6～

G 3 e8
N －920…E U 字形 7．99

0．31～

0．50

0．10～

0．25
10 緩斜 皿状 自然 SI87→本跡→SD 23

17 E 2 g 9 N －520－E U 字形 3．8 0．粥 0．5 10 緩斜 皿状 自然 SD12→本跡→SI）19

18
E 2 fO～

E 3 f2
N －750－E U 字形 9．05 0．86 0．43 10～

18
緩斜 皿状 自然 SD 12→本跡→SK lO6

19
E 2 g 8～

E 2 h 9
N －850－W U 字形 6．1

0．45～

1．10

0．21～

0．媚
14 緩斜 皿状 自然 SI37・SD 12・17→本跡

20
D 3 i2～

E 3 a5
N －660－W U 字形 15．07

0．46～

0．96

0．16～

0．61
19 媛斜 平坦 人為 SI3→本跡

21
D 3 j3～

E 3 a5
N －400－W U 字形 9

0．42～

0．81

0．24～

0．39

10～

15
緩斜 皿状 自然 土師乳 陶器，鉄製品 SI3→SK368→本跡

22
E 3 h4～

E 3 i3
N －460…E U 字形 バ．う 2．92 2．72 16 緩斜 平坦 自然 SI47・SK472→本跡

23
G 3 C8～

G 3 g 8
N －90－E U 字形 17．4

0．43～
0．92

0．22～

0．50

8～

12
緩斜 皿状 不明 SI87・89・SD 15→本跡→SD6・14

表6　火葬施設一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形

規　　　　　　　　　　　 模 I

出土遺物 備考燃　 焼　 部 通　 気　 溝

長酎酢蛸径㈲如 深さ（cm） 平面形 壁面 長さ（cm 上幅 下幅 深さ（cm 壁面 底面 覆土

1 H 3 C5 N －0 0 T字状 136×49 40～48 隅丸方形 外傾 130 56～72 16～48 24～32 外傾 凹凸 人為 骨軌 木炭

表7　ピット列一覧表

ピット

列番号
位　 置 方　向

規　　 模 柱　　　　 穴 i 出土遺物 備考

遺構番号・新旧関係

（古→師柱間数 規模（扉 主間寸酎扉 柱数 平面形 長径（軸ラ
（C血）
短径（軸）
（cm） 探封cmj

1 H 2 a 8～H 2 a 9 N －820－W 2 4．2 1．4～2．0 3 方形・隅丸方形 72～88 64～72 28～32 縄文土器，土師器 本跡→SI202 ・203

2 H 2 b8～H 2 b9 N －850－W 2 6．2 2．2～3．4 3 円形・隅丸方形 44～72 舶～68 40～60 縄文土器，土師器 本跡→SI203

3 H 2 a 8～H 2 b9 N －80－W 2
4・7 恒 ～2・2

3 円形・方形瀾丸方形 64～72 48～72 44～72 縄文土器，土師器，須恵器片，剥片 本跡→SI201 ・202
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第4節　ま　　と　　め

今回の調査によって撃　旧石器から中の近世に至る遺構と遺物が確認された。ここではタ　確認された遺構の主

体となる古墳時代や平安時代を申し、にその概要を述べて，まとめとしたい。・

′′1／、十　′、

後期旧石器時代の所産と考えられる石材として頁岩やガラス貿黒色安山岩が出土しており　頁岩の剥片膵点

、∴．工、∴い　‾、、′年ニ′　吏′、　ノ言／∴工・－、工ノ友・′．く′∴、／こノ・ノ」二ノ再．．‥－∴1一汗・′．、、ノ′　日∴つ　る

しかし芦　石器集中地点は確認されていない。石材別の出土分布を見ると，頁岩及びガラス質黒色安山岩は調査

区中央部の西寄りから南部の平坦部に多く出土しタ　メノウは南部の斜商都からの出土が見られ撃　周辺部に石器

製作跡がf召l三すると想定できる、、

′　∴‘J　‾′∴

遺構は　竪穴住居跡　軒　前期7　中期自　士坑　基　前期娠中期2　後期1不痢日が確認されて

お酌　中央部と北部に前期の住居跡が分布し撃　同時期と考えられる第34号住居跡と第126号住居跡は規模と形

状が異な娠　北部と中央部で多少の時期差も想定できる。また，北西部に位置する加曽利EⅢ式期の第摘号

住居跡は芦　隣接して士坑が確認されてお娠　調査区の西側に集落が展開している可能性がある。また，弥生時

代以降の住居跡の覆土中からも縄文土器が出土する例が多いためタ　縄文時代の遺構は検出された以上に存在し

た可能性が考えられ汐　さらに調査区域の西側に縄文期の集落が伸びている　のと想定される。遺構外出土の縄

文土器の時期は　早期複葉　前期前の複葉　中期複葉　後期前葉があ勘その分布は早の後期が南斜面部言針

中期が北部の平坦部から多く出土する傾向がある。またラ　石材はチャートタ　黒曜石タ　メノウ，頁岩タ　ガラス質

黒色安山岩などが確認されているがタ　そのほとんどが剥片である。その中でもチャートについては調査区のほ

ほ全域に分布し芳　醇に中央部から南部の平坦部と前期住居跡から多く出土しているので，集落内で石器製作が

行なわれた可能性が考えられるし、・

ノ　子′つ、：一′！し一

遺構は撃　竪穴住居跡5軒学　士坑1基が確認されている。その分布を見ると，北縁辺部に第10ゆ38840号住居

凱　中央部の平坦部に第摘号住居跡　商縁辺部に第柑号住居跡が位置し学北部の3軒は主軸方向が異なるも

のの規模や形状が類似し，同時期に存在して集落を構成していたものと考えられる。また，遺物では，土製紡

錘車が第38号住居跡や第139号住居跡から出土し，今回調査を行なったすべての住居跡で土製紡錘車の保有が

想定できる。また9　第492号士坑からは胴部上位以上を欠いた広日義が出土しているが，底部に焼成後の穿孔

が見られタ　日常生活に使用されていた煮沸具が土器棺に転用されたものと考えられる。弥生時代の調査事例が

少ないつくば市域を研究する上で貴重な資料となると考えられる。

4　古墳時代

遺構は，竪穴住居跡80軋　掘立柱建物跡3棟，士坑2基が確認されている。ここでは，住居跡を中心に，集

落の変遷について概観する。なお，I期は4世紀代，Ⅲ期は6世紀代，Ⅲ期は7世紀代として分類して記述す

る。
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第377図　縄文・弥生時代の遺構配置図
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「期「1世紀代）

該期の遺構は　竪穴住居跡　軒　土坑　基であ娠　調査区中央部商寄　平坦部の狭い範囲内に確認されてい

′　・ノ　二　；－′　　．′　　　、　　　　．三　‾　′′　　　　　　　　　　・・　．

、・！．ご　ニ′　　　　：．′′　‥　　　、　　′　　　．、；、ノ　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　．　　　′－、・ノ

．・！／、．′一ト・′′ノ′・l・′一ン．′一　　　　′二．　′ノ　′　　′、三　′′　　　　　　　　　　，′　　　　　　　′　′、ノ．，　′

出きれている、－、また，ほぼ仝周する壁溝は第125・138号f拭誹亦で検出され．いずれの住居跡の床も軟質である、、

く′　　　　、　　　こ、′　　′　、　　　　　　　　　′′∴　㍉　　　　　　　′　　、、’　′ノノ、　、′　′　一、・

′′　′　　　′／∴．　′′　′　　　　　　　　　′　　．、′1、　　　ノ　、ノ　　　′　　　、　　。．、、′　　　　　　∴　．

′′　　　㌧’・・　、　　　　バノ　′　′　　、、、、′　　　・′　　　　　′　ノ　．ノ　　ー．　ノ‡．′　．．

は遺構の分有などから，調査区の西側に集落が広がるものと考えられる、、、

I‾日の　目‖目頭己代）

該期の遺構は，f口調亦32軒が確認され。その配置は第17㌢つ月号住居跡以外のf口調亦が調査区の東部に集中

′　・　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　′　　　　ノ、　ノ　　　ノ　　　′　　　′　、　　ノ　′・′

試した分有となっている、、．また言日朝亦は北帖邦・中央部東寄り，l南部東寄りの3か所に集中している㍉　北西

部及び中央部東寄りでは，長軸が7111を超える大形住居跡を中心として．長軸∴1～5111の住居跡がそれを収i）

′　　　　　　　　　　　ノ、．　　　　　、．ニ　　　′／′1・／、．′　　　　　∴　、　ノ′′ノ　　．　′

準的な　のが多信　世紀複葉から　世紀前葉では　出太　田施設に伴　ピッ　が南北に　本並ぶ住居跡が多

′　ノ′　′ノ　．　　　、．　．′、：′　削、　　ノノ　　　　′　ノ　ニ　　　　　　ノ∴　　ノ′　′、　′′．　　′　ノ　　′′′ノ・′′　　′　′

行なわれていたと考えられる．さらに言該期の住居跡の多くは誹諦鋸時または廃絶後間もない時期に火災によっ

て言址失したことが碓認きれている、一

出土した上器の構成を見ると士師器杯が多く，他に椀・高林・鉢・望・甑と器種構成は　一般的である．、一一、この

中で特徴的な上器としては耳状の把手が付いた上師器小形悪や大形悪が第111号住居跡から出上している、、ま

ノ　′㍉′、′　′！言′ノ‘′　題－・！．′′、・ノ　ー′、・．．・ノ「′′′　　　　　′　ら　′　　＼　　　′∴、∴′′ノ了．′‥′′　ち：

十器を製造する過程で発生したものと想定され言旧一一二している調査区内または調査区域外に十器を製作する遣

‘′ノノーイ′　ノ′ノ、－．、’∴、・′ノ′′、．－′　一・㌦　ノ′′＿、　左、　　て－′．　．′！すノ′ノノ／‘ノ　、　ノ′　ノ′こく　一ノ、、′　ら　・日、

今後，焼成の理由や目的について検討する必要である∴．

Ⅲ期　し7朝頭己胱）

該期の遺構は住居跡・13軒であり，調査区の中央部から帖仙二集中し，楕円状に分布している．、細分すると7

世紀肺葉の住居跡はⅢ期のf日朝亦群の西側，7世紀中・後葉の住有識亦は7世紀前葉の†吊朝亦の周辺部や東部の

斜面部に多く分布し，それらはほぼ標高25．5～26111の範囲に並ぶように位置している。

7世紀前葉の住居跡群は軌略的に3グループに分けられ，それらは北西部のさらに北西へ伸びるグループと

中央部の東西に帯状に広がるグループ、さらに単独で立地する住居跡のグループである．、－・

上器の構成は土師器杯が多く．他に椀・高林・襲・甑があり，Ⅲ期に比べて杯と藍の出目七率が近似する傾

向にある「、また，須恵器の出上数が増加して，フラスコ瓶などの出上も見られる、＿－．士器以外の遣物としては上

製支郷の出土が多ら　Ⅲ期の格に　世虎複葉から出土が増加し　その傾向は当期　継続している。また　紡錘

車は土製・石製を合わせて1、0点が住居内から出土し∴土製・石製の双方は第11＿1十日3号住居跡から！一一侶二してい

る＿

ここで不明士製品とした上器の削りかす状の上製品について記述する∴　上製品は（‖世紀後葉から7世紀前葉
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第378図　古墳時代の遺構配置図



・′′　J・．′′、1．ノ　　　　　　　、＼′′。、′．　．、　．当　．－j　　ノ′）　吉ノ信　　　′・、∴′　ノ　．．、－．

器の製作過程でできたものと考えられ、その形状は様々で．次のようにi自重類に大別することができる、、、、

1　削i）かす状の二日月形

．、．．　、′　　　．・・一　　　′・・、，　：、、　　　　ノ、　′　、′（′）　ノ＼ノ・ミノ．一′ノJ′　九　．二　r．′っ　＿・ソ∴　－′

があり，中にはそれら数片をひとまとまりにしたものなどがある、、これらを見ると林などの底部外面の

ヘラ削り調整時に削i川文られたものと考えられ，調整を加える前に木の葉や布の「二に置いた際にそれら

の圧痕がついたものと考えられる。、

2　乎板状

削りかすを平板状に伸ばして　棒状工具で叩いた痕跡のある　のや　ナデ調整が見られるものなどが

ある、＿、これらは，数l裾二は少ない、、

3　棒状

削　かすを棒状や球状に丸めた　ので　穿孔の鬼られる　のと見られない　のがあり芦　それは棒状工

具で叩いたり，ナデたi）した痕跡のある辛板状のものと－・緒に出土することが多い．。指頭圧痕や棒状l二

具での圧痕も見られることから，意図的な製作ではなく，棒状や球状に丸めただけものと考えられる、1．

－－1　焼成粘土塊

形状的にはプロッタ状でタ　粘土を焼成しただけの塊で　焼成は良好でなら　表面は摩滅してお勘　数

的には非常に少ない、、一、．

以上のように不明土製品が形状的に分類されタ　且は土器のヘラ削り調整による削りかすと考えられ言Z㍉針

ニ‖ま削りかす状のものにさらに手を加えたものと考える。また，これらはすべてが触茂されている、、単なる削

かすは　その状態であれば再び素材として利用され　焼成する必要性はない。しかし，それらは前述のよう

に焼成されている。その焼成理由として芦　八幡槻遺跡で分類を試みた内山敏行既1）は芦　白乾燥中の土器の外

面に付着していたか上器内に入っていた，2焚火や竃などの土器焼成跡に廃棄したか偶然入ったかまたは意識

して入れた」と考えている。当遺跡の削　かすは　のよ　な棒状を皇する形状のものも出土しており撃　土器に

什着や偶然入ったのではなく言意識して焼成したものではないかと考えられる．このような不明土製品が出土

する住居跡は　摘ヒきあがったばかi）の土器を持ち込んだ場所，または焼成された削りかすや未製品を廃棄した

場所」であり，「建物内かその周辺で上師器生産に関わる作業をした」ものとしている。不明士製品が焼成さ

れた明確な日的、さらに土師器生産に関わる内容把握は不明な点が多いが，調査例の増加によって解明されて

いくものと考えられ，期待したい、、、

奈良時代　摘腱能代）

遺構は　竪穴住居跡蟻軒　大型円形士坑　基が確認されている。住居跡は全体的に分布し芦　特に南斜面部に

多く位置している。平面形状のほとんどは方形で，5m以上の住居跡は少なく，4m前後のものが主体となり学

規模の縮小化が進む、∴1、また，竃を見ると，ほとんどが北壁に付設され，第146号住居跡だけが西壁中央部に付

設される。

I＿旧二遺物を見ると，上器構成は須恵器の割合が増え，土師器は杯・鉢・藍・甑，さらに須恵器が林・蓋・壷・

嚢の甑で杯と聾の比率はほぼ同じとな娠　器種に多様化が見られる。特徴的な土器としては，第9号住居跡出

上の第190叫の180・182つ83の土師器の大形杯があげられ，明赤褐色を呈して底部内面に布「1痕を有するもの

であi主　他の同甘封机の住居潮からの出土はなく，搬入品と考えられるこ．

・一一554－－
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第379図　奈良時代の遺構配置図



桂屠捗以外では　澱型閤形圭坑　基が調査区の北端　東端　中央部南部の台地縁遇部誉確認さも等折る。形

状は義経も掴～潤m　短径の渕～潤mの閤形で　断面形は揺鉢状を里し　深さ蟻～飢翫抱である。また撃

底面の中廃部を一段採　掘　込む特徴を捧肇等障る。第　骨太型摘形土坑では　底面達　の壁面から丸太状の

のを差し込んだと考えられる正方形または凝方形の　究摘の掘　込みが確認され竃折る。

当遺跡警確認された　基の太型摘形丑坑の形状や立地などの状況から段る監　中山晋既望が提唱する　閥室

豊幌遺構」と極め若類似し　全国的に　閣様な形状の　のが確認されて障るが　茨城県内では邦遺跡購基‡遠が確

認されて折る豊　出土遺物は多種多様習　時期　鵜濃時機から平安時代後期と幅広杭　氷室としての役割を終え

た後　埋没過程で温泉した　の　多齢。芸の羞射三　還れらの氷室は廃棄二鮭琉とし等利用され撃　約二i遺物の太

部分が投棄された　のである。第　号義塾閤形土塊からは　緩馳陶器翰花椀も鮨花血や猿授産の鹿瀬陶器義盛

瓶撃　手付き瓶などの平安時代の高級品が患部かも融丑し撃　盛儀儲登魔球言霧儲僧都載蟹灘傷齢。また撃　第凋孝

允型醗形土塊では須恵器の聾を遠類が多　出土し誹類と嚢寿を意図約に区別して投棄した　のと考えられる。

また　親方から接督した須恵浮短意義が出土して締る三豊から閣時期に齢ずれ　存在』等お酌　その構築時期

は助士遺物から　基は鋸蝮妃中葉と考えられる。芸の時期の佳屠跡としては第粥を摘p替佳屠跡がある領　尭型

〃惹形土塊習ある氷室漉遺構と腐らかの関わりを措肇若齢たと想定登　る。奈良時機は確認された佳屠跡は少な

結　集落の中心部は調査区域外に位置ずる　の藍考えられ　芸の調査区には氷室状遺構などに関わる集紺の屠

隊蟻誉あ攣た－紺能性　考えられる。

毎　二幣安時機

遺構は　竪穴緩屠跡翫新　堀義経建物跡温棟撃　ま坑　基が確認され若齢る。集落の変遷に空運齢等住居跡や掘

立娃建物跡を僻心に撃　期を　健紀儒学　Ⅲ期を摘餞妃機に区分』等概観する。

期　摘僚妃機ラ

該期の遺構は　柱屠跡調節　掘立柱建物跡　棟であ娠　住屠路は調査隊の中盤部欝　の平坦部に分布し　古

墳～奈良時代より　商部に集中し誓折る。還れらほ撃　～　軒の集団を形成して撃　さらに翻方に分散し　剛寺

期と考えられる掘立桂建物跡は南部の平坦部から斜面部の肩部に位置して折る。佳屠跡は撃　ち規模服して　～

mの　のが多私　室軸方向はほとんどが真北かわずかに商に傾く　のが多齢。佳屠跡の時期と室軸方向を見

ると撃　健妃前葉は室軸方向が北から東商にわずかに傾く　のが多杭　餞紀中葉には北東方向戦わずかに傾

齢等折る。また撃　健妃複葉には東方向に憾齢で折るが　その状況に㌘運齢等現段階では説明で　な齢。また撃

桂屠跡の内部施設では室櫨衆の検出例が少なく　出ゑ　描施設に梓　ピッ　だけが検出される　のが多齢e　ま

′

見られる

′

、

跡出土の底部外面に　前」と記された土師器高台相棒　第摘号住屠跡出土の体部外商に　多」と記された土

師器塚が出土して折る。また　第臓号住居跡からほ　文字と齢うよ附　託号　考えられる体部外面にいつ

と記されて折る丑師器棒が出土して齢る。土師器稀または高台相棒の倦部及び底部外面に　幸　の鵜ラ書　の

ある丑器　第臓の誹の臓号佳屠跡から信長が出土し撃　さらに　第器骨佳屠跡出土の土師器塚の底部内面には

則大文字のような　白い　のヘラ吉きがある

土器以外では金属製品汲軽が出土し　奈良時代眩夜に対して出土数が著し　増加し　中央部から南部にかけ

一一1－1一一一155（う一一一lV、一一
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第380図　平安時代の遺構配置図
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綿棒農学　刀子や錐のなどのコ桑が多齢ご　また　帯先登桑　出土して締る。

桂屠捗以外の遺構は　掘逆接建物跡　棟が確認され　そのうち南部には第　の膵の摘号掘立桂建物跡が位置

′′　′′　∴　し　′

軽量な物の保管倉庫的な機能を果たし若齢たと考えられる。

糾明　自嘲鋸親潮

′　　　　　．　、　　　　　　　　　．　　　　　　ノ　　＼措　　．－

．　　　　・二　　　′　こ　　．、／．　　′

、　　　　′　　倒　し　′′ニ′・、ご、

・、　　、　　．′、，′．∴　　　′っ・・古、′

している　柱間は桁行e梁行とも上8（ト2．事圧正であり，柱穴の据i）方の規模などから軽量な物の保管倉庫的な

′　、一　　　′　　　　ノー′ノ′

師器の高台柑鋤の高海部が高　なる傾向が見られ　土師器鴇皿　出土している。また　墨書土器は中央部酋欝

の第膵常住屠渉出土の底部外商に　中」と記されて折る土師器高台相棒が出土して折る。調査区内で確認

y圧た集誹主上1両椒妃複葉頃で終鳥を迎え．1（冊紀前・中葉から後葉の仕居跡が調査区の西側へ移動している

ことから集落の中心は帖鵠ノ＼移っているものと想定される∴

冒　中患近腱

中健の遺構は　鬼葬施設　基が検出され若齢る。火葬施設は　調査区凝南東部の畜地縁辺部に位置している。

′　　　　　、′一　　∴ノ　　　　ー　∴　ハ　く：′∴　　ノ、・′∴∴′

射－健の遺物はほとんど確認されていな齢。

近一際の遺構は　墓墳　墓が確認されて障る。すべて閤形状の老境に埋葬された座棺であ娠　寛永通宝のほか

′　′　′　　　　　／・二　′．こメ、：一．・′・・ノ　ブ　′　′′　　′　十．よノ・L一一

意識があ→たものと考えられる　また－　第2鮮号上坑では′i■川Aが出上して墓糠と考えられるが，伴う出上遣物

がない　規位や彬状。さらに人骨の検出から近世の墓城とすることができる．一巨匪以前はこのように，集落と

し／て栄えた当遺跡も，墓域として．これらは十地利用され，その後現在まで居住地とはなっていないJ

なすびにかえ等

榊封じの様相について前述したが．当遺跡では縄文時代から集落形成が開始され，（‖世紀後半には台地縁辺

部を中心に急速な発尿を見る　その後，1両‖二紀後半まで断続的ではあるが集落が営まれていた、一一　今回の調査区

級患野陣場遺跡一部であるがラ　東端の海蝕縁辺部から多数の住居跡が確認されている。その状況から見て調査

区西側にも古項時代から平安時代にかけての集落の中心が展開されていると推定される．ご　この調査において注

目できるもののひとつに，古坤甘代後期に編年きれる焼成された削りかす状の精工塊がある＿、二、上器製作段階で

できるものと想定されるが，それを焼成するという意味については，現段階では不鮮明であり．今後，資料の

増加を待ちたいが，これまでこの時期の集落遺跡での出日刊は茨城県内ではほとんど知られていないものであ

る＋今後，彬状的な分類だけでなく，いろいろな面での検－iJlを進めていきたいと考えている、つ也の注［lされる

ものに大棚！川二子「星として報告した氷室状遺構がある、県内各地で実施された発掘調査において28遺跡から46
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第126号住居跡完掘状況

第160号住居跡完掘状況

第175号住居跡完掘状況



第175号住居跡遺物出土状況

第195号住居跡完掘状況

第195号住居跡遺物出土状況



第196号住居跡完掘状況

第196号住居跡遺物出土状況

第207・208号住居跡完掘状況



第208号住居跡遺物出土状況

第38号住居跡完掘状況

第38号住居跡遺物出土状況



第139号住居跡完掘状況

第139号住居跡遺物出土状況



第3号住居跡遺物出土状況

第4号住居跡完掘状況

第4号住居跡遺物出土状況



第4号住居跡遺物出土状況

第11号住居跡完掘状況



第16号住居跡遺物出土状況

第16号住居跡P3遺物出土状況

第17号住居跡遺物出土状況



第18号住居跡遺物出土状況

第21号住居跡完掘状況

第25号住居・跡竃遺物出土状況



第28号住居跡完掘状況

第28号住居跡遺物出土状況

第28号住居跡遺物出土状況



第31号住居跡完掘状況

第31号住居跡遺物出土状況

第31号住居跡竃遺物出土状況



第32・33号住居跡完掘状況

第32号住居跡遺物出土状況

第32号住居跡竃遺物出土状況



第36号住居跡完掘状況



第37号住居跡完掘状況

第37号住居跡遺物出土状況

第39号住居跡完掘状況



第46号住居跡完掘状況

第46号住居跡遺物出土状況



第47号住居跡遺物出土状況

第48号住居跡完掘状況

第48号住居跡遺物出土状況



第51号住居跡完掘状況

第51号住居跡遺物出土状況



第53号住居跡完掘状況

第53号住居跡竃完掘状況

第54号住居跡遺物出土状況



第57号住居跡遺物出土状況

第59号住居跡遺物出土状況

第59号住居跡遺物出土状況



第60号住居跡完掘状況

第60号住居跡遺物出土状況

第61号住居跡遺物出土状況



第61号住居跡竃遺物出土状況

第62号住居跡完掘状況

第62号住居跡遺物出土状況



第64号住居跡完掘状況

第64号住居跡遺物出土状況

第65号住居跡遺物出土状況



第69号住居跡完掘状況

第74号住居跡遺物出土状況

第76号住居跡完掘状況



第76号住居跡遺物出土状況

第77号住居跡完掘状況



第77号住居跡遺物出土状況

第77号住居跡遺物出土状況

第78号住居・跡完掘状況



第78号住居跡遺物出土状況

第81・82・83・88号住居跡

完掘状況

第8ト82・83・88号住居跡

遺物出土状況



第84・85号住居跡完掘状況

第84号住居跡遺物出土状況

第85号住居跡遺物出土状況



第85号住居跡遺物出土状況

第87号住居跡完掘状況

第89・90号住居跡完掘状況



第95号住居跡遺物出土状況



第97・98号住居跡完掘状況

第97・98号住居跡遺物出土状況

第110号住居跡完掘状況



第111号住居跡完掘状況

第111号住居跡遺物出土状況

第111号住居跡遺物出土状況



第111号住居跡竃遺物出土状況

第120号住居跡完掘状況

第120号住居跡竃遺物出土状況



第123号住居・跡竃遺物出土状況

第125号住居跡完掘状況

第125号住居跡遺物出土状況



第127・128号住居跡

遺物出土状況

第130号住居跡完掘状況



第130号住居跡遺物出土状況

第130号住居跡竃遺物出土状況

第131号住居跡完掘状況



第138号住居跡完掘状況

第138号住居跡遺物出土状況

第143号住居跡完掘状況



第143号住居・跡遺物出土状況

第143号住居跡竃遺物出土状況

第143号住居跡竃遺物出土状況



第152号住居跡遺物出土状況

第170号住居跡完掘状況

第170号住居跡竃遺物出土状況



第172号住居跡完掘状況

第172号住居跡遺物出土状況

第172号住居跡遺物出土状況



第172号住居跡竃遺物出土状況

第174号住居跡完掘状況



第174号住居跡遺物出土状況

第174号住居跡遺物出土状況

第178号住居跡完掘状況



第177号住居跡完掘状況

第177号住居跡竃遺物出土状況

第193・194号住居跡完掘状況



第193・194号住居跡
遺物出土状況

第197・198号住居跡
遺物出土状況

第8号住居跡完掘状況



第8号住居跡遺物出土状況

第9号住居跡完掘状況

第9号住居跡遺物出土状況



第9号住居跡遺物出土状況

第56号住居跡竃遺物出土状況

第93号住居跡遺物出土状況



第93号住居跡遺物出土状況

第94号住居跡完掘状況

第94号住居跡遺物出土状況



第100号住居跡完掘状況



第142号住居跡完掘状況

第146号住居跡遺物出土状況

第146号住居跡竃遺物出土状況



第6号住居跡完掘状況

第12号住居跡完掘状況

第13号住居跡完掘状況



第13号住居跡遺物出土状況

第13号住居跡遺物出土状況

第13号住居跡遺物出土状況



第13号住居跡竃遺物出土状況

第14号住居・跡完掘状況

第14号住居跡遺物出土状況



第23号住居跡完掘状況

第67号住居跡完掘状況

第67号住居跡竃遺物出土状況



第68号住居跡完掘状況

第68号住居跡遺物出土状況

第68号住居跡竃完掘状況



第72号住居跡遺物出土状況

第72号住居跡竃遺物出土状況

第96号住居跡遺物出土状況



第96号住居跡竃遺物出土状況

第109号住居跡竃遺物出土状況

第121・122・123号住居跡
完掘凋犬況



第121号住居跡遺物出土状況

第134号住居跡完掘状況

第135号住居跡遺物出土状況



第137号住居跡竃遺物出土状況

第140号住居跡完掘状況

第140号住居跡遺物出土状況



第145号住居跡竃遺物出土状況

第147号住居跡完掘状況

第148号住居跡完掘状況



第153号住居跡完掘状況

第153号住居跡遺物出土状況

第153号住居跡遺物出土状況


